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自校荒神遺跡報告書　正誤表

1ヽ　ヾlペ － ン／ 正誤箇所　　　　　　　　　　　　　　 誤　 →　 正

例　 昌 6 ．　　 本書 はの執 筆→本書 の執筆

P ．3　3 S D O l 文 章 1 行 め　　 幅 2 5 ～ 3 0 c m → 幅 1 1 0 ～ 1 2 0 c m

．s D O 4 文 章 1 行 め　　 幅 1 8 ふ 4 5 c m → 幅 6 0 ～ 1 3 0 c m

S D O 5 文 章 1 行 め　　 幅 5 c m → 幅 2 0 c m

P 。3 4 ’ S D O 6 文 章 7 行 め　　 幅 1 0 ～ 4 5 C 料 →幅 2 5 ～ 1 6 0 c m

8 行 め　　 深 さ 3 ～ 1 3 c m → 深 さ 3 ～ 2 4 c m

P ．3　5 S D O 7 文 章 1 行 め　　 幅 4 ～ 6 c m → 幅 1 2 ～ 2 5 c m

P ．3　7 S D O 8 文 章 2 行 め　　 幅 1 0 ～ 2 1 c m －→幅 4 5 ～ 8 5 c m

S D O 9 文 章 2 行 め　　 幅 1 0 c m → 幅 4 0 c m

P ．4 4 第 5 0 図 且の土器説 明に吉備周辺 か らの搬入品 では と記述 したが 、その後 、大型 品

土 は在地 の ものではあるが 同様 なプ ロポー シ ョンで同様な文様構成 を持つ壷 を 2 個

野遺 跡出土資料 の中で見つ けた。 報告 は されて ない という。

P ．6　8 文 章 1 6 行 め　　　 にぷ い横橙褐 色→ にぷ い黄橙褐 色

P ．7　5 土 器 群 1 6 （第 8 9 ～ 9 1 図） → （第 8 8 ～ 9 1 図 ）

P ．8　2 文 章 4 行 め　　　 9 5 － 7 ～ 1 0 → 9 5 － 6 ～ 1 0

P ．1 4 2 9 － 5 形 態 ◎手法の特徴 2 行 め　　　 沈線文 →擬凹線文

P 。且r4 3 7 － 1 形 態 ・手法の特徴 3 行 め　　　 以下 ケズ リ→以下パ ケ 目

P ．1 5 7 0 － 2 （丑胎土　　　 角 関→角 閃石

P ．1 5 9 3 － 8 形 態 ・手法の特徴 2 行 め　　　 凹線文 →擬凹線文

P ．1 6 1 1 9 － 7 出土 地点　　　 S K 4 4 → S K 4 5

l

1 4 2 － 5 形 態 ◎手法の特徴 縛 め　 による擬凹線文→ による 8 条の擬 凹線可P ．1 7

P ．2　0 第 2 図　　 遺構 置図→遺構配置 図

～ 2　0 土 層説明　 2 ．灰褐色 土層 （耕作土 ）→ 2 ．灰褐 色土層

P ．2 0 文 章下か ら 2 行 め　　 低径→底径

P ．2 1 S K O l （第 1 3 ．1 4 ） → （第 1 2 ・1 3 ）

P ．2　2 文 章 6 行 め　　 内題→内湾

P ．2 4 S X O 2 文 章 3 行 め　　 6 端黄 灰褐色→ 6 淡 黄灰褐色

P ．2　5 4 4 － 1 手 法 の特徴　　 内面 ：ハデ→ 内面 ：パ ケ

4 射 一2 2 形 態 ◎文様 の特 徴　　 下方 に と出す る→下 方 に突出す るP ．2　5

P ．2　5 4 5 － 2 2 器 種　　 分胴 形→分銅形
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白枝荒神遺跡出土弥生土器



平成5年度調査区出土絵画土器

噸輸靡環惣陣
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平成5年度調査区出土搬入土器



このたび、市道松寄下小山線改良工事に伴う日枝荒神遺跡を調査した結果、全国的に

も類例が少ない、サメが措かれたと思われる絵画土器をはじめとし、多数の弥生土器が

出土しました。『出雲国風土記』には、周囲が18kmもある「神門水海」があったことが示

されていますが、日枝荒神遺跡はこの潟湖の付近に位置していました。こうした位置関

係から他地域との交流も盛んであったのでしょうか、今回の発掘調査でそれを裏付ける

弥生土器が何点か出土したことは、貴重な成果と言えます。

今後も、地元の皆様の熱意により、後世にこの遺跡を伝え、また、この成果が広く活

用されることを期待するとともに、発掘調査にあたり、ご指導、ご協力を賜りました関

係者の皆様に心からお礼申し上げます。

平成9年3月

出雲市教育委員会

教育長　多　久　　　博



例　　言

上　本書は、出雲市道路河川課の委託を受けて、出雲市教育委員会が、平成5年度から平成8年度に

かけて実施した、市道松寄下小山線改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査の記録である。

2．本書で扱う遺跡は、日枝荒神遺跡（出雲市遺跡地図HOl）である。

3．発掘調査を行った地番は、次のとおりである。

平成5年度

平成6年度

平成7年度

平成8年度

島根県出雲市渡橋町1093番地1外

島根県出雲市日枝町1071番地1外

島根県出雲市天神町112番地3外

島根県出雲市白枝町983番地4外

4．発掘調査を行った期間は、次のとおりである。

平成5年度

平成6年度

平成7年度

平成8年度

平成5年6月1日から平成5年11月30日まで

平成6年12月1日から平成6年12月28日まで

平成7年11月2日から平成8年3月8日まで

平成8年6月11日から平成8年8月8日まで

5．調査組織は、次の通りである。

調査主体　　　出雲市教育委員会

事務局　　　　平成5年度

調査指導

平成6・7年度

平成8年度

平成5～8年度

調査担当者　　平成5年度

下垣　晴司（文化・スポーツ課長）

野津　建一（文化・スポーツ課長）

後藤　政司（文化振興課長）

田中　義昭（島根大学　法文学部　教授）

広江　耕史（島根県教育委員会　文化財課　主事）

湯村　　功（文化・スポーツ課　主事）

米田美江子（文化・スポーツ課　調査補助臨時職員）

平成6・7年度　三原　一将（文化・スポーツ課　主事）

平成8年度　　　　　ク　　（文化振興課　主事）

6．本書はの執筆・編集は次のとおりである。

平成5年度調査分　米田美江子（文化振興課　嘱託員）

平成6～8年度調査分　三原　一将（文化振興課　主事）

また、調査全般について、田中義昭（島根大学教授）先生からは、終始、温かいご指導を賜った。



また、川崎地質株式会社　渡連正巳氏からは玉稿を賜った。記して謝意を表します。

7．発掘調査にあたっては、地元の隣接する土地所有者の方々に、協力を賜った。

8．遺構の略称記号は次のとおりである。

SK：土坑　　P：柱穴　　SD：溝状遺構　　SX：性格不明遺構

9．本書に使用した方位は、平成5年度調査では磁北、平成6～8年度調査では真北を示す。

10．石器などの石材鑑定については、山本順三（出雲市教育委員会　文化振興課　副主任学芸員）が行

った。

11．発掘調査及び遺物整理にあたり次の方々に御指導、御協力を賜った。

橋本裕行（橿原考古学研究所）山口考古学談話会　内田律雄（島根県埋蔵文化財調査センター）

中村唯史（島根大学）

12．発掘調査、遺物実測、トレース、整理等については、次の方々の協力を得た。

発掘調査　　　吾郷　栄、吾郷要子、安食清子、安食　勉、有田松生、岡　省吾、奥田広信、

遺物実測

片山　修、嘉藤春江、鐘推蔵書、川上　茂、小玉　勇、児玉喜美子、佐藤保信、

島田幸雄、新森加一、陶山　潤、曽田茂子、竹田登美子、竹田美代子、土江花子、

長島忠良、錦織央典、浜村富江、平尾俊幸、藤原光雄、前島正喜、安井賢一郎、

矢田たづ子、吉川善美、吉田　進、米山清司

遠藤正樹、川上　稔、岸　道三、高橋智也、藤永照隆、松山智弘、石橋弥生、

園山　薫、富田裕子、藤江美奈子、渡連真二、佐藤三鈴、浅田智子、井上喜代女、

島根大学大学生：岩田亜希子、片倉愛美、宮崎克美、村田理恵、山内英樹

遺物整理等　　飯囲陽子、石川桂子、鵜口令子、遠藤恭子、太田和子、小村睦子、河井栄子、

川谷真弓、永田節子、吹野初子、矢田愛子
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写真図版　団　次

平成5年度調査区

図版1－1I区検出遺構

－2　土器群1出土状況

－3　土器群5出土状況

図版2－1土器群5上位出土状況

－2　土器群5下位出土状況

－3　土器群7出土状況

図版3－1土器群7出土状況（近景）

－2　土器群7出土状況（近景）

－3　土器群9出土状況

図版4－1土器群9出土状況

－2　土器群9出土状況（近景）

－3　土器群10出土状況
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－2　土器群17出土状況

－3　土器群17出土状況（近景）

図版6－1土器群20出土状況

－2　土器群21出土状況

－3　Ⅲ区調査風景

図版7－1　SK32

－2　S K33

－3　S K38

図版8－1土器群18

－2　土器群18（近景）

－3　S D14・15

図版9－1　SKlO出土遺物
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図版22－1土器群6出土遺物（3）
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図版28－1土器群9出土遺物（10）
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図版35－1土器群14出土遺物（2）
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図版36－1土器群14出土遺物（4）
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図版37－1土器群15出土遺物（1）
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図版38－1土器群16出土遺物（3）

－2　土器群16出土遺物（4）

図版39－1土器群16出土遺物（5）

－2　土器群16出土遺物（6）

－3　土器群17出土遺物（1）

－4　土器群17出土遺物（2）

図版40－1土器群17出土遺物（3）

－2　土器群17出土遺物（4）

－3　土器群17出土遺物（5）

図版41－1土器群17出土遺物（6）

－2　土器群17出土遺物（7）

－3　土器群17出土遺物（8）

図版42－1土器群17出土遺物（9）

－2　土器群17出土遺物（10）

－3　土器群17出土遺物（11）

図版43－1土器群17出土遺物（12）

－2　土器群17出土遺物（13）

－3　土器群17出土遺物（14）

－4　土器群17出土遺物（15）

図版44－1　SKO5出土古銭

－2　SK32出土遺物

－3　SK33出土遺物（1）

－4　SK33出土遺物（2）



図版45－1SK33出土遺物（3）

－2　SK33出土遺物（4）

－3　SK34～37出土遺物

図版46－1SK38出土遺物（1）

－2　SK38出土遺物（2）

－3　SK38出土遺物（3）

－4　SK38出土遺物（4）

－5　SK39出土遺物（1）

－6　SK39出土遺物（2）

図版47－1　SK40出土遺物

－2　SK41～45出土遺物

図版48－1　SK44出土遺物

－2　SK48出土遺物

－3　SK46～48出土遺物

－4　SDO2出土古銭

－5　SDO2出土遺物

－6　SDll出土遣物

図版49－1SD14出土遺物（1）

－2　SD14出土遺物（2）

－3　SD14出土遺物（3）

図版50－1　SD13・14・16出土遺物

－2　土器群18出土遺物（1）

－3　土器群18出土遺物（2）

－4　土器群18出土遺物（3）

図版51－1土器群18出土遺物（4）

－2　土器群18出土遺物（5）

－3　土器群18出土遺物（6）

－4　土器群18出土遺物（7）

図版52－1土器群18出土遺物（8）

－2　土器群18出土遺物（9）

－3　土器群18出土遺物（10）

－4　土器群18出土遺物（11）

図版53－1I区遺構外出土遺物（1）

－2I区遺構外出土遺物（2）

図版54－1I区遺構外出土遺物（3）

図版54－2I区遺構外出土遺物（4）

－3I区遺構外出土遺物（5）

図版55－1I区遺構外出土遺物（6）

－2I区遺構外出土遺物（7）

－3I区遺構外出土遺物（8）

－4I区遺構外出土遺物（9）

図版56－1I区遺構外出土遺物（10）

－2I区遺構外出土遺物（11）

－3I区遺構外出土遺物（12）

図版57－1I区遺構外出土遣物（13）

－2I区遺構外出土遺物（14）

図版58－1I区遺構外出土遺物（15）

－2I区遺構外出土遺物（16）

－3I区遺構外出土遺物（17）

－4I区遺構外出土遺物（18）

図版59－1I区遺構外出土遺物（19）

－2I区遺構外出土遺物（20）

－3I区遺構外出土遺物（21）

図版60－1I区遺構外出土遺物（22）

－2I区遺構外出土遺物（23）

－3I区遺構外出土遺物（24）

図版61－1I区遺構外出土遺物（25）

－2I区遺構外出土遺物（26）

－3I区遺構外出土遺物（27）

図版62－1I区遺構外出土遺物（28）

－2I区遺構外出土遺物（29）

－3I区遺構外出土遺物（30）

図版63－1I区遺構外出土遺物（31）

－2I区遺構外出土遺物（32）

－3I区遺構外出土遺物（33）

－4I区遺構外出土遺物（34）

－5I区遺構外出土遺物（35）

図版64－1I区遺構外出土遺物（36）

図版65－1I区遺構外出土遺物（37）

－2I区遺構外出土遺物（38）



図版65－3I区遺構外出土遺物（39）

－4I区遺構外出土遺物（40）

－5I区遺構外出土遺物（41）

－6I区遺構外出土遺物（42）

図版66－1I区遺構外出土遺物（43）

－2I区遺構外出土遺物（44）

－3I区遺構外出土遺物（45）

－4I区遺構外出土遺物（46）

図版67－1I区遺構外出土遺物（47）

－2I区遺構外出土遺物（48）

－3I区遺構外出土遺物（49）

－4I区遺構外出土遺物（50）

図版68－1I区遺構外出土遺物（51）

－2I区遺構外出土遺物（52）

－3　I区遺構外出土古銭

－4I区遺構外出土遺物（53）

－5　土器群20出土遺物（1）

－6　土器群20・21出土遺物（2）

－7　土器群21出土遺物（3）

図版69－1土器群20出土遺物（4）

－2　土器群21出土遺物（5）

－3　H区遺構外出土遺物（1）

－4　H区遺構外出土遺物（2）

図版70－1H区遺構外出土遺物（3）

－2　H区遺構外出土遺物（4）

－3　H区遺構外出土遺物（5）

図版71－1Ⅲ区遺構外出土遺物（6）

－2　Ⅲ区遺構外出土遺物（7）

－3　H区遺構外出土遺物（8）
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－5II区遺構外出土遺物（10）

－6　H区遺構外出土遺物（11）

図版72－1II区遺構外出土遺物（12）

－2II区遺構外出土遺物（13）

－3　Ⅲ区遺構外出土遺物（14）

図版72－4II区遺構外出土遺物（15）

－5II区遺構外出土古銭

－6　白枝荒神遺跡出土古銭一括

平成6年度調査区

図版73－1調査風景（南西から）

－2　SKOl検出状況（北西から）

－3　SKOl完掘状況（北西から）

図版74－1SKO2検出状況（北西から）

－2　SKO3・04，SDO4・06検出状況

（南東から）

－3　SKO2，SDOl～03完掘状況

（北東から）

図版75－1第3層出土弥生土器

－2　第3層出土弥生土器

－3　第3層出土須恵器，第2層・

第3層出土石器
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図版76－1調査風景（南西から）
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－2　P7～13完掘状況（南東から）
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－2　土層堆積状況（西から）

－3　出土弥生土器
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図版79－1遺構完掘状況全景（北東から）
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図版80－1SKOl・02完掘状況（北西から）

一2　SKO4～09配置状況（南から）

－3　SKO4遺物出土状況（北西から）



図版81－1SKO4完掘状況（北西から）

－2　SKO5検出状況（南東から）

－3　SKO5完掘状況（東から）

図版82－1SKO7検出状況（南西から）

一2　SKO7遺物出土状況（南西から）

－3　SKO7完掘状況（南西から）

図版83－1SKO8調査状況（東から）

－2　SKO9完掘状況（南から）
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図版87－1遺構外出土弥生土器
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図版89－1調査風景（南西から）
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図版90－1SKOl完掘状況（南から）
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－3　SKO2遺物出土状況（北東から）

図版91－1　SKO2遺物出土状況近景
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－2　SXO2検出状況（南西から）

－3　SXO2遺物出土状況（北東から）

図版92－1P3土層堆積状況（東から）

図版92－2　P3遺物出土状況（南西から）
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図版93－1SDOl・02検出状況（南東から）

－2　SDO卜02完掘状況（南東から）

図版94－1SDO4～06検出状況（南東から）

－2　SDO4～06完掘状況（南東から）

－3　弥生土器出土状況（南西から）

図版95－1SKOl・02出土弥生土器，SKO2
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－2　SKO2出土弥生土器
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図版96－1　SKO3出土弥生土器

－2　SXO2出土弥生土器
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－2　遺構外出土須恵器

－3　遺構外出土石器

図版100－1遺構外出土分銅形土製品

－2　出雲市内出土分銅形土製品



第且章　位　置　と　環　境

白枝荒神遺跡は出雲市街地の北西4．5bnに所在する。出雲平野のほぼ中央やや北寄りの微高地上に

占地している。南を中国山地、北を島根半島に挟まれた出雲平野は、中国山地から北流してきた斐伊

川・神戸川の沖積作用により形成された平野である。斐伊川は出雲平野で東に流れを変え宍道湖に注

ぎ、神戸川は西流し日本海に注いでいる。出雲平野が現在のような景観になったのは江戸時代以降で、

それ以前は異なった景観であった。奈良時代に編纂された『出雲国風土記』によると、出雲平野西部

には、周囲が約18kmに及ぶ「神門水海」という潟湖が存在していたことが記載されており、広範囲

を汽水域が占め、斐伊川・神戸川はともに出雲平野で西流しそれに注いでいたようである。「神門水海」

は後の両河川の沖積作用により縮小し、現在では神西湖としてその姿を残している。弥生時代の入り

海が若干縮小して後の「神門水海」になったと考えられるため、白枝荒神遺跡はその汀線付近の遺跡

と考えられる。弥生時代のこの地は、日本海に開けた入り海とともに広大な平野からの恩恵により、

生活や生業を営むうえでは適地であったことが推測される。

縄文時代前半期は、出雲平野から宍道湖の一帯は西の日本海へ開いた古宍道湖湾であったため、人

が生活する場となり得なかった。したがって、遺跡の存在する箇所は出雲砂丘や北山山麓に限定され、

縄文時代早期末の遺跡として、現在は、上長浜貝塚、菱根遺跡が確認されているのにとどまる。

縄文時代後・晩期には、平野もある程度安定してきたのであろうか、若干の人の進出が矢野遺跡に

みられる。この時期の平野縁辺の遺跡としては大社境内遺跡、三田谷遺跡が挙げられる。

弥生時代までには、中国山地から拡張してきた出雲平野は島根半島まで達していたと考えられるが、

まだ、目立った平野部への人の進出はみられない。弥生時代前期の遺跡として平野部の矢野遺跡に加

え、縁辺部で原山遺跡が出現するにとどまる。しかし、弥生時代中期になると出雲平野は稲作を行う

うえで適地になったとみられ、遺跡の数は飛躍的に増加する。日枝荒神遺跡もこの過程で出現した遺

跡と考えられる。また、入り海周辺に天神遺跡、正蓬寺周辺遺跡、古志本郷遺跡などの大規模な環濠

集落が出現する。この時期は他地域との交流が盛んに行われていたとみられ、白枝荒神遺跡、矢野遺

跡、正蓬寺周辺遺跡からは吉備系の土器が出土している。これらの遺跡を背景に弥生時代後期にはこの

地の首長を葬ったと思われる四隅突出型墳丘墓の西谷3号墓をはじめ西谷墳墓群が築造されるに至る。

西谷墳墓群の出現で栄華を迎えるかと思われた出雲平野であるが、古墳時代前期後半から中期まで

の良好な遺跡は現在確認されていない。前期後半の古墳としては島根半島の大寺古墳、神西湖沿岸の

山地古墳が挙げられ、中期の古墳としては北光寺古墳が知られるのみである。後期後半には古墳の数

はにわかに増える。島根県内では最大級の石室を有する今市大念寺古墳、上塩冶築山古墳を筆頭に多

くの古墳が築造され、横穴式石室が盛行し、上塩冶横穴墓群に代表される横穴墓が飛躍的に増える。

奈良時代にはいると、733年に『出雲国風土記』が編纂されており、出雲平野については比較的詳

細に知ることができる。白枝荒神遺跡付近は「神門郡入野郷」に比定される。白枝荒神遺跡ではこの

時代の遺構は後世の耕作などにより削平されているが、若干の須恵器や土師器は検出されている。北

東2．5kmの小山遺跡からは平成6年度の出雲市教育委員会による発掘調査で墨書土器などが出土し、

付近に「入野郷」の中心的施設があったことを窺わせている。
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1．白根荒神遺跡　2．矢野遺跡　3．小山遺跡　4．大塚遺跡　5．姫原西遺跡　6．山持川川岸遺跡　7．大寺古墳　8．出雲大社境内遺跡

9．菱根遺跡10．原山遺跡11．馬見蜂跡12．上長浜貝塚13．山地古墳（消滅）14．北光寺古墳15，神門横穴墓群

16．知井宮多聞院遺跡17．正蓮寺周辺遺跡18．古志本郷追跡19．田畑遺跡　20．宝塚古墳　21．妙蓮寺山古墳
22．放レ山古墳　23．天神遺跡　24．神門寺境内廃寺　25．今市大念寺古墳　26．上塩冶築山古墳　27．地蔵山古墳　28．小坂古墳

29三田谷遺跡　30．上塩冶横穴墓群　31．西谷墳墓群

第1図　白枝荒神遺跡と周辺の主要遺跡
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第2章　調　査　の　概　要

日枝荒神遺跡は、1938年の圃場整備の際地元の郷土史家新宮一世紀氏によって発見され、白枝荒

神屋敷遺跡と呼ばれ、弥生時代の遺物散布地として知られていた。その後、出雲平野集落遺跡研究会

の分布調査においても、弥生時代後期の嚢の日録部が確認されていた。この遺跡のほぼ中央を東西に

横断する形で市道松寄下小山線が延びていたが、交通量の増加に伴い道路幅員の狭さが問題となって

いた。出雲市道路河川課はこの間題に対処するため道路改良工事を計画し、出雲市教育委員会と協議

の結果、平成5年度に発掘調査を実施するに至った。

発掘調査は平成5年度から平成8年度にかけて断続的に実施され、市道改良工事という性格上、日枝

荒神遺跡の東端から西端までの270m間にわたり、細長いトレンチを入れる形となった。

平成5年度調査では、1000r正の調査地からコンテナ80箱という多量の土器が出土し、なかでも、

出土例が全国的にも少ない魚の線刻弥生土器片の出土があり、注目を集めた。調査地以西の工事予定

地の試掘調査の結果、約100mにわたり遺跡の広がりが確認されたため、平成6年度には、平成5年

度調査地より西へ80m離れた自校荒神遺跡の西端にあたる300I正について調査を実施し、溝状遺構、

土坑などの遺構が確認され、弥生土器片、須恵器片などコンテナ1箱程度の遺物が出土した。また、

平成5年度調査地と平成6年度調査地の間に位置し、当時まだ民家があったため未調査であった900

扉のうち600nfを平成7年度調査として実施しており、弥生土器片などがコンテナ6箱出土した。残

りの300m子の調査を平成8年度に実施し、弥生土器片などがコンテナ8箱出土した。

平成5年度調査は、平成5年6月1日から平成5年11月30日まで実施した。調査地は市道により

南北に二分されており、南側をI区、北側をⅡ区と命名した。それぞれの長軸方向に中心線を設け、

その線を基準として5mグリッドを設定し、北側をAグリッド、南側をBグリッドとし、西から1、

2、3、とグリッド番号を付した。このため各グリッドはI区Alグリッド、Ⅱ区B2グリッドなど

と呼称される。調査地は水田として使用されていたため、耕作土を重機により除去しその下位から手

掘りにより掘り下げた。掘削は上層から堆積土層ごとに1層ずつ剥ぎ取り、各層上面で精査を行い遺

構の確認に努めた。

平成6年度調査は、平成6年12月1日から平成6年12月28日まで実施した。調査地は日枝荒神遺

跡の西端にあたる、東西25mX南北12mの区間である。東西軸に平行にA、B、Cラインを4m間隔

で設け、南北軸に平行に4m間隔に西から順次第1ラインから第7ラインを設定し、直交点をそれぞ

れ、Al、B2などと呼称し、その南東のグリッド名とした。この調査地も水田として利用されてお

り、約40cm程度の耕作土を重機により除去し、その下位から手堀により掘削し、堆積土層ごとに精

査を行い遺構の検出に努めた。

平成7年度調査は、平成7年11月2日から平成8年3月8日まで実施した。調査地は平成5年度調

査地の西端から西へ50mまでの区間である。調査地を調査後埋め戻す必要があったため、東西50

mx南北12mの調査地の東側23m区間を1区、西側27m区間を2区とし、一方調査時に他方を調査

で生ずる排土の仮置き場とした。調査地の長軸方向に中心線Bラインを設け、5m間隔で平行に北に

Cライン、南にAラインを想定し、また、南北軸に平行して調査地東端から5m間隔で第1ラインか
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ら順次設定し、直交点をAl、B2

などと呼び、その北西のグリッド名

とした。この調査地は、宅地として

利用されていたため、約60cmの造

成土を重機により除去し、その下

位から手堀による掘削を行い、堆

積土層ごとに精査を実施した。調

査地の南壁に沿って1区、2区そ

れぞれ3ヶ所で採掘を行い、標高

60cmあたりで、旧神戸川の沖積

作用による石英安山岩の砂層の上

面を確認した。

平成8年度調査は、平成8年6

月11日から平成8年8月8日ま

で実施した。調査地は平成7年度

調査地と平成6年度調査地の間の

区間であり、東西30mX南北12

mを測る。当初平成7年度調査予

定であったが民家の立ち退きが遅

れたため、平成7年度に調査が繰

り越された。グリッドの設定につ

いては、平成7年度調査のBライ

ンを基準にして同様にグリッドを

設定した。よって南北ラインは平

成7年度調査と通し番号になって

いる。この調査地も宅地であった

ため、約80cmの造成土を重機に

より掘削し、その下位より手堀に

より調査を実施した。また、調査

地南壁に沿って1ヶ所採掘を標高

120cmまで行ったが、周囲が崩

壊したためそれ以上の掘削は不可

能になり、旧神戸川の沖積作用に

よる石英安山岩の砂層の確認には

至らなかった。

第2図　調査区配置図
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節3苛　平成5年度調査

『。平成5年度調査の概要

平成5年度の調査区間は現在田圃地である。またこの近辺は周囲と比べると標高が微妙に高位置を

占めているため当遺跡の該当時期以降かなり削平されているので、耕作土から遺構確認面までわずか

20cmである。そのため遺構確認面も当時より削平されていると思われるので、遺構の最大径及び最

大深さは不確実であることを明記し、各々の計測値は現存状況としておく。

当概地は、自然堤防である微高地と低湿地が交互に現れる地形を里し、I区の西端から東約13m付

近で砂質土の地山が東へ傾斜して落ち込み粘質土の低湿地となる。Ⅱ区西端でその地山が傾斜し上り、

そのまま東方向へ安定した砂質土の地山が続くが、再びⅡ区東11m付近から傾斜し落ち込んでいく。

しかしⅡ区東端付近で粘土の下に地山らしき砂質土を確認できたので再び微高地へと傾斜していくよ

うである。今回確認した2ヶ所の低湿地は旧河川跡ゐ可能性もある。

I・Ⅱ区共にこの微高地上の安定した地山の上に弥生時代中期から古墳時代初頭の土坑、溝状遺構

などの遺構を築いている。またⅡ区東では低湿地が埋没しある程度安定するとそこにも遺構を築いて

いる。そこでは、近世の遺構が検出された。

またI区とⅡ区西端の粘質土の低湿地は、弥生時代中期から古墳時代初頭の土器捨て場と思われる

ような土器の集中出土箇所が多数検出され、それぞれ土器群として扱った。

またⅡ区西A・B－4グリッド内で検出した溝は、数十年前まで小河川として利用されていたもので

あり、当然弥生時代などの遺構は破壊されている。Ⅱ区西AlOグリッド内にも後世に掘り込まれたと

思われる撹乱溝があり、弥生土器小片が廃棄されたように多数出土しているので、Ⅱ区西と東の境に

ある現在の用水路の初代を掘削した時に掘り込まれ廃棄されたものではないかと思われる。

当概地の座標は、表1に示してある。

表1吾杭上の座標一覧表

杭番号 Ⅹ Y

I

区

B l －70 0 42．292 5 18 1 0．374

B　5 －70 0 3上067 5 18 2 6．93 5

B　9 －70 0 19．84 7 5 18 4 3．48 7

－5－

杭番号 Ⅹ Y

Ⅲ

区

B l －700 0 5．30 2 5 1 84 6．93 3

B　6 －69 9 9 0．65 5 5 18 6 8．22 5

B 1 2 －699 7 3．60 4 5 18 19 2．92 3

B 1 9 ‘69 9 5 3．72 0 5 19 2 1．72 4



＋

SKlO

第3図I区遺構配置図（S＝1／80）
1
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第4図I区土層断面図（S＝1／40）

1．褐色粘質土
2廿黒褐色砂質土
3単音灰色粘質土
4．暗褐色砂質土
5．明黄褐色砂質土

6．茶褐色砂質土

7。暗黄褐色砂質土
8．暗褐色砂質土
9。明黄褐色砂質土
10。暗灰色粘質土
1上灰色砂
12E黒褐色砂質土

13．暗褐色粘質土
14．黒褐色砂質土
15．暗青灰色砂
16日時青灰色粘質土
17。青灰色粘土
18月青灰色砂質土
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9　　　　　9　　　　　　　9　　　　　8　　9

第6図II区西土層断面図（S＝1／40）

1．褐色粘質土
2．暗褐色砂質土
3．暗灰褐色砂質土
4．暗褐色粘質土
5．暗褐色砂質土

6．暗青灰色砂質土
7．黒灰色砂質土
8．灰褐色粘質土
9．黄褐色砂質土
18．褐色砂
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L＝3．OmiB14

．1ニニー一一一一

1

L＝2．6m　二二＝

！B16　　2

1．褐色粘質土
2Ⅰ暗褐色砂質土
3．時灰褐色砂質土
4．暗褐色粘質土
5．暗褐色砂質土
10．青灰色粘質土
11．明灰色砂

2m

12．時青灰色粘質土
13．灰色砂質土
14．時灰色粘土
15．暗褐色粘質土
16．青灰色粘質土
17．暗褐色粘土
18，青灰色砂
19．青灰色砂

－17～18－
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第7図II区東土層断面図（S＝瑠／40）
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2。五匹検出遺構及び出土遺物

I区からは、低湿地から土器群として捉えた遺物集中箇所以外、大きく7層と9層を、一部8層を

掘り込み面とした土坑、溝状遺構、柱穴跡などが検出された。

出土遺物は、図化しうるものを図化したので他にも同時期の破片が出土している註1。

土坑

I区内では土坑を24基検出した。

Slく01（第8図）

B2グリッド内より検出した土坑である。大部

分が調査区外へと延びており形態及び規模は不明

である。

出土遺物は弥生土器片が主であるが、素焼きの小

片、唐津焼きと思われる小片が1点ずつ出土して

いるため近世以降のものであろう。

0　　　　　　　0．5m

「－　t　－】i

第8図　SKOl実測図（S＝1／30）

SIく09（第9図）

Blグリッド内より検出した。長辺140cm、短辺50cmの長

方形の土坑である。深さは50cmと浅く性格は不明である。

出土遺物は弥生土器片と須恵器の小片が1点出土しているの

で、弥生期よりは新しいと思われる。

SKlO（第10011図）

Alグリッド内より検出した。SD04に切られ調査区外に延

びているため規模は不明であるが現状では長辺215cm、短辺1

14cm以上、深さ38cmで、長軸がN－750－W方向の長楕円

形と思われる土坑である。後述するがミニチュア土器が出土し

ているので土墳墓の可能性がある。

01．黒褐色砂質土0．5m
「ココ　trr」

第9図　SKO9実測図

（S＝1／30）

註1各遺構からは後世の混入品、または該当遺構より古い遺構及び包含層からの逆の混入品などが

含まれているが、出土状況、混入度合いなどより、何が混入品であるのかを判断した。混入品は図示

する場がないので、取り上げた遺構での出土品として図示した。
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1～3は弥生嚢目線部である。1は頚部から

「く」の字に屈曲し口緑部は矩形の端部が上下

に肥厚し始めたものである。2は口綾部がでっ

ぷりとし沈線文を8条施したものである。3は

極薄手の複合口緑をもつものである。4は器高

約7cmのミニチュアの弥生嚢で、3を踏襲した

ものである。かなり胴張りで胴部最大径以上に

列点文及び平行沈線文が施されている。5は高

杯の脚裾部である。5条の凹線文が施され、端

部はわずかにそり上がり平坦面をもっている。

6は凝灰岩製の多角形の砥石である。約14面あ

りそれぞれの面は丁寧に研磨されており単なる

砥石ではないかもしれない。

10cm

jlニー】，i　　　　　　＿」

選

第11図　SKlO出土遺物実測図（S＝1／3）

SK H（第12匿け

Blグリッド内より検出した。土層断面図より観察すると2基の土坑が重複し北側が南側を切った

状況である。北側は径55×60cm、深さ17cm、南側は径45×65cm、深さ20cmで2基を合わせ

た長さは100cmを測る。出土遺物なし。

Siく12（第12013回）

Blグリッド内より検出した。径50×38cmで深さ13cmの楕円形の土坑である。性格は不明。

1・2は弥生土器である。1は頚部に指頭庄痕文帯の残った破片である。2は平底の底部で内外面

ともミガキ調整である。
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馴く13（第120頂3図）

A2グリッド内より検出した。径54×46cmで深さ13cmのほぼ円形の土坑である。SK12と規

模が近似しているが出土土器の時期に差があり、同系統のものと判断しがたい。

3・4は弥生土器である。3は器壁が厚手の時期の複合口緑の嚢である。口綾部には浅い沈線が施

されている。4は壷または嚢の注口部である。淡黄褐色を里し注目部先端が薄作りのため胴部は薄手

のものと思われる。

Slく摘（第1。用図）

A2グリッド内より検出した。径95×60cmで深さ20cmの楕円形の土坑である。

5～8は弥生土器である。5は厚手の口緑部に沈線がみえる。6・7は共に薄手の複合口緑の嚢の一

部である。8は平底の底部である。底部外面には板目が残っている。調整は内外面ともミガキである。

Slく15（第12。13回）

A2グリッド内より検出した。調査区外へ延びているが現状で径97×38cm以上、深さ25cmの長

楕円形の土坑である。

9～11は弥生土器である。9は複合口緑になり始めの断面「T」字状の口緑部で3条の凹線文が施

されている。10は薄手の複合口緑葉の日録部である。11は低脚杯である。胎土から古てのものと思

われる。

馴く16（第12図）

A2グリッド内より検出した。長軸90cm、短軸44cmの細身で深さ6～14cmの楕円形の土坑であ

る。中央の小さな落ち込みは土層断面図より後世の撹乱であるかもしれない。

弥生土器が数点出土したのみである。

SK18（第相。相国）

B2グリッド内より検出した。サブトレンチのために北側を削ってしまったが径60cm以上×68

cm、深さ16cmの楕円形の土坑である。

12は弥生土器のしっかりした上げ底の底部である。13・14は石製品である。13は凝灰岩製の片

面に研磨のちほぼ同方向に多くの刃痕をつけた石器で、のちには右側緑に両面からの剥離痕が認めら

れる。砥石の一種であろう。14は凝灰岩製の砥石で全面使用している。

Slく’19（第120Ⅲ図）

B2グリッド内より検出した。径98×83cm、深さ30cmの楕円形の土坑である。

1～4は弥生土器である。1は口綾部が上に肥厚し3条のなりそこないの凹線文が施してある嚢の

口緑部である。2は薄手の複合口緑葉の口綾部である。口緑部外面には煤の付着が観察される。3は

高杯の杯部である。立ち上がり直線的で端部をわずかに内側におさめている。胎土は在地の弥生土で

ある。4は鼓形器台の受部である。内面はミガキ調整されている。

－21－



1．暗褐色砂質土
2．時黄褐色砂質土

1．暗褐色砂質土
2．暗灰褐色砂質土
3．時黄褐色砂質土

SK21

1．黒褐色砂質土

1．暗褐色砂質土
2．時黄褐色砂質土
3．暗灰褐色砂質土
4．黄褐色砂質土

1．黒褐色砂質土
2．暗黄褐色砂質土
3．暗茶褐色砂質土

－A′　4．黒褐色砂質土
5．明黄褐色砂質土

SK15

SKl

SK12

二一千一二

1．黒褐色砂質土
2．暗黄褐色砂質土
3．暗褐色砂質土
4．明黄褐色砂質土
5．褐色砂質土

／

G

1．暗褐色砂質土
2．明黄褐色砂質土
3．褐色砂質土
4．暗黄褐色砂質土
5．黄褐色砂質土

1．暗褐色砂質土
2．時黄褐色砂質土
3．黄褐色砂質土

1．暗褐色砂質土
2．時黄褐色砂質土

1．暗褐色砂質土
2．褐色砂質土

SK16

1．黒褐色砂質土
2．暗黄褐色砂質土
3．黒褐色土
4．明黄褐色砂質土

1m

ヒ二王二二＿し．」〕」＿＿＿＿し‥‖＿日．＿　　」

第12図　SKll～16、18、19、21～24実測図（S＝1／30）
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第13図　SK12（1・2）、13（3・4）、14（5～8）、15（9～11）、18（12～14）出土遺物実測図（S＝1／3）
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第14回　SK19（1～4）、22（5～9）、24（10）出土遺物実測図（S＝1／3）

SK引（第12回）

B2グリッド内より検出した。SKOlに切られて詳細は不明であるが、径40×30cm以上、深さ

3cmの楕円形の土坑である。出土遺物なし。

Siく22（第柑0Ⅲ図）

B3グリッド内より検出した。SDOlに切られておりSDOl検出後に確認した。径120×80cm、

深さ15cmの長楕円形の土坑である。

5～9は弥生土器である。5は口緑端部が断面矩形からわずかに肥厚を意識し始めた段階の嚢の口

緑部である。6・7は5の段階から口緑端部を上に肥厚させた嚢の目線部である。8・9は平底の底

部である。8は底部から胴部へシャープな立ち上がりをみせるが、9は胎土に1～2mm大の砂粒子を

－24－



多く含み、内面は荒い調整が施してあり、外面の立ち上がりも鈍い感じである。

Slく23（第12図）

B3グリッド内より検出した。径90×75cmで、深さ10cmの楕円形の土坑である。出土遺物なし。

Slく24（第は。摘図）

B3グリッド内より検出した。径60×52。mで深さ12。mの楕円形の土坑である。SK23と遺構

の規模・形態が酷似しているので同じ性格を有すると思われる。

10は弥生土器。口緑端部を上下に肥厚させた断面「T」の字状の嚢の口緑部で、3条の凹線状の沈

線を施している。

Slく17（第15～17図）

B2グリッド内より検出した。径98×80cm、深さ22cmの楕円形の土坑である。中央の落ち込ん

だ部分に土器が集中して出土している。

1～8は弥生土器である。1～3は嚢で、1・2とも頚部が「く」の字状に曲がり、1は端部を丸

くおさめ、2は端部わずかに肥厚気味の口緑部である。3は倒卵形の薄手複合口緑葉で突出部は横に

突出し端部は外方向に引きのばし折り曲げている。底部はわずかに平底の痕跡をとどめる。肩部には

平行沈線文、波状文が施してある。外面には煤の付着がかなりみられ特に胴の張り出し部分によくみ

0　　　　　　　　　　　0．5m

i　－＿＿…＿一　一．上＿」

第15図　SK17実測図（S＝1／20）
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0　　　　　　　　　　　0．5m」
第16図　SK17遺物出土状況図（S＝1／20）



られる。4は平底の底部である。5～8は鼓形器台である。薄手で筒部がかなり縮約され受部と脚部

も器高が短くなりつつあるタイプである。6は受部、7・8は脚裾部である。

壷塾S

0　　　　　　　　　　　　　　10cm
L†rr一　丁一・一1　＿二一一二一一一　一一＝l

第17図　SK17出土遺物実測図（S＝1／3）

SK20（第18019図）

B2グリッド内より検出した。SKOl・19に切られている。南北180cm以上、東西210cmで、

南側調査区外へ溝状遺構のように延びているが一応不整形の土坑としておく。

1～4は弥生土器である。1は口緑部が上下に肥厚し凹線状の段を外面に施した嚢の口綾部である。

2は内面頚部までケズリ調整が施してあるので、薄手の複合口緑葉の肩部と思われる。3は平底の底

部である。底面にナデ調整時の布痕が観察される。4は水平口緑をもつ高杯の口緑部破片である。外

縁端部はわずかに垂下し、折曲部の上端は突出部をつくっている。
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0　　　　　　　0．5m

1．暗褐色砂質土　　　ヒココ二二二工∃

第18図　SK20実測図（S＝1／30）

千l二
0　　　　　　　　　　　　　　10cm

ヒ］一一l　＿＿－＿　－l　　＿　　　」

第19図　SK20出土遺物実測図（S＝1／3）

SK25（第20図）

B3グリッド内より検出した。調査区外へ延びているが現状で径62×17cm以上、深さ24cmの楕

円形の土坑である。

弥生土器片が数点出土しているのみである。

SK26（第20021図）

B3グリッド内より検出した。径94×63cmで深さ12cmの楕円形の土坑である。

1・2は弥生土器の嚢の口緑部である。1は口緑端部がわずかに上下に肥厚したもの、2は頚部か

ら膨らみをもち端部は上に肥厚させたものである。ともに口緑部面に1条の沈線文が施されている。

1．暗褐色砂質土

2．時黄褐色砂質土

1．暗褐色砂質土

2．暗黄褐色砂質土

0

－B′

1．暗褐色砂質土

2．黄褐色砂質土

第20図　SK25、26、28、31実測図（S＝1／30）
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1．暗褐色砂質土

2．暗黄褐色砂質土

1m



SKm（第20022回）

B4グリッド内より検出

した。径40cm、深さ14cm

でほぼ円形の土坑である。

1～3は弥生土器であ

る。1は胴部破片で連続

の列点文を施している。

2は平底の底部破片であ

る。3は高杯の脚裾部で

ある。端部は肥厚して面

をもち、脚部には何条も

の凹線文を施す。

10cm
1　　　　　　　t　…＿＿　　　＿…」

第2咽　SK26出土遺物実測図（S＝1／3）

SK引（第20回）

B4グリッド内より検出した。径35cm、深さ18cmでほ

ぼ円形の土坑である。I区内では最小規模の土坑である。断

面も逆三角形で他のものとは違い、あるいは柱穴であるかも

しれない。しかし付近に同様な遺構が存在しないので詳細は

不明である。

出土遺物は、弥生土器数点のみであった。
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0　　　　　　　　　　　　　　10cm
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第22図　SK28出土遺物実測図（S＝1／3）

＼、、ヽ＼＼b㍉、

馴く27（第230錮囲）

B4グリッド内より検出した。サブトレンチを入れたため北側を壊し

てしまい原形は不明であるが、径75×100cm以上で深さ20cmの楕円

形の土坑である。　　　　　　　　　　　　　　あ

SK27の北側には、SK27を検出したのちに検出した土器群3があ

る。この土器群3は弥生中期の土器群であるが弥生終末期の土器が数点

出土しており、これらは弥生終末期であるこのSK27のものである可

能性が高い。またその道にSK27には土器群3と同じ弥生中期の土器

が混入しておりまた特徴的な胎土である赤褐色の50－1（広口壷）の

0　　　　　　　0．5m

i　一　一l＿＿＿＿」」

第23図　SK27実測図
（S＝1／30）

同一個体と思われる破片が出土しているので、この2基内出土の遺物は

交互に混入していると思われる。

1・2・12・13は弥生中期の土器で、それ以外は弥生土器から古式土師器へと移り変わった土器

である。1は口綾部をわずかに肥厚させたもの、2はもう少し口緑部がのびて複合口緑化しつつある

段階のものである。3～10は器壁の薄い複合口緑の嚢である。3・4は口緑端部をまっすぐに引きの

ばし、突出部はまだ出ない。5～8は端部を丸くおさめたり、わずかに外へ折り平坦面をつくってい

－28－
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第24図　SK27出土遺物実測図（S＝1／3）
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る。また突出部も意識して横へ出し始める。9・10は端部を肥厚させ平坦面をつくり、突出部も強く

横へ引きだす。12はしっかりした平底の底部である。13は無頚の鉢で、端部に平坦面をつくり胴部

には多条の凹線文を施す。14～17は高杯である。接合方法は、14は脚部を絞って杯部の底部に貼

り付け、他は円盤充填法である。18・19は、器壁の薄い鼓形器台の脚部である。

Slく29（第25026図）

B4グリッド内より検出した。SK30に一部を切られているが、長辺125cm、短辺90cm、深さ21

cmの不整形な長方形の土坑である。

1～6は弥生土器である。1～3は壷で、ともに複合口緑化し厚手で端部をわずかに肥厚させ丸ぼ

ったくし突出部を下に引き出している。4・5は嚢で5は前記の壷の同系統のものである。4は目線

端部をわずかに肥厚させた面に2条の沈線を施し、列点文を胴部最大径に施している。6はしっかり

した平底の底部である。また図化していないが黒曜石の剥片が1点出土している。

1．暗褐色砂質土
2．時灰褐色砂質土
3．暗黄褐色砂質土
4．時青灰色砂質土

0．5m

仁T　一　一　T－」

第25図　SK29実測図（S＝1／30）
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第26図　SK29出土遺物実測図（S＝1／3）
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Slく30（第27～29図）

B4グリッド内より検出した。調査区

外へと延びるが、現状では径100×120

cm以上、深さ15cmで不整形の土坑であ

る。

1～13は弥生土器・である。1・2は

大型の複合口緑を有する壷で、口緑端部

は水平の平坦面をもち突出部はわずかに

横へ出る。口綾部及び頚部には多条の洗

練が施され、2は頚部の沈線の下に「ノ」

の字の連続刺突文が施され、その下にも

多条の沈線が施されている。1・2とも

酷似しているが細部で相違が認められる

ので別個体とした。3～7は嚢である。

3は口緑部が上下に肥厚しつくった面に

2条の沈線を施す。4は更に厚ぼったく

なった頚部からロ緑部を上下に肥厚し複

合口緑化したもので内面頚部以下はケズ

リ調整である。5は複合口緑の厚ぼった

いタイプである。内面頚部以下のケズリ

は強く入り器壁を薄くつくっている。ま

た内面口緑部は丁寧なナデ調整である。

6・7は薄手の複合口緑の賓でロ緑端部

は引きのばし、突出部はあまり出ない。

7は6の範噂であろう。8～10は底部

である。それぞれ平底で、外面に縦方向

のミガキ調整が顕著である。11は一応

鉢としておく。分厚いつくりで内外面と

も調整が荒く、日常的な食器類ではなく、

何か生産に関わる容器ではないかと思わ

れる。12・13は高杯で、12は脚裾部

が平坦面を有し上向きに反り脚部に8条

の強い沈線を施す。

」」＿＿」⊥＿＿」」

第27図　SK30実測図（S＝1／20）

第28図　SK30遺物出土状況図（S＝1／20）
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第29図　SK30出土遺物実測図（S＝1／3）
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満状遺構

I区内では溝状遺構を8条検出した。

SmOl（第30回）

3グリッド内より検出した。幅25～30cm、

深さ7cmでN－200－Wの方向に延びている。

覆土は褐色粘質土で耕作土からの落ち込み状を

呈している。

出土遺物は弥生土器が中心であるが、中期か

ら終末期の土器が混合しているのと、直下にS

K22を検出しているので弥生期の遺構を破壊

しており、これらの弥生土器はすべて混入品で

ある。他に灰橙褐色の胎土緻密な土師器・の小片

と黒曜石の砕片が1点ずつ出土している。

SP04（第31032国）

1グリッド内より検出した。幅18～45cm

以上、深さ5cmでN－430－Wの方向に延び

ている。南では二股に分かれ西側のものは収束

したような状況を呈している。

1は須恵器の蓋杯の杯身である。小ぶりでか

えりが長めの小破片である。この他、弥生中期

から終末期の土器・が出土しているが、これらは

下層の包含層からの混入であろう。

0　　　　　　　　5cm

l　一　一　1　－　－1

第31図　SDO4出土遺物実測図（S＝1／3）

第30図　SDOl実測図（平面図S＝l／40、土層断面図S＝l／20）

SmO5（第33回）

Blグリッド内より検出した。幅5cm、深さ4cmでN－380－Wの方向に延びている。Alグリッ

ド内では、浅いために掘り下げてしまい検出できなかったので詳細は不明である。出土遺物なし。
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第32回　SDO4実測図（平面図S＝l／40、土層断面図S＝l／20）

0　　　　　　　　　　　1m

1．時黄褐色砂質土
2．黒褐色砂質土
－A′

50cm
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第33図　SDO5実測図

平面図S＝1／40
土層断面図S＝1／20

SD O6（第34036

回）

B2グリッド内で検出

した。S KlOとS D

O7・08に切られてい

る掘り込みがあるので、

あるがままに検出する

と図のような検出状況

となった。幅10～45

cm以上、深さ3～13

cmでN－200－Eの方

向に延び屈曲してW－

40－Sの方向に延びて

いる。B2グリッド内

では、浅いために掘り

下げてしまい立ち上が

りを検出できなかった。

1～23は弥生土器で

ある。1は口緑部がわ

ずかに肥厚し面をもち

頚部の短い短頸壷である。2・3は頚部が「く」の字状に屈曲し口緑部がわずかに肥厚した嚢である。

3は指頭庄痕文帯がめぐっているが、この段階から出現する文様である。4・5は目線端部が上下に

肥厚しできた面に沈線及び凹線文を施す。6～10は口綾部が突出部をつくって上に肥厚し複合日録と

ー34－



第34図　SDO6実測図（平面図S＝l／40、土層断面図S＝l／20）

なった嚢である。端部を肥厚させて丸くおさめ数条の沈線または凹線文を施す。この段階から内面頚

部以下はケズリ調整（ケズリっぱなし）となる。11～13は薄手の複合口緑の嚢で端部を引きのばし、

突出部は横あるいは斜め下方へ引き出す。13のように内面口緑部を強いナデにより沈線状にするもの

もある。15～17は底部破片でともに平底で内面にケズリ調整を用いている。18～20は高杯の杯部

片である。18は体部とロ緑部境に段の名残りで屈曲させているが、19になると一段と屈曲も残らな

くなる。21・22は薄手の鼓形器台で、特に22は小ぶりのものである。23は一応低脚杯としておく

が、台付の脚である可能性も考慮しておきたい。

SmO7（第35図）

Alグリッド内で検出した。調査区外へ延びるが、幅4～6cmでN－400

－Wの方向に延びている。SD05と規模も方角も似ているので何らかの関

連があると思われる。出土遺物なし。

ー35－
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第36図　SDO6出土遺物実測図（S＝1／3）
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0　　　　　　　5cm
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第37図　SDO8出土遺物実測図（S＝1／3）

SDO8（第37038回）

2グリッド内で検出した。調査区外へ延びる

が、幅10～21cm、深さ12cmでN－350－

Wの方向に延びている。SD O5・07とほぼ

平行する。

1は弥生土器の複合口緑の嚢である。本来な

ら薄手のものとなるはずだが、口緑部は薄手で

も頚部以下は薄手にするためのケズリ調整では

ない。他に弥生中期から終末の土器破片及び須

恵器片1点、黒曜石・玉髄の砕片が出土してい

る。

＿＿一一一一「十

0　　　　　　　　　　　1m

ト一丁一一一心

1．暗褐色砂質土

2．時黄褐色砂質土

0　　　　　　　　　　　0．5m

仁一…一一一　rrr」

第39図　SDO9実測図
（平面図S＝1／40、土層断面図S＝1／20）

－　A′

0 0．5m」
第38図　SDO8実測図

（平面図S＝1／40、土層断面図S＝1／20）

SDO9（第39回）

B3グリッド内で検出した。SDOlに切られている。

調査区外へ延びる方向と西側は不明になるが、幅10

cm、深さ6cmでN－650－Wの方向に延びている。

ー37－



Sm10（第40～掴図）

3・4グリッド内で検出した。西壁の立ち上がりは明確であったが、東壁は3層に切られており不

明瞭である。幅160～400cm以上、深さ10cmで、ほぼN－360－Wの方向に延びているが蛇行す

る。

41－1は安山岩製の石鉄である。半分は欠損しているが、薄手で縁辺部が鋭利になっている。

43－1～21、44－1～19は弥生土器である。43－1・2は広口壷である。1は立ち上がりまっ

すぐで長い頚部から口緑部が外反し、厚みのある端部は平坦面をつくり貼り付け浮文を1ケ付ける。

0　　　　　　　　　　　0．5m」

第40図　SDlO実測図（平面図S＝1／40、土層断面図S＝1／20）
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まっすぐに延びた頚部はまるでキャンバスのようで、そこへシャープな出で立ちのサメと思われる魚

類がヘラ状工具により一匹措かれている。43－3・4は、口緑部が肥厚して面をもちそれぞれ3条の

沈線文を施す。4は長めの頚部に貝殻原体による羽状文を施す。43－6～44－2までは嚢である。

43－6～8のようにあまり張りのない胴部から頚部が「く」の字状に屈曲し日録部に移行し端部はわ

ずかに肥厚し始めるものから、43－20・21、44－1・2のように薄手の複合口緑で、端部は外へ

引きのばし突出部は斜め下方及び横へ引き出すようになる段階のものまで、順次変遷をおえるものが

出土しているので、古手のものから並べてある。44－3は6×5cmの小破片であるが、へラ状工具

により措かれたような木葉状の線刻が施されている。44－4～8は底部である。しっかりした平底か

ら、極小さい平底まで出土している。7は底部中央に焼成前に穿孔された幅4～5mmの穴が穿たれて

いる。44－9～12は高杯で、9と10はともに凹線文を施している。11は体部から口緑部にかけて

の段が緩くなりまだ稜線として残る段階のものである。また内面口緑部に焦げたような部分があるの

で、転用として嚢の蓋として使用されたのではないかと思われる。44－13・14は鼓形器台で筒部

が縮約されたものである。44－15は低脚杯である。脚部の小さいものであるがっくりは精微である。

44－16～19は小型の鉢及び嚢で17以外は内面にミガキ調整を施

している点に共通性があるため祭祀用の器ではないかと思われる。

以上SDlOからの出土遺物は、時期幅が広いので古い時期の遺物

は下層の包含層からの混入品と思われる。

′　　　　ヽ　　　11　　／　　　＼

－感鴎一錮痍
◎
0　　　　　　　　　　　　5cm

「＿＿＿＿＿＿＿　　　＿　＿＿　　　＿I

第41図　SDlO出土石鍍実測図
（S＝1／2）

＼＼＼＼＼＼＼＼、、、プ
＼

第42図　SDlO遺物出土状況図（S＝1／30）
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第43回　SDlO出土遺物実測図1（S＝1／3）
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第44図　SDlO出土遺物実測図2（S＝1／3）
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土器群

I区では土器群1～17まで捉えることができた。当概地の土器群は、同一土層内で土器のある程度

の視覚的なまとまりをひとまとめにして取り上げたものである。

土器群1（第45046図）

A3グリッド内、8層中で検出した。

平面80×75cm、深さ15cm範囲内

での出土土器を一括したもので、嚢数

個体を一度に投げ捨てたような状況で

ある。

1～3は弥生土器の複合口緑葉であ

る。ともに口緑突出部を横に引き出し

ている。端部は1から3にかけて徐々

に外に曲げ平坦面をつくっている。

忘誓m議警a Cも・鞠　－A′
0　　　　　　　　　0．5m

ヒ＝ここ　　　i　　去

第45図　土器群1出土状況図（S＝1／20） 第46図　土器群1出土遺物実測図（S＝1／3）

土器群2（第47048図）

B4グリッド内、8層中で検出した。平面75×120cm、深さ10cm範囲内での出土土器を一括し

たものである。ほぼ同時期の土器片の集中である。

1～7は弥生土器である。1～5は嚢で、頚部が「く」の字状に屈曲して口緑部に移行し、口緑端

部が肥厚し始めたものであり、2は口線画に2条の間に左から刻目文を施し、他は1～3条の沈線文

－42－



A L＝2．7m

♂よき』もヽも

0

を施している。胴部はまだ張りの少ないタイプである。6は胴部

破片で、ヘラ措文、4点単位の列点文を2段施している。7の底

A′　部は、底面が薄いつくりのもので胴部のほうに厚みがある。

♂　伊

A′

t琶』起こ，　　　　　　⊂＝空と＝電こ＝ぎー

0．5m

ト一丁一丁一一「一丁十一一一一一一一一一一1

第47図　土器群2出土状況図
（S＝1／20）

〒二二「二一一一二二二㌘

AL三6m〆『／
0〆、塩＿A′0．5m
L」＿＿＿」⊥＿⊥⊥＿i　　　：

第49図　土器群3出土状況図（S＝1／20）

第48図　土器群2出土遺物実測図（S＝1／3）
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第50図　土器群3出土遺物実測図1（S＝1／3）

－44－

土器群3（第49～51図）

A4グリッド内、8

層中で検出した。平面

95×40cm、深さ15

cm範囲内での出土土

器を一括したものであ

る。東寄りの土器集中

は、SK27の北半分

不明瞭となっている場

所からの出土であり、

SK27でも注記して

いるように相互に混入

していると思われる。

50－1・2は壷で

ある。1はなだらかな

胴部に頚部がすぼまっ

て立ち上がり口緑部は

外へ広がる。頸部以下

の文様構成は凹線文、

列点文、その下に平行

沈線文が2段ありそれ

ぞれの間に線の長いへ

ラ措き文を施してい

る。胎土も赤黒い色調

をしているので在地の

ものではなく、吉備周

辺からの搬入品ではな

いかと思われる。2は

頚部に凹線文を施文し

ている点、直立ぎみの

頚部から目線部は外に

広がり端部を肥厚させ

て凹線文を施す点など

から、1の類似品とは

思われるが2の胎土は

在地のものである。



第51図　土器群3出土遺物実測図2（S＝1／3）

－45－

50－3～51－1～3まで

は嚢である。50－3は頚

部「く」の字に屈曲し、

口緑端部は上下に肥厚し

て3条の沈線文を施して

いる。51－1～3は複合

口緑の嚢である。口緑端

部はわずかに外に曲げ平

坦面をつくり、突出部は

横へ出す。1は胴張りだ

が、2はなだらかな胴で

ある。51－4は胴部から

底部にかけて残存するも

ので、胴部の割に底部径

が小さい。



AL：聖m「す～＿A′

0　　　　　　　　0・5m
ヒ云ユー一

第52回　土器群4

出土状況図（S＝1／20）

土器群4（第52053回）

B6グリッド内、3層中で検出した。平面43×42cm、深さ6cm

範囲内での出土土器を一括したものである。当遺跡の土器群で最も新

しく、最後に廃棄されたものである。

1～3は弥生土器の嚢である。3個体ともこの時期の複合口緑の嚢

としては少々厚手のため重量感があり、胎土も1～2mm大の砂粒子

を多く含んでいるため、いわゆる当該期の土器胎土とは異なり後期前

半までの胎土と似通っているようである。またこの3個体は同一個体

等＿　／

10cm

1　　　　－－－－－　－　　　　　　－＿」

第53回　土器群4出土遺物実測図（S＝1／3）
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である可能性も否め

ない。もし同一個体

であるならば、図化

していない土器破片

も同様の破片がほと

んどであるので、一

個体の嚢が意識的に

埋められたかまたは

廃棄されたものと思

われる。



土器群5（第54～57図）

A5グリッド内、12層中で検出した。平面75×155cm、深さ10cm範囲内での出土土器を一括

したものである。土器がかなり密集して重なり合って出土している。

56－1～10、57－1～7は弥生土器から古墳初頭の土器である。56－1は大型の壷で、厚手で

どっしりとした感触のものである。垂下した口緑面には4条の四線文が施され、その上に斜格子文の

痕跡が観察される。頚部内面はパケ冒調整である。56－2～10までは厚手の複合日録の嚢である。

目線突出部はほとんど出ないもので、目線端部を膨らませて丸くおさめたポッテリタイプに3・5、

単に丸くおさめたものに2・4・6・7がある。8～10は端部を引きのばし始めたタイプである。口

線画の無文のものに2・10、貝殻腹緑による擬凹線文を多条に施すものに3・4、5～9は浅い擬凹

L＝2．8m

L＝2・7品響撃鬱♂
0

線文を施したのちに撫消すものである。10は肩部に波状文

を施している。9・10のように胴部はあまり張ることはな

い。57－士～4は次の段階の複合口緑の嚢で、口緑突出部

を横に引き出し始め、特に3・4はかなり強く横に引き出し

ている。またこの2個体は口緑部中央から外に屈曲させてい

る。日録端部はまっすぐに引き出すもの1と丸くおさめるも

の2～4とがある。胴部は1・4のように球形に張りだすよ

うである。57－5は底部破片である。小さめの平底で56－

5以降の嚢類のものではないかと思われる。57－6・7は

高杯で6は目線部に凹線文を施すタイプのもの、7は厚手の

荒い感じの脚である。57－8は複合口線状の鼓形器台の脚

部分で、外面に朱塗りの痕跡が残っている。

土器群6（第58059図）

B5グリッド内、12層中で検出した。平面125×235

0．5m cm、深さ21cm範囲内での出土土器を一括したものである。
h一一「．1一一li＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　」

第54図　土器群5出土状況図1（S＝1／20）

h　蔓　一一・r1－、と＿二・二「－　＿＿一＿j

第55図　土器群5出土状況図2

（S＝1／20）

平面でみる限り散発的であるが、大きな破片がある程度まと

まっていたので一括で取り上げた。

1～14は弥生土器である。1は頸部が長く直立し複合口

緑となる。端部は引きのばし、突出部は横へ引き出す。頚部

と胴部の境には口緑突出部と対比させたような突帯文がめぐ

る。胴部は球状に張る。2～8は複合口緑の嚢である。2・

3は口緑部がまだ短く、2は4条の凹線文を施すが、3は無

文である。4～8は複合口綾部がのび始め、端部を引きのば

し、突出部は出ない。目線面は数条の浅い擬凹線文を施し撫

消している。4は目線部が不格好で胎土も在地のものとは異

なり茶褐色で堅固な感じがするため、山間部からの搬入品と

－47－
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第56図　土器群5出土遺物実測図1（S＝1／3）
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10cm
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第57回　土器群5出土遺物実測図2（S＝1／3）

思われる。10～12は高杯で、杯部の2個体は円盤充填法である。12の脚部は内面ケズリ上げて絞

ってし、－る。13は鼓形器台の受部である。器高が高く筒部も長いタイプで、ロ緑端部は外に曲げ平坦面

をつくる。14は低脚杯で4、さく反った脚部に杯が立ち上がる。

15は凝灰岩製の管玉である。片端が欠損しているが現状で長さ2．5cm、幅0．9cmある。風化著し

く精製品ではない。

－49－
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第58図　土器群6出土状況図（S＝1／20）
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土器群7（第60～62図）

B6グリッド内、12層中で検出

した。平面170×140cm、深さ

10cm範囲内での出土土器を一括

したものである。各かたまりは、

ほぼ一個体の廃棄状況である。

61－1～62－8は弥生土器で

ある。61－1は内傾ぎみに立ち上

がる複合口緑で、頚部には貝殻腹

緑による刺突文が施されている。

61－2～12は複合目線の嚢であ

る。口緑端部はほとんどがまっす

ぐに引きのばしているが、2・

6・12は丸くおさめている。また

9はわずかに外に曲げ平坦面をつ

くっている。突出部はわずかに斜

∈夢
61－

＼＼＼62－6

Aヒ2空転鞠　β　亀　　一J′

0　　　　　　　　　　　0．5m

トー1．＿1＿＿＿＿L＿i＿　＿＿＿二＿一二二＝二∃

第60図　土器群7出土状況図（S＝1／20）

め下に出ているものがほとんどであるが、10・11、特に12はかなり強く引き出している。胴部は

4・6のように張り出すものと、3・9のようにあまり張らないものとがある。また2は口緑部下半

に貝殻腹緑による8条の擬凹線文を施し、上半はそれを撫消している。62－1～3は底部破片である。

1は小型であるが平底で外面ミガキ調整が施してある。2は一応稜線の明瞭な小さな平底で、3はそ

れから稜線が不明瞭となり平底の痕跡を残したものである。62－4はごつごつした感じの破片で、わ

ずかに底部が残っている。外面は荒いナデ調整、内面には単位は大きいが規則的なパケ目調整が施さ

れている。単なる器としてではなく、何か生産に関わる容器として使用されていたと思われる。62－

5～7は鼓形器台である。5は無文で短めの脚部から太くはあるが直立ぎみの筒部へと移行している。

6は筒部も短くなったものであるが上下の台はまだ少々直立ぎみで器壁の長いタイプである。7はそ

れから脚部が裾広がりとなるもので、6・7ともに外面に沈線の痕跡が観察される。62－8は蓋であ

る。2コ一対の孔が穿ってあるつまみに、丸い体部で裾広がりとなる。
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第61図　土器群7出土遺物実測図1（S＝1／3）
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第62図　土器群7出土遺物実測図2（S＝1／3）
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第63回　土器群8出土状況図（S＝1／20）
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土器群8（第63～65図）

B5グリッド内、13層

中で検出した。平面165

×190cm、深さ13cm範

囲内での出土土器を一括

したものである。平面で

みる限り散発的であるが、

大きな破片がある程度ま

とまっていたので一括で

取り上げた。

64－1～14、65－

1～12は弥生土器であ

る。64－1・2は複合口



／ 10cm
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第64図　土器群8出土遺物実測図1（S＝1／3）
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第65図　土器群8出土遺物実測図2（S＝1／3）

緑の壷で、1は厚手のもの、2は口緑部を直立ぎみに突出部を強く引き出し、胴部が張り出すもので

ある。64－3～14は複合口緑の嚢である。3は厚手で短い日録部に3条の沈線文が観察されるもの

である。他のものは口緑部無文のもので、ほとんどの端部をまっすぐに引きのばすが、4・7・11は

丸くおさめるものである。突出部はまだあまく少しだけ斜め下に出すものや、14のように横に引き出

すものもある。また胴部はあまり張らないようである。65－2は薄手の平底である。65－3～7は

高杯で3は細めの接合部から急激な立ち上がりをみせる深い杯部で外面パケ目調整、内面丁寧なナデ

調整を施す。5は接合部にかなり厚く粘土を詰め込み重量感を出している。6は脚部が裾広がりにな

る手前の位置に3個の孔を穿っている。7は口緑端部がわずかに肥厚して凹面をつくり広くて浅い杯

部をもつ高塀で脚部も太くてしっかりしている。65－9～11は鼓形器台で、脚部がまだ直立ぎみで

－55－
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第66回　土器群9出土状況図（S＝1／20）
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C⊃

筒部のあまり縮約されていないも

のである。9は脚部に貝殻腹緑に

よる多条の沈線が施されている。

10・11の筒部には連続刺突文、

凹線文を施す。胎土は赦密である。

12は鉢と思われるが口緑部破片な

ので器形は不明である。

土器群9（第66～70回）

A6グリッド内、13層中で検出

した。平面450×135cm、深さ

25cm範囲内での出土土器を一括

したものである。1m以上離れて

土器が接合しているので、ほぼ同

時期に廃棄されたものであろう。

67－1～14、68－1～12、

69－1～11、70－1～12は弥

生土器である。67－1は薄手の長

径壷である。外傾してのびる口緑

部に、丸く膨らむ胴部がつく。胴

部内面はケズリ調整によりかなり

薄手の器壁とする。またこの上半

部には、器壁の薄さ、胎土が酷似

しているのと出土状況より、69－

9が底部であろう。67－2～14、

68－1～12、69－1～3は複

も　　合口緑の賓である。67－2～8は

口緑部に凹線文、擬凹線文、沈線

文を施したもので、徐々に口綾部

ものびて条数も増し、それととも

に施文具も変化していくようであ

る。7・8は沈線を施したのちに

撫消しを行っている。口緑突出部

は下に出るか、出ないで断面逆

「L」字状を呈している。5は口緑

部の沈線が、他のものは貝殻によ



寺巨
第67図　土器群9出土遺物実測図1（S＝1／3）
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第69図　土器群9出土遺物実測図3（S＝1／3）
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って施されているのに比べ、クシ状工具によっているのと、胎土に2mm大の砂粒子が含まれ橙色の強

い色調を呈している点が、在地のものとは異なっていると思われる。67－9からは口緑部が無文とな

る。67－9・11・12はまだ直立ぎみの口緑部をもつもので、10は口緑面に強いナデ調整によりで

きたと思われる沈線が観察される。67－13以降は、口緑部を外傾させ端部を引きのばし突出部は斜

め下方に少しずつ引き出す。67－14のようになで肩であまり胴部は張らない。調整方法もほぼ同じ

く口緑部はナデ調整。内面頚部以下はケズリ調整、外面胴部はナデまたはパケ目調整が施されている。

69－2は内面頚部に指押さえによって引きのばしているので壷として扱った方がよいのかもしれな

い。69－3は口緑端部をわずかに外に曲げ平坦面をつくり、突出部も強く出している。69－4は胴部

破片である。貝殻により柳が垂れ下がったような文様が平行沈線文を境に2段施してある。胎土が緻

密で2mm大の砂粒子を含むのが特徴である。69－5～9は底部破片である。小型だけれどしっかり

した平底5・6、底辺の稜線があまくなってきたもの7～9がある。9は前述したがおそらく67－1

の底部であろう。また7は平底の最小径のものと思われる。69－10は低脚杯、69－11は注口部で

－59－
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第70回　土器群9出土遺物実測図4（S＝1／3）
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ある。荒い粘土で大きさに対して太めにつくっている。しっかり焼成されているせいか黒褐色を呈し

ている。70－1～6は高杯である。1は杯部が複合口線状になって目線部と体部の境に段をつくるも

ので、2はその段が不明瞭になったものである。3は1～3mm大の砂粒子を多く含み荒い胎土で色調

も灰白色を呈している。接合方法は、1は充填法であろうが底に刺突孔があいてない。3は粘土塊を

詰めて重量感のあるものとしている。4はいわゆる円盤充填法である。70－7～12は鼓形器台で、

7は厚手でかなり重量感ある仕上げとしている。筒部は短く太くなる前の中間のもので受部は直立ぎ

みに立ち上がり、外反している。8・9は受部外面に多条の沈線文を施し、内面にはケズリのち丁寧

なナデ調整を行っている。9はシャープなつくりで内面の稜線は鋭い。

土器群用（第71～73図）

A7グリッド内、13層中で検出した。平面210×130cm、深さ25cm範囲内での出土土器を一括

したものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　や

72－1～9、73－1～3は弥生土器である。72－1は内傾した複合目線をもつ壷である。頚部

内面には頸をのばすための指押さえ調整が施してある。72－2～6は複合口緑の嚢である。2は口線

画に貝殻腹緑による13条の擬凹線文を施したのちに撫消しにより浅くしている。目線端部は丸くおさ

め突出部は膨らまし斜め下へ出す。3・4は口緑端部を引きのばし、突出部は斜め下から横へ引き出

す。5・6になると口緑端部は外に曲げて平坦面をわずかにつくり始める。突出部は横に引き出すよ

うになる。例外なく調整は、外面及び内面頚部以上ナデ、頚部以下ケズリ調整を施している。7・8

は高杯で、円盤充填法にて杯部と脚部を接合している。9は低脚杯で、幅のある脚部を有する。73－

72－4

l　　72‾2

闇0
か♂　　＿∂

三

／　73‾3

A－

三二号キ≒去ぎ

硝／72‾7
－A′

第71図　土器群10出土状況図（S＝1／20）
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第72図　土器群10出土遺物実測図1（S＝1／3）

1・2は大型の壷または嚢の胴部から底部である。それぞれ直接接合はしないが、出土状況、土器胎

土及び調整方法などが酷似しているため同一個体の可能性あり。肩部には平行沈線文により区画し、

羽状文の中央に波状文を施している。またこの文様は、平行沈線文と波状文の条数、羽状文の1本の

長さと条数の長さがほぼ一致するので、すべて同一の原体である貝殻で施工していると思われる。ま

た1・2の出土状況であるが、2の方は大きくぁ2ヶ所に集中しており、1と近接して出土しているの

は底部と胴部下位、1と離れている方が胴部上位であった。この不自然な出土状況と焼成後の底部穿

孔土器であることから人為的なものがあるように思われる。73－3は鼓形器台である。受部の突出部

が鋭いの比して脚部のそれは丸みのあるゆるやかなものである。

土器群‖（第74。75回）

A8グリッド内、13層中で検出した。平面150×100cm、深さ17cm範囲内での出土土器を一括

したものである。

1～10は弥生土器である。1は内傾した複合目線をもつ壷で、頚部にはへラ書きの綾杉文が措かれ

ている。2は頚部が「く」の字に屈曲し、口緑部が上下に肥厚して2条の凹線文を施す嚢である。頚

部には、押し下げる部分が狭いので指頭ではない工具による庄痕文帯をめぐらす。3～5は複合口緑

の嚢で、5は大型品と思われ目線端部は外に曲げしっかりした平坦面ができている。突出部は斜め下
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第73図　土器群10出土遺物実測図2（S＝1／3）

に引き出す。3・4は日録端部をのばしわずかながら平坦面をつくり、突出部は横へ出す。特に3は

全体にシャープなつくりで、肩部にはヘラ状工具による連続「ノ」の字の刺突文を2段施す。外面胴

部には平行沈線のようなヨコパケ目調整が施される。4の肩部には平行沈線文、波状文が観察される。

6は高杯の脚部である。円盤充填法にて接合してあり、細身のシャープな脚柱部から裾広がりとなる。
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内面には脚部を絞り込む際の絞り痕が観

察される。7・8は鼓形器台で受部と脚

部である。それぞれ体部の器壁は薄いが

端部は厚くしっかりとしたつくりであ

る。9・10は鉢とした。9は口綾部を

屈曲させ端部を丸くおさめたもので、浅

い形状となりそうである。10は刻目を

施した鍔状の貼付突帯文がめぐるもの

で、目線端部は平坦である。これの上下

を逆にすると甑形土器ともみえるが、内

外面ともナデ調整であるため鉢とした。

75－10

75‾7刊0

75‾6～顆め

第74図　土器群11出土状況図（S＝1／20）
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第75図　土器群11出土遺物実測図（S＝1／3）
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土器群12（第76～80図）

B7グリッド内、14層中で検出した。

平面150×110cm、深さ25cm範囲内

での出土土器を一括したものである。大

きなひと固まりは79－2の大型賓でそ

の東南には厚手の79－1がひとまとま

りに出土している。2個体とも折り重な

るように出土した。

77－1～8、78－1～13、79－

1・2、80－1～6は弥生土器である。

77－1・2は複合日録の壷で、1は厚

手のもので、口緑部は全体の大きさから

みると小さく、端部は丸くおさめ突出部

は丸味を帯びて斜め下に出、内面胴部の

ケズリ調整は荒い。なだらかな肩部であ

L＝2．7m

A－

L＝2．4m

77－1

添こ；：三。
、‾、‾‾‾‾一・一・－78－12

80－5

写＼実ゝ

群±rT蔓蕪
グ

戎多、．′至∴⊥＿、．

＼－h

」」＿＿一1＿＿⊥L＿　　　［

第76図　土器群12出土状況図（S＝1／20）

第77回　土器群12出土遺物実測図1（S＝1／3）
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第79図　土器群12出土遺物実測図3（S＝1／4）
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る。2は薄手のもので1に比

してもシャープなつくりであ

る。口緑端部はまっすぐに引

きのばし突出部は斜め下にわ

ずかに出る。77－3～8、

78－1～9は複合目線の嚢

である。77－3は短めの口

綾部で端部は厚く丸くおさめ

突出部はわずかに下に出る。

口線画には貝殻腹緑による擬

凹線文が施されたのち上部に

撫消しを行っている。これ以

外のものは目線部は無文であ

る。77－4は口緑部がまだ

短く器壁も徐々に薄くなる段

階のもので、口緑端部は丸く

おさめ突出部は斜め下にわず

かに出る。77－5は頚部が

かなりきつく屈折し肩部が張

ったものである。また口緑端

部をまっすぐに引きのばし突

出部を下または横へ出すもの

77－5～7。口緑端部をの

ばして止め突出部を斜め下ま

たは横に出すもの77－8・

78－1～3。口緑端部を外

に曲げて平坦面をつくり突出

部を斜め下または横に出す

78－4～9。特に8は突出

部を意識し強く引き出してい

る。また肩部の張りぎみのも

の77－7・8、なだらかな

もの77－4・6、78－

5・9である。78－10は

望cm　胴部最大径以下に煤が付着し

ているので嚢の胴部であろ
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第80図　土器群12出土遺物実測図4（S＝1／3）

う。頚部から下にヨコパケ目調整、胴部最大径以下には斜め方向のパケ目調整を行っている。また肩

部には貝殻腹緑による連続「ノ」の字状の刺突文が施されている。78－11は稜線の不明瞭な平底の

痕跡を残しただけの底部で、10の胴部と同一個体の可能性もある。78－12・13は高杯である。

12は口緑部と体部の境に段があったものが退化し体部に名残りの膨らみをもつだけの杯部破片であ

る。13の脚部はかなり裾広がりで脚柱部より裾部に厚みがある。79－1は大型の複合口緑壷である。

全体的に厚ぼったく胴部は球形の丸底で、体部内面はパケ目調整を行っている。外反してのびた口緑

部にやや内傾させた複合部を接合した複合口緑で、端部は平坦面を有し突出部は鍔状になり斜格子文

を施す。口緑面には、2本の工具をスタンプ状に用いて施文した組合せ波状文を有する。短い頚部に

は、日録突出部同様の斜格子文を施す貼付突帯文がめぐる。胎土に1～4mm大の角のない丸い砂粒子

を多く含み、その中には在地の胎土では確認できない小豆色の砂粒子が含まれている。色調も橙褐色

で在地のものとは違い搬入品である。79－2は大型の複合日録嚢である。口径と頚部径の差のない

口の開いたもので、倒卵形を呈する。口緑端部は外に曲げしっかりした平坦面をつくり突出部は横に

出す。肩部には浅く幅の広い沈線を2条施して区画し、その中に貝殻施文具による羽状文を施す。外

面肩部の区画内は浅いヨコパケ目調整、以下は縦方向のパケ目調整を行い、内面にもパケ目調整を行

っている。80－1～5は鼓形器台で、縮約されたタイプで器面は無文である。1は厚手で重量感が

あり色調もにぷい横橙褐色を呈しているもので、2も少々厚手ではあるが1ほどではなく重量感はな

い。80－6は低脚杯で、小さくのびた脚部である。

78－14・15は石製品である。一応砥石の分類に入れておくが、14は片面は全面研磨面として
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使用した上で、玉類でも砥いだような幅0．3～0．5cmの溝が平行して3本つくられ、反対面では研磨

痕及び敲打痕により石皿状を呈している。15は全体に研磨が及び、表裏面と側線の稜線に丸味がある

ことから磨製石斧の未製品であることも否めない。

土器群13（第8．i。82図）

A4グリッド内、16層中で検出した。平面300×110cm、深さ30cm範囲内での出土土器を一括

したものである。

1～10は弥生土器である。1は大型壷の口緑部破片で、器壁がかなり厚手で外反した頚部から断面

が「く」の字状に垂下し端部は丸くおさめている。口線画には4条の凹線文が施される。2～5は胴

部のあまり張らない最大径が胴部中央にあるタイプの嚢で、頚部が「く」の字状に屈折し口緑部に移

行する。2は口緑部がわずかに肥厚し、ロ緑面は強いナデにより凹んでいる。3・4は口緑部が上に

引きのばすように肥厚し、4は口線画に2条の沈線文を施す。5は口緑部が上下に肥厚しロ線画には

3条の沈線文を、胴部最大径に列点文を施している。また4から5にかけて目線部が拡張していくに

つれ内面調整のケズリが口緑部付近まで上がってきている。6は単純口緑の嚢の口緑部である。他の

土器と比べて胎土が赦密で粉っぼく色調も橙色であるため上層からの混入品と思われる。7～9は壷

及び嚢の底部でしっかりした平底である。それぞれ底面ナデ調整、外面ミガキ調整、内面ケズリ調整

のけずりっぱなし、またはのちナデ調整を行っている。10は扁平で半円形の土器の把手である。表面

と外側面にそれぞれ4条と2条の凹線文が施され、裏面は平坦に仕上げてあるため、この裏面が視覚

に入らない位置に土器と接合していたものと思われる。
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土器群川（第83～85図）

A5グリッド内、13層中で検出した。平面140×155cm、深さ25cm範囲内での出土土器を一括

したものである。当時の傾斜地にあたるようで土器検出は傾斜している。84－9は12層中より検出

した土器群5内出土の破片と接合しており、12層と13層はほぼ同時期に堆積した層と思われる。

84－1～14、85－1～10は弥生土器である。84－1～5は壷である。1は広口壷の目線部で

外反してのびた頚部から口緑部は水平に拡張し平坦面をつくる。口唇部には刻目を平坦面には斜格子

文を施し、頚部には現状で2条の刻目貼付突帯文をめぐらし棒状浮文を貼り付ける。2～4は複合口

緑を有する壷で2はまっすぐにのびた頚部から口緑部に至り複合部はやや内湾して立ち上がる。3は

外反する頚部から短めの複合日録に至るもので、4は肩の張った胴部から直線的にのびる口緑部へと

移行し外面に短い複合目線がつく。5は全体に租雑なつくりの小型のものである。84－6～14、85－

1・2は複合口緑の賓である。全体的にやや厚手で口緑端部は肥厚し丸くおさめるもの84－8～11、

単に丸くおさめるもの84－6・7・12～14、85㌦2、口緑部を引きのばし始めるもの85－1が

ある。突出部は出ないで断面「L」字状のもの84－6～9・14、85－2、下に出るもの84－10・

13、85－1、横に出るもの84－11・12である。また口線画には貝殻腹緑による擬凹線文を施し

（84－7～11）、のちに撫でて浅く仕上げたもの84－6・12・13、撫消しを行うもの84－14、

85－1・2である。85－3・4は底部で3はしっかりした平底で、4は小さな平底で指押さえによ

り少々上げ底となっている。85－5・6は高杯の杯部と接合部付近である。やや租雑なつくりで、体

部は薄く口緑部は厚くしている。6は厚手のもので接合も粘土魂を充填している。85－7は鼓形器台

の受部である。厚手で口緑端部は平坦面を有するが、胎土がやや赦密で内外面に朱塗りの痕跡を観察

できるので、厚手のわりには精製された感がある。

85－8は鉢で、あまり厚くない体部から口緑部

は急に膨らんで厚みを増し端部を丸くおさめ、全

体に租雑な感じがする。85－9・10は甑形土器

である。10の体部は安定感のある端部を一応下

として図化した。9の把手は体部内面にケズリ調

整が観察されるのでケズリ上げの方向で位置を設

定した。

85－11は安山岩製の蔽石で、下面に敲打痕が

観察される。 ∈フ

主1一二‾l二二二三三一三Il
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土器群15（第86087回）

A5グリッド内、16層中で検出した。平面35×45cm、深さ8cm範囲内での出土土器を一括した

もので、87－1～3の土器がひとまとまりで廃棄されたような状況である。

1～3は弥生土器である。1は内外面とも全面に漆塗りを施した短頸壷である。胴部中央が玉葱状

に強く張り、頚部は「く」の字状に屈折し口綾部に至る。口緑部はわずかに下に肥厚する。2・3は

嚢である。2は全体が復元できるものであり、口緑部が小さく裾すぼまりのプロポーションを呈する。

胴部中央よりやや上位に最大径をもち、張りのない肩部から頚部へと至り、頚

部は「く」の字状に屈折して目線部へと移行し、端部はわずかに上下に肥厚す

る。胴部最大径には5点単位の列点文が、定位置に連続させるために最下位の

点を引きずり施文されている。3は肩の張らない球形の胴部で頚部は「く」の

字状に屈折し口緑部に移行する。口綾部は上向きに上下に肥厚し2条の凹線文

を施す。胴部最大径よりやや下に、下位2列は完全に引きずっているが5点単

位の列点文を施している。外面胴部には列点文を挟んで上にパケ目調整、下に

ミガキ調整を行う。内面もほぼ同位に変化点をもち上と下とでは調整方法がや

や異なっている。2も風化しているため詳細は不明であるが、おそらく3と同

様に列点文を境に調整方法が異なると思われる。

ー74－
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土器群16（第89～91図）

B8グリッド内、16層中で検出した。平面190×170cm、深さ10cm範囲内での出土土器を一括

したものである。

89－1は加工痕ある黒曜石の剥片で、特に裏面に小加工痕が施され、側面は加工の最中の剥離であ

ると思われる。

90－1～15・91－1～18は弥生土器から古式土師器にかけての土器である。堆積土の違いから

か、土器群16出土の土器はほとんどオリーブ褐色を呈し、堅くしまった感じのものである。

90－1～6は複合口緑の壷である。外傾した口緑部で端部は外に曲げて平坦面をつくり突出部は斜

め下に引き出す2・3・5。5は厚手のものである。また口綾部がやや内傾して立ち上がり端部は丸

くおさめ突出部は横に強く引き出す1・4。6は内傾したいわゆる袋状口緑を呈している。90－7～

15は嚢で、7は肩の張らない頚部

が、「く」の字状に屈折しわずかに肥

厚して面をもつ口綾部に移行するも　◎
／

のである。8～15は無文の複合ロ　9卜10

緑を有するもので、厚手で短めの複

合口緑で端部は肥厚して丸くおさめ

突出部は膨らませている8以外は、

口緑端部がのび、端部を引きのばす

9・10、外に曲げ平坦面をつくる

11～13、わずかに肥厚させて平坦

面をつくる14・15がある。突出部

はほとんどのものが斜め下に出して

いるが、11・12のように横へ出す

ものもある。胴部の張りはきつくな

さそうである。91－1は1～3mm

の砂粒子を含んだ厚手の胴部破片で

ある。内外面ともパケ目調整を行っ

ているが特に外面は貝殻原体のよう

で丁寧で鮮明なパケ目調整を行って

A雪雲　＿・ニー ・‥∴ご、二　千一一A’

第88図　土器群16出土状況図（S＝1／20）

いるのと、粘土紐積上げ痕が内傾しているのが観察され、古い様相を呈し

ているようである。91－2～4の底部は2・3が平底で、4は底部の稜線

が不鮮明で平底の痕跡をわずかに残している底部である。91－5は脚部の

破片である。一応大型の高杯と報告するが、器台の可能性も否めない。裾

広がりの脚裾部を肥厚させ面をもって反り上がり、面には凹線状の沈線を

施している。91－6～9は高杯で、6・7ともに円盤充填法を用いている。

脚裾部の9は端部を単純に断面矩形におさめたものである。91－11～14

－75－
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は鼓形器台で、器壁の傾斜のあまりきつくないものである。13は大ぶりのもの、14は小ぶりのもの

である。91－15～17は低脚杯で、脚柱部から外反する裾部をもち、17はやや長めの脚柱部をもち、

16e17は杯部が平坦気味に立ち上がる。91－18は一応鉢としておくが高杯の可能性も否めない。

深めの体部に口緑部は外に曲げ平坦面をもち、面にはわずかに凹みをつける。

土器群17（第92～97回）

9グリッド内、17層中で検出した。平面220×260cm、深さ12cm範囲内での出土土器を一括し

たものである。この土器群からは嚢・高杯・器台がほぼ原形をとどめて出土したものが、他の土器群

と比べると多い。また吉備から搬入された特殊土器が出土している。

93－1は前記したように吉備地方から持ち込まれた土器である。にぷい褐色を里し、内面には朱塗

りの痕跡が残ってい

る。胎土は在地の土器

と比べると石英が少な

く、金雲母の割合が多

く、焼きが堅い状態で

ある。複合口緑で断面

「T」字状を呈し口線

画には8条の凹線文を

施し、端部を外に曲げ

平坦面をつくってい

る。口径の割に頚部が

太めに傾斜する。93－

2・3は複合日録の壷

である。2は直立気味

の日録部で端部は引き

のばし突出部は斜め下

に引き出す。口緑部が

直立なほど頚部が太

い。3は外反した口緑

部で端部はわずかに外

′日一　句竜も，

に曲げておさめ、突出　五一伊

部は斜め下に出る。口

緑面には内外面を指で

押さえた痕跡が残って

いる。93－4～95－

5は嚢である。93－
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10　0

4・5はなだらかな胴部から頚部が「く」の字状に屈曲し口緑部は上下に肥厚してそれぞれの面には

2条、3条の凹線文を施すものである。また5は内面頚部以下にケズリ調整を行っている。93－6は

短い口頚部で、やや複合口緑化した口線画には強いナデにより凹みをつけている。93－7・8はやや

厚手で短めの複合目線で端部は丸くおさめ、突出部は出ない7と下に出る8とで、口線画にはそれぞ

れ7～8条、5～6条の擬凹線文が施されている。93－9は底部と同一個体である。胴部の器壁が極

薄で復元不可能であった。日録部を引きのばし口緑部器壁も薄くする段階のもので、口線画にはまだ

多条の擬凹線文を施し、のちに撫消しを行っている。底部もかなり縮小されたものである。93－10

～95－5は口緑部が無文の複合口緑嚢である。口緑端部を引きのばし突出部を斜め下に出す93－10

～95－2には、胴張りの93－13・94－6と倒卵形の93－10・11、94－7などのプロポーシ
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第96図　土器群17出土遺物実測図4（S＝1／3）

ヨンをもち、肩部には平行沈線文、波状文、「ノ」の字または逆「ノ」の字の連続刺突文、両開きの連

続刺突文などを組み合わせて施している。底部は93－11のように稜線のあまくなった小さな平底で

ある。口緑端部を外に曲げて平坦面をもつ95－3～5は口緑部のみであるため全体の形状は不明であ

る。95－7～10は底部で6・7はしっかりした平底であるが8～10は稜線のあまい小さな平底で

ある。96－1～9は高杯で、1は杯体部がロ緑部で屈折して立ち上がるタイプで、端部に平坦面をも

ちロ緑部には6条の凹線文と凸部1列おきに刻目を施す。2は脚部で、肥厚して面をもつ端部及び脚

部に多条の凹線文を施す。3～6は口緑部が外反して開く杯部をもつタイプのもので3・4は内面に

法面をもつゆるい段を有し、外面がスムーズに立ち上がる分口緑部を厚く仕上げている。5・6は内

面の段がなくなり稜線として名残りのあるもので、スマートな脚がのびている。接合方法は円盤充填

法と思われるが杯底面に刺突孔が確認できない。7・8は5と同類の脚部であろう。9は杯部が球状に

丸く立ち上がり、脚部も早くから裾開きとなるので、低脚高杯の範噂のものであろう。朱塗りの痕跡

が確認される。97－1～8は鼓形器・台である。1は小型で脚部長の短いもので、脚部面には貝殻腹緑

による擬凹線文が施文、撫消しされている。2～6は口径21．3～25cm、器高13．3～14．4cmのも

ので口緑端部、脚裾部ともに外に引きのばし坦面をもつ。7・8はもう少し小ぶりのもので口径18．5
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～18．7cm、器高11．1～12．1cmのもので前タイプのものより口緑部の開き具合は小さい。97－9

は低脚j不で、全体に小ぶりで口径に比して底径のまだ大きいものである。
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3．Ⅲ匿検出遺構及び出土遺物

Ⅱ区からは、低湿地から土器群として捉えた遺物集中箇所以外、大きく3層と6層を掘り込み面と

した土坑、溝状遺構、柱穴跡などが検出された。

出土遺物は、図化しうるものを図化したので他にも同時期の破片が出土している。

土坑

Ⅱ区内では土坑を25基検出した。

Slく02～08（第5図参照。第98図）

1層下で確認された遺構である。遺構堆積土は1層褐色粘質土であるもの、褐色粘質土ではなくと

も1層から落ち込んでいるものである。出土遺物も皆無のものSKO2・06、他も弥生土器の小片、

土師器片、須恵器片、素焼きの土器片ぐらいで、確実な遺物としてはSK05から寛永通宝が出土して

いるので、遡っても近世以降の耕作にともなう何らかの遺構と思われる。

SK02はBlOグリッド内より検出した。SD12を切り、規模75×55cm、深さ15．5cmの楕円

形の土坑である。

SK03はAllグリッド内より検出した。規模75×72cm、深さ25cmの多角形の土坑で、堆積土

は暗灰色粘土である。

SK04はA12グリッド内より検出した。規模200×40～115cmの長方形の土坑である。

SK05はB12グリッド内より検出した。南調査区外に延び総延長450×幅75cm、深さ25cmの

「L」字状の溝状を呈する土坑で、堆積土は暗褐色粘質土である。ここからは寛永通宝が1点出土して

いる。「寛」「賓」それぞれの足の出し方が離れているのと裏面に「文」の文字があるので17世紀後半

以降の文銭と呼ばれている古銭である。

SK06はA14グリッド内より検出した。規模150×125cm、深さ18cmの一応楕円形の土坑で、

堆積土は暗灰褐色粘質土である。ほぼこの土坑の四隅に径10cm前後の柱穴3穴、同規模の木杭1基

が検出されており、何らかの施設があったものと思われる。

SK07はA14グリッド内より検出した。規模290×130cm、深さ10cmの長方形の土坑で、堆

積土は1層褐色粘質土である。

SK08はB15グリッド内より検出した。規模

170×110cm以上、深さ10cmの楕円形の土坑で、

堆積土は1層褐色粘質土である。

－84－

第98図　SKO5出土古銭拓影（S＝1／1）



Slく32（第99。100図）

Alグリッド内より検出した。径80×55cmで深さ16cmの楕円形の土坑である。

100－1～6は弥生土器である。1は広口の壷で目線面に現状で3条の端面に1条の凹線文を施す。

2は複合口緑の嚢で端部は丸くおさめ突出部は出ず口線画には9～10条の擬凹線文が施されている。

内面上半から強く外反しているところが他の器種の可能性あり。3の複合口縁嚢は直立気味の口緑部

で端部はやや平坦気味に丸くおさめ、突出部を横に出す。4・5は高杯の杯部で体部に丸味をもち5

は口綾部が強く外反するものである。6は鼓形器台の受部である。内面体部はケズリのちナデ調整を

行っている。

0　　　　　　　0．5m

：一　一　一　一！

第99図　SK32実測図及び遺物出土状況図（S＝1／30）

第100図　SK32出土遺物実測図（S＝1／3）
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Sl〈33（第日目0m　園）

Blグリッド内より検出した。現存長200cm、幅85～120cmで深さ26cmの長楕円形の土坑であ

る。B2杭を通して南北方向にセクションベルトを設定していたため、Blグリッド側を完掘させた

のちにセクションベルトをはずしながら東側立ち上がりを確認しようとしたが不明瞭で検出すること

はできなかった。遺物の出土状況が、土器を故意に破砕しばらまいたような状況を呈しているので、

土墳墓の可能性が高い。

1～16は弥生土器から古式土師器である。1・2は無頸壷で、1は口緑端部に平坦面をもつもの、

2は薄手の丸味のある体部で、ロ縁部は現状で2ヶ所片口状に外へ引き出している。3～14は複合口

緑の嚢である。3は短い口緑部に端部丸くおさめ、突出部を出さないタイプのものである。4以下は

細かいバラエティはあるが、口緑端部を外に曲げ平坦面をつくり、例外的に14は口緑端部を内寄り

に平坦面をつくる。突出部は斜め下、または横に引き出す。5・6は口線画に数条の沈線が消されず

に残る。9・13は肩部に数条の平行沈線文を施す。15・16は底部で、15は小さいながらしっかり

した平底で、16は底面は広いが稜線のあまい薄手のタイプである。

1．暗褐色砂質土、炭化物含む
2．黒褐色砂質土

－　A′　　　　B

3．暗灰褐色砂質土
炭化物含む

4．黒褐色土
炭化物多く含む

L＿」一一二一一一一一　ユー　と　一一一一一一　一　］

第101図　SK33実測図及び遺物出土状況図（S＝1／20）
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第102図　SK33出土遺物実測図（S＝1／3）
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Siく34（第103。106回）

B2グリッド内より検出した。径83×34cmで深さ9cmの長楕円形の土坑である。

106－1は弥生土器の複合目線の嚢で、端部は丸くおさめ突出部はわずかに出るものである。

Slく35（第1030106図）

A2グリッド内より検出した。径133×50cmで深さ14cmの長楕円形の土坑である。SK34と

ほぼ同方向に主軸があるので同じ性格を有するものと思われる。

106－2・3は弥生土器で、2は嚢の口緑部で口緑が肥厚して面をもち2条の凹線文を施す。3は

鼓形器台の脚部片である。内面ケズリ調整である。

Slく36（第104。106回）

B2グリッド内より検出した。現存長315cm、幅50～140cm、深さ15cmの溝状を呈する土坑で

ある。

106－4は弥生土器の嚢である。口綾部が上下に肥厚して面をもち2条の凹線文を施す。頚部には

指頭庄痕文帯をめぐらしている。

Slく37（第1050106回）

B2グリッド内より検出した。長さ213cm、幅145cm以上で深さ22cmの不定形の土坑である。

106－5～8は弥生土器である。5・6は嚢で、5は日録部が上下に肥厚して面をもち2条の沈線

S等

1．黒褐色土
炭化物多く含む
2．時灰褐色砂質土
炭化物含む
3．黒褐色土

1．暗褐色砂質土
炭化物含む
2．時灰褐色砂質土
炭化物含む
3，黒褐色土
炭化物多く含む

1m

l二Illlつ　　　　　一一一一一…l

第103図　SK34・35遺物出土状況実測図（S＝1／20）
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文を施している。6は複合口緑を

有する嚢で、端部は丸くおさめ突

出部は斜め下に出る。7は鼓形器

台で脚部を裾広がりにし内面には

単位の明確なケズリ調整が行われ

ている。8は小型のボール状の鉢

で、口緑部には数条の沈線が観察

される。

0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

」ユニ」⊥＿＿⊥＿＿士＿＿＿＿＿＿　」　　　　　　　1・暗青灰色砂質土

第104図　SK36実測図（S＝1／30）
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第106図　SK34（1）、35（2・3）、36（4）、37（5～8）出土遺物実測図（S＝1／3）

SK38（第m7～用　図）

B5グリッド内より検出した。径136×128cmで深さ14cmのほぼ円形を呈する土坑である。土

坑中央に床面を掘り込んだピットが2基平行して検出された。約20×15cmで深さ数センチという浅

い落ち込みである。

109－1～10は弥生土器である。1～9は嚢で、1は口緑部が上下に肥厚して面をつくり3条の

凹線文を、また肩部には4条の平行した沈線を施している。2～9は複合目線で、端部はやや膨らま

せて丸くおさめ、突出部は出ないもの2、斜め下に出るもの3～8、横にわずかに出るもの9がある。

口線画には貝殻腹緑による擬凹線文を施したもの2・4、のちに撫消しを行っているもの3・5・

8・9、また貝殻腹緑とは断定できない擬凹線文を施しのち撫消しを行うもの6・7がある。胴部は

あまり張らないものと思われる。5は肩部に貝殻腹緑による連続の刺突文を施す。10は2孔のあるつ

まみ付の蓋である。口縁部は複合口線状で端部を丸くおさめている。

11は泥岩製の多孔石である。風化著しく所々剥落しているため、本来の形を想定することは不可能
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である。表面には2つの溝状、こ

れも本来は孔が割れ溝状となった

ものかもしれないが、他に大小の

孔が数カ所穿ってある。

Slく39（第U用0日2図）

B5グリッド内より検出した。

径253×70cm以上で深さ23cm

以上の楕円形を呈する土坑であ

る。半分以上が調査区外へ延びて

いるため詳細は不明である。5cm

以内四方の粘土の塊が数点出土し

ている。

112－1～3は弥生土器であ

る。1・2は嚢で、ロ緑部を上下

に肥厚させて面をつくり、3条の

凹線文を施す。また2はその上に

縦方向の刻目文を施し、1は頚部

に指頭庄痕文帯をめぐらす。2の

頚部には、頚部から粘土を接合し

ているための接合時の刺突痕があ

る。3は高杯で、湾曲した体部に

内傾する口綾部、日録端部は平坦

面をもち、口線画には5条の凹線

文を施す。また内面調整は措目の

ように荒い放射状のパケ目調整を

行い、外面も放射状にミガキ調整

を行う。

呈二。二二コココ45m

第107回　SK38実測図（S＝1／20）

ー91－



芸‡三二

11

第109図　SK38出土遺物実測図（S＝1／3）

Slく40（第1日0日2図）

B6グリッド内より検出した。径135×130cm以上で深さ13cmの楕円形を呈すると思われる土

坑である。北方向はセクションベルトを設定していたため、完掘後に調査したが立ち上がりを確認す

ることはできなかった。

112－4～10は弥生土器である。4・5は嚢の口緑部で、上または上下に肥厚させて面をつくり、
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1．暗褐色砂質土
2．褐色砂質土
3．褐灰色砂質土
4．暗褐灰色砂質土
5．灰褐色砂質土

L＝2．8m

0．5m

；三

＿　＿　　　．－　　－　h．－＿　　＿．－＿　＿．－　　　．h＿　＿　　　　－．h h．－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．－．．．．．．．．．・．

第mO図　SK39遺物出土状況実測図（S＝1／20）

第111図　SK40遺物出土状況実測図（S＝1／20）

4は2条の凹線文、5は3条の沈線文を施す。6・7は平底の底部で、7は薄手の器壁をもち、外面

に煤の付着が観察でき、また器壁も剥落しているため、嚢の底部と思われる。8・9は高杯である。

両者とも同形態のものと思われる。杯部は湾曲して立ち上がり内傾する口緑部へと至る。端部は平坦

面をもち、日録面は4条の凹線文を施す。脚部は端部を肥厚させて面をつくり1条の凹線文を施す。

10は2穴の穿孔された土器片で、土製品として転用されたものと思われる。
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第112図　SK39（1～3）、40（4～10）出土遺物実測図（S＝1／3）

SK上目（第1130119図）

B6グリッド内より検出した。径50×42cm以上で深さ10cmのほぼ円形の土坑である。

119－1は弥生土器の高杯である。湾曲して立ち上がる体部から内傾する口緑部に至る。ロ緑端部

は平坦面をもち、口線画には4条の凹線文をまた上下及び2列目の凸帯に刻目を施している。

馴〈超2（第1130日9回）

B7グリッド内より検出した。径75×70cm以上で深さ24cmの楕円形を呈すると思われる土坑で

ある。北方向はセクションベルトを設定していたため、完掘後に調査したが立ち上がりを確認するこ

とはできなかった。

119－2は弥生土器の嚢で、張りのない肩部から頚部が「く」の字状に屈折し口緑部に至る。口緑

はわずかに肥厚させてある。
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SK41

A一元
1　2　1　3

A

1．暗褐色砂質土
2．黒褐色粘土
3，暗灰色砂質土

SK42　　　　　　　　SK49

≡輔一一3－－≡：二＿＿十一
－C′

1．暗褐色粘質土

0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿一　一l＿し＿＿ト　　　　　　－！

第113図　SK41、42、49実測図（S＝1／30）

Slく49（第「相同）

B20グリッド内より検出した。径83×37cmで深さ5cmの楕円形の土坑である。SD16を切っ

ておりSD16より新しい土坑である。出土遺物なし。

Slく43（第「掴01相同）

B8グリッド内より検出した。長

さ280cm、幅55～105cmで深さ

8cmの不定形の土坑である。

119－3・4は弥生土器である。

両者とも小破片であるが、1は広口

の壷の口緑部で、端部を肥厚させて

面をつくり3条の凹線文を施す。2

は平底の底部である。

S】く掴（第㌣摘0日9図）

A8グリッド内より検出した。径

100×65cm以上で深さ5cmの楕円

形の土坑である。南方向はセクショ

ンベルトを設定していたため、完掘

後に調査したが立ち上がりを確認す

ることはできなかった。SK43と

接触しているようだが、出土遺物よ

りSK44の方が新しいので、切り

合い関係にはないようである。

119－5・6は弥生土器である。

0　　　　　0．5m

LT「　一一「」

第114図　SK43遺物出土状況実測図（S＝1／20）
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－A′

1．暗褐色砂質土
2．時青灰色砂質土
3．褐色砂質土

0　　　　　　　　　　　　1m

「っ‥＿＿し　－　ト1　　　　　　－‥」

第115図　SK44実測図及び遺物出土状況図（S＝1／20）

5は嚢で、日録部がかなり拡張されて面をもち、風化著しいが3条の凹線文を施してあるのが確認で

きる。6は複合口緑の壷である。端部は丸くおさめ、突出部は横に引き出す。肩部には貝殻原体によ

る刺突文が観察される。

SK45（第1160119回）

B9グリッド内より検出した。径70cmで深さ12cmのほぼ正円形の土坑である。

119－7・8は弥生土器の嚢である。張りのない胴部で、日録部は上下に肥厚して面をつくり3条

の7は沈線文、8は凹線文を施す。

1．暗褐色砂質土
2．暗褐色粘土

毒l
●●

－A′

0　　　　　0．5m

L＿＿一＿「一二二［二］

第116図　SK45遺物出土状況実測図（S＝1／20）
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Slく46（第1170119図）

B9グリッド内より検出した。径92×

87cm以上、深さ11cmの楕円形を呈する

と思われる土坑である。第5図に図示した

ようにSK47と重なり合い先に検出した。

第117図と第118図の土層断面図のライ

ンは同じ位置である。

119－9・10は弥生土器である。9は

嚢で、口緑部が上に肥厚して面をもち2～

3条の沈線文を施す。10は高杯の杯部で、

浅く広がるもので少々厚手で端部は丸くお

さめている。また図示できなかったが、9

と同時期の嚢の口緑部片に籾殻と思われる

痕跡がひとつ残っている。



Slく47（第118。119図）

B9グリッド内より検出した。長さ175

cm以上、幅160cm、深さ13cmの長楕円

形を呈すると思われる土坑である。前記し

たようにSK46に切られているが、出土

遺物などより時期差はほとんどないものと

思われる。

119－11・12は弥生土器の底部破片

である。両者とも平底で器壁は薄手のもの

であろう。

SIく48（第1190120図）

AB12グリッド内より検出した。長さ

427cm以上、幅75cm以上、深さ15cmの

溝状を呈する土坑である。西側は底面を確

認できているため、幅はこれ以上広がらな

いと思われる。しかし南側調査区外

へは延び幅も広げつつあるため、詳

細は不明である。

119－13～16は弥生土器であ

る。13は複合口緑の嚢で、端部は

丸く厚みをもっておさまり、突出部

は下に出る。口線画には貝殻腹緑に

よる擬凹線文を施したのち撫消しを

部分的に行う。14は高杯の脚柱部

である。粘土の塊のようで、付け根

部分から多条の凹線文を、1条の凸　A－

帯に刻目を施す。15は装飾壷で器

形は算盤状、または玉葱状と呼ばれ

ているもので、胴部の2条の突帯の

部分である。平行沈線文、逆「く」

の字状の連続刺突文が施されている。

16は胴部破片であるが平行沈線文

の他に竹管文を捺している。

第117図　SK46遺物出土状況実測図（S＝1／20）

1．時青灰色砂質土

i　一　一　一　一i l

第118図　SK47実測図（S＝1／20）
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第119図　SK41（1）、42（2）、43（3・4）、44（5・6）、45（7・8）、46（9・10）、47（1ト12）、48（13～16）出土遺物実測図（S＝1／3）
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第120図　SK48実測図（S＝1／30）

溝状遺構

Ⅱ区内では溝状遺構を8条検出した。

SE）02。03（第5図参照。第121図）

1層下で確認された遺構である。遺構堆積土が1層褐

色粘質土で、出土遺物も弥生土器の小片、土師器片、須

恵器片、素焼きの土器片、また図示したがSD02から

碧玉製の管玉1点、寛永通宝1点が出土している。「寛」

「賓」それぞれの足が同じ付け根から出ているので、17

世紀前葉から中葉に普及した古寛永と呼ばれている古銭

＝

11

日
目

E
T‾・．

1

である。SKO5出土の寛永通宝とは半世紀の違いはあ酎21図SDO2出土遺物実測図及び拓影（S＝1月）
るもののSKO2～08とはほぼ同時期の範噂となろう。

SD02はA13～15グリッド内より検出した。

長さ12．05m、幅2．5～1．0m、深さ0．2mでN－650－Eの方向に延びている底面でこぼこ状の溝で

ある。耕作関係の遺構と思われる。

SD03はA16グリッド内より検出した。長さ6．4m以上、幅0．85～0．35m、深さ7cmでN－250－

Wの方向に延びており、SD02とほぼ直交する位置関係にある。
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Sに㌢＝（第1220126図）

AB6グリッド内より検出した。幅70～134cm、深さ15cmでN－500－Wの方向に延びている。

126－1～5は弥生土器である。1・2は壷で、共に口緑部が上に拡張して面をもち1は4条の沈

線文、2は現状で5条の凹線文を施す。また1は口緑が内傾するもので、2は頚部にも8～10条の凹

線文を施し、その下には貝殻腹緑による連続の刺突文を施している。3・4は嚢で、なだらかな肩部

から口緑部に至り、口緑は上に拡張して面をもち3は2条の沈線文、4は3条の凹線文を施す。また

4の内面調整に胴部上位付近までケズリ調整が上がってきていることが見て取れる。5は平底の底部

で、器壁は薄手のものである。

126－6は凝灰岩製の砥石である。きれいな直方体で全面使用されている。

Sm12（第123匿け

BlOグリッド内より検出した。SK02に切られているが、長さ200cm以上、幅45cm、深さ5

cmでN－530－Wの方向に延びている。西方向はセクションベルトを設定していたため、完掘後に調

1　　3

－A′

1．暗褐色砂質土
2．暗青灰色砂質土
3．褐色砂質土

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m
し＿　　　　　　　　　　　　－　　　　　　…＿＿＿…　　　l

第122図　SDll遺物出土状況実測図（平面図S＝l／40　土層断面図S＝l／20）
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査したが立ち上がりを確認することはできなかった。出土遺物は弥生土器小片のみであった。

SD13（第1230126図）

BlOグリッド内より検出した。長さ230cm以上、幅80cm、深さ12cmでN－530－Wの方向に延

び、SD12と並走している。西方向はセクションベルトを設定していたため、完掘後に調査したが立

ち上がりを確認することはできなかった。SD12・13は西側の立ち上がりを同じところで確認でき

なかったので、逆に同じあたりから掘り込まれたものと判断し、並走して東方向へ延びる溝で、同時

期、同性格を有すると思われる。

126－7～9は弥生土器である。7・8は嚢で、7は口緑部が上下に拡張して面をもち3条の凹線

文を施したもの、8は複合口緑で、端部をわずかに平坦気味にし、突出部を斜め下に出している。9

は高杯の杯部と思われる小破片である。やや湾曲する体部から直立して口緑部がのび端部は水平に肥

厚して面をつくる。口緑面には4条の沈線文が施される。

A望m
1．時灰色砂質土
2．地山と1層の混合層
3．暗灰色粘質土

0

l　一　一　一　一　i i

第123図　SD12・13実測図（S＝1／20）
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1．暗褐色砂質土
2．暗褐色粘質土
3．灰褐色砂質土

0　　　　　　　　　　　　1m
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第124図　SDl4・15遺物出土状況実測図（平面図S＝l／40　土層断面図S＝l／20）
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誰1

第125図　SD14出土遺物実測図（S＝1／3）
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Sm14（第日掴～126図）

AB17グリッド内より検出した。幅90～180cm、深さ20cmでN－580－Wの方向に延び、南側

にやや内湾している。北側ではSD15を切る。

125－1～12は弥生土器である。1～6は嚢で、頚部が「L」字または「く」の字状に屈曲して

口綾部に至り、口緑はわずかに肥厚をみせるだけで断面矩形を呈しているもの1・2。3はもう少し

肥厚して小さな面をもち1条の凹線文と刻目文を施す。4・5は更に拡張して面をもち3条の沈線文、

4条の凹線文をそれぞれ施しており、6は複合口緑化したもので端部は膨らんで丸くおさめ、突出部

は下に少し出る。7～11は底部で、9は器形もすぼまったもので上げ底であるが、他は平底である。

〒寧室巨≒≡挙

6

、＼」．‥：』5

／警手

三軍華〒
8

10cm

ピーI二一一＿「．1「一一l＿ト．・∴‥∴　」

第126図　SD11（1～6）、13（7～9）、14（10）、16（11）出土遺物実測図（S＝1／3）
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12は高杯の杯部で、体部が湾曲し口緑部は複合口線状のものである。口線画には5条の凹線文を施す。

126－10は安山岩製の磨製石器である。おそらく磨製の石斧の一種であろう。2側線に刃部をつ

くり出しているが、右側緑には敲打痕が残っており、また表裏面とも全体に研磨が及んでいないので、

完成品であるのか、未製品であるのか判断しがたい。

Sm15（第日　図）

A17グリッド内より検出した。長さ350cm以上、幅40～80cm、深さ8cmでほぼ東西方向に延

び、西側ではSD14に切られ、東側は自然消滅しており明らかな立ち上がりを確認することはできな

かった。出土遺物なし。

Sm16（第1260

127回）

AB20グリッド内

より検出した。幅100

cm、深さ10cmでN－

200－Wの方向に延

び、S K49に切られ

ている。

126－11は弥生土

器の平底の底部であ

る。薄手の器壁へと立

ち上がっていく。

1．暗褐色粘質土

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m
」　．‥．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿－L＿　　　　　　　　　　　　l

l＿」　rI l

第127図　SDl6遺物出土状況実測図（平面図S＝l／40　土層断面図S＝l／20）
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SD17（第128図）

B7グリッド内より検出した。長さ180cm以上、幅22cm、深さ7cmでN－100qw

の方向に延びている。北方向はセクションベルトを設定していたため、完掘後に調

査したが立ち上がりを確認することはできなかった。出土遺物なし。

土器群

Ⅱ区からは土器群18のみを土器群として捉えることができた。土器群18はⅡ区

威－　（諺

131－11

こ∵ジ…′三

宅　等

0．5m

〔コ

炉㊥　診
132－9－8b

笥

β

131－10

132－17

ヒ1－　－，！　　　一二∃

第129図　土器群18出土状況図（S＝1／20）
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A

＿．．．．A’

1暗褐色砂質土
2時膏灰色砂質土
3．時灰色砂質土

仁コ＝＝＝⊂＝＝当5m

第128図
SD17実測図
（S＝1／40）



最西部に位置しており、微高地が西側低湿地へと落ち込んでいく傾斜地である。現在は道路を挟んで

いるが、I区で土器群を多数検出した低湿地の東側の立ち上がりであろう。

土器群18（第129～133図）

ABlグリッド内、3・4層中で検出した。平面240×300cm、深さ30cm範囲内での出土土器

を一括したものである。散発的な出土状況のようであるが、131－3、132－17のようにそれぞれ

が1．5m、2．0m離れた地点から出土したにもかかわらず接合したので、ほぼ同時期の廃棄状況を呈し

ていると思われる。また当土器群からは複合口線状の初期の鼓形器台が何個体かよい状況で出土して

いる。ただし残念なことにそれとセットとなりうる嚢の完形品が皆無であったことである。口緑部、

底部は出土しているが、胴部をつなぎ合わせることはできなかった。

130－1～6、131－1～13、132－1～18、133－1～8は弥生土器である。130－1は

胴部に2条の削り出し突帯文をもちいわゆる玉葱状、魯算盤状と呼ばれている装飾壷である。上位から

の文様構成は、吉備系の鋸歯文、逆「S」字状のスタンプ文註1、突帯文間帯には「く」の字状のスタ

ンプ文、逆「S」字状のスタンプ文、またそれぞれの文様との境には2～3条の平行沈線文を施して、

文様を区画している。130－2～6は壷である。2は広口壷で口緑端部が肥厚して面をもち、3条の

凹線文を施す。内面は風化のため確認できないが、外面には朱塗りの痕跡あり。3は小型のもので口

綾部が水平に肥厚して面をもち、2条の凹線文を施す。肩部には連続の山形文が数条施される。4は

鉢状を呈して口径の広いもので、胴部からなだらかに太い頚部をとおり日録部に至る。日録は上下に

10cm

1　　　　　　1　＿＿　＿＿　＿＿　［

♂5
雫車‡三三ぞ
／

第130図　土器群18出土遺物実測図1（S＝1／3）
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澤賢≒≒謬

第131回　土器群18出土遺物実測図2（S＝1／3）
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第132図　土器群18出土遺物実測図3（S＝1／3）
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第133図　土器群18出土遺物実測図4（S＝1／3）

ー110－

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

二子二十÷二∴一一十一一　＿　一二一二1



肥厚して面をもち、3条の沈線文を施す。胴部最大径に刺突文あり。5は口緑部が上に拡張して面を

もち3条の沈線文を施す。6は複合日録のもので、端部は丸くおさめ突出部はわずかに下に出る。口

線画には貝殻腹緑による7条の擬凹線文が施される。内面頚部が上がり受け口状に平坦面をもつ。131－

1～13、132－1～5は嚢である。131－1～4はなだらかな肩部から頚部、口綾部へと移行し、

目線はわずかに肥厚し始める1から上へ肥厚して面をもち2条の凹線文を施す4までに順次移行し、

それにともない胴部も徐々に張るようになる。131－5～132－5までは複合口緑の嚢で、基本的に

は、口緑端部が丸くおさまり突出部が膨らみをもって横にわずかに出、口線画には貝殻腹緑による擬

凹線文を施す厚手の口綾部に、それに対してやや薄手の器壁をもつものである。ロ緑長が徐々に長く

なるにつれ、口緑面の擬凹線文も条数を増し、そのうち施文後に撫消しを採用するようになる。131－

10は肩部に刺突文を、131－13は肩部に貝殻原体による簾状文を、132－2は肩部に口緑部と同

じ原体で平行沈線を施す。132－6は断面矩形鍔状の貼付突帯文を有する胴部破片である。132－7

～14は底部である。しっかりした平底の底部7・8から底径及び器壁も徐々に小さく薄くなり、底部

稜線があまく不明瞭な平底14となる。10は底面に網代痕が残っている。132－15～17は高杯で

ある。15は直立する口緑部面に5条の凹線文を施す杯部破片である。16・17は脚部で、16は小破

片であるが、透かしが2孔あけてあり、脚裾部では4条の凹線文の痕跡が観察できる。17は脚裾部が

複合口線状で接合部に粘土塊を詰め、器壁も厚いため重量感があり、また外面には朱塗りが施してあ

る。胎土が赦密で、在地の胎土とは違うようである。132－18は鉢である。「く」の字状に屈曲した

頚部より口緑部に至り、口緑は上下にわずかに肥厚し面をもつ。外面胴部には縦方向の、細かい原体

によるミガキ調整が施されている。133－1～8は鼓形器台である。筒部がまだ長く、受部、脚部と

もに複合口線状で端部は膨らませて丸くおさめ、突出部は斜め方向に引き出す。面には多条の擬凹線

文を施すもの2・4・5～7、のちに撫消しを行うもの1・3・8がある。脚部内面はほとんどがケ

ズリ調整を行っている。あと図化していないが、内外面に漆を塗った小破片が1点出土している。

註1正視してみると、スタンプ文に多く措かれている鳥形のようにも捉えうる。
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項I。玉匿0濫匿遺稿（這藍亀鑑鞄恕転句出土遺物《第詞慧埼～『短詞囲う

遺構にともなわない遺物は、I区を中心に多数出土している。基本的には反転復元の可能なものを

図化した。また壷・嚢類はロ緑部破片の量の多さと底部破片の出土量から、全体復元可能なものを期

待したが、破片の磨滅と器壁の薄さのためにほとんどが復元できなかった。

土器群20・21は第3図に平面図が掲載してあるが、Aグリッド、Bグリッド間はセクションベルト

を設定していたため現地で図化することができず空白となってしまった。両土器群は平面的に集中を

みせてはいるが、堆積土が11層灰色砂で南北方向の溝状の落ち込み内からの出土遺物であり、この1

1層は一度に流されてきたような堆積状況で、土器の風化が最もひどかった。また土器も当遺跡内で

時期の最も古いタイプのものから最も新しいタイプのものまで出土した。全部を考慮するとこの土器

群は洪水などにより地を換り流れてきた2次的な堆積物であろう。土器群20・21からはかなりの量の

遺物が出土しているが、紙面の都合上などにより、当土器群の特徴を捉えうるものをのみ図化した。

以下個々の説明は観察表にかえる。
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第134図I区遺構外出土遺物実測図1（S＝1／3）
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辱罰配

第135図I区遺構外出土遺物実測図2（S＝1／3）
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第136図I区遺構外出土遺物実測図3（S＝1／3）
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10cm

第137回I区遺構外出土遺物実測図4（S＝1／3）
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第138図I区遺構外出土遺物実測図5（S＝1／3）
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第139図I区遺構外出土遺物実測図6（S＝1／3）
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第140図I区遺構外出土遺物実測図7（S＝1／3）
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第141図I区遺構外出土遺物実測図8（S＝1／3）
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第142図I区遺構外出土遺物実測図9（S＝1／3）
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第143図I区遺構外出土遺物実測図10（S＝1／3）
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第144図II区遺構外出土遺物実測図＝（S＝1／3）
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第145図I区遺構外出土遺物実測図12（S＝1／3）
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第146図I区遺構外出土遺物実測図13（S＝1／3）
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第147図I区遺構外出土遺物実測図14（S＝1／3）

ー126－

10cm

上二．＿」＿二王二二　‥一一「……一一一　‥　＿＿」



譲〕

＼（肱

3

＿＿＿＿壬、

第148図I区遺構外出土遺物実測図15（S＝1／3）
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第149図I区遺構外出土遺物実測図16（S＝1／3）
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第151図I区遺構外出土遺物実測図18（S＝1／3）
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第153図I区遺構外出土遺物実測図20（S＝1／2）
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第161図II区遺構外出土遺物実測図及び拓影5（S＝1／1）

5。遺物観察表、その他0石器一覧表

挿図番号　図面番号一図面内の個々の番号

器種　　破片のみで器形の不明なものは、部首を示した

法量　　カッコ内は残存率を示す．部所を示したものはその部所に対しての残存率、残存率の不明

なものはその部所の破片と記す

胎土0色調0焼成

①胎土　砂粒の大きさと鉱物名。（）内は視覚的に量の多いものから記した

特に赦密なものは明記した

②色調　褐色を標準に視覚的に捉えうる色調を示す

③焼成　焼き物全体として、良好・普通・不良と分類した

形態0手法の特徴

ほぼ全体的に記述した

計測値　　ほぼ最大長、最大幅、最大厚を測定した．有孔のものは厚さに孔径を記述した
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平成5年度調査丑器観察表

挿図番号 出土地点 器　　 種 法．　量（cm） ①胎土　　 ②色調　　 ③焼成 形　態 ・ 手　法　の　特　徴 備　　 考

11－1 S K lO 餐 口径　　 13．5 ①微砂粒子（石英・長石・角閃石など）含む 頸部が 「く」の字状に屈曲し、口縁端部は上下に肥厚し、端面 口縁部外面に
（口縁部 1／7存） ②黄褐色　③普通 には浅い3条の沈線文を施す

内外面ともナデ調整
黒斑あり

11－2 S K lO 聾 （口縁部破片） ①1mm前後の砂粒子（石英・長石など）含む 頸部からわずかに外傾して複合口縁となり、端部を丸くおさめ
②淡黄褐色　③普通 る．突出部は出ない．口綾部に8条の沈線文を施す

風化著しく調整不明

11－3 S K lO 餐 （ロ縁部破片） ①微砂粒子（石英・長石・金雲母など）含む 複合口縁で端部はまっすぐに引きのばし、突出部は横にゆるく 口綾部外面に
②暗橙褐色　③普通 出る

内外面ともナデ調整
黒斑あり

11－4 S K lO 小型餐 口径　　　　 8．6 （9 1mm大の砂粒子 （石英など）多く含む 複合口録で端部を引きのばし丸めて終えている．胴部ほぼ中央
（ミニチュ 最大径　　 9．6 ②黄橙褐色　③普通 に最大径あり、かなりの胴張り
ア土器） 器高　　　　 7．0

（ほぼ完形）
肩部に上から列点文、5～6条の平行沈線文、列点文が施して

ある
外面及び内面口縁部ナデ調整、内面頸部以下ケズリ調整

11－5 S K lO 高　　 杯 底径　　 13．5 ①1mm前後の砂粒子 （石英など）含む 脚裾部は断面矩形で平坦面をもちわずかに反る．5条の凹線文
（脚部 1／5存） ②黄褐色　③普通 を施し、直立ぎみの脚である

外面及び内面裾部ナデ調整、脚部ケズリ調整

13－1 S K 12 餐 （頸部破片） ①1mm前後の砂粒子 （石英・長石など）多 頸部に指頭圧痕文帯
く含む　②暗黄褐色　③普通 内外面ともナデ調整

13－2 S K 12 底　　 部 底径　　　　 6．7 ①1mm前後の砂粒子（石英・長石など）多く含 しっかりした平底
（底部 1／4存） む　②外面黒褐色、内面黄褐色　③普通 外面ミガキ調整、内面ケズリ調整

13－3 S K 13 餐 （ロ縁部破片） （∋1～2mm大の砂粒子 （石英・長石など）多 口縁部に4灸の浅い沈線文、部分的に撫消し
く含む　 ②暗黄褐色　③普通 外面及び内面口綾部ナデ調整、内面頚部以下ケズリ調整

13－4 S K 13 注口土器 残存長　　 7．3 ①微砂粒子（石英・長石・赤色粒子など）含 上向きで、先端が薄く先細りになる．接合方法は、胴部自体に

接合部径　 4．4
（注口部分）

む （9 淡黄褐色　③普通 も突起をつけそこへ注口部をはさみこみ貼り付ける
胴部内面ケズリ調整、注口部風化著しく調整不明

13－5 S K 14 餐 （口縁部破片） ①1mm以下の砂粒子 （石英・長石など）多 複合口縁で口綾部に8条以上の平行沈線文を施す
く含む　②暗黄褐色　③普通 内外面ともナデ調整

13－6 S K 14 餐 （頸部破片） （D lmm以下の砂粒子（石英・長石など）含む 薄手の聾で複合口縁となる
（診暗黄褐色　③普通 外面及び内面口綾部ナデ調整、内面頸部以下ケズリ調整

13－7 S K 14 餐 （口縁部破片） ①微砂粒子 （石英・長石など）含む 薄手の複合口縁で、端部は引きのばしておさめる．突出部はあ
②黄橙褐色　③普通 まり出ない

内外面ともナデ調整

13－8 S K 14 底　　 部 底径　　　　 5．0 ①1mm大の砂粒子 （石英・長石など）含む 小ぶりだけれどしっかりした平底、底面に板目が観察できる
（底部 1／5存） ②外面暗橙褐色、内面黄褐色　③普通 外面ミガキ調整、内面ケズリ調整

13－9 S K 15 幾 （口綾部破片） （D lmm以下の砂粒子（石英・長石など）含む 口縁端部上下に肥厚し3条の凹線文を施す
②黄褐色　③普通 内外面ともナデ調整

13－10 S K 15 賓 （口縁部破片） ①微砂粒子 （石英など）含む 薄手の複合口縁、端部はわずかに平坦面をつくり、外方に気持
②黄褐色　③普通 ちだけ曲げている

外面及び内面口綾部ナデ調整、内面頸部以下ケズリ調整

13－11 S K 15 低 脚杯 接合部径　 3．5 ①1mm前後の砂粒子 （石英など）含む 少し長めの脚柱部から外反して裾部がでる．杯部はやや深みの

（1／3存） ②外面黒褐色～黄褐色、内面黄褐色 ある立ち上がりを呈す
③普通 外面ナデ調整、接合部付近に指押さえ痕、内面へラミガキ調整

か

17－1 S K 17 幾 口径　　 16．1 （》1mm以下の砂粒子 （石英・長石・金雲母 頸部が 「く」の字状に曲がり口縁端部を丸くおさめる
ノ（口綾部 1／9存）’など）含む　②暗黄褐色　あ③普通 内外面ともナデ調整

17－2 S K 17 餐 口径　　　 20．0 ①微砂粒子 （石英・長石・金雲母など）及 頸部が 「く」の字状に曲がり口縁端部をわずかに肥厚さす

（口緑部 1／4存） び数点の2～10mm大の大粒の砂粒子含む 外面胴部上半以上ナデ調整、以下パケ目調整．内面ナデ、パケ

②黄褐色　③普通 目調整

17－3 S K 17 喪 口径　　　 15．0 （∋微砂粒子（金雲母・石英など）多く含む 薄手の複合口緑をもつ嚢．最大径が胴部1／3上半にあり、倒卵 外面胴部に煤
最大径　 17．0 ②灰黄褐色　③普通 形を呈する．口縁端部は引きのばし、突出部は横へ引き出す． 付着、特に最
器高　　　 20．2 肩部にパケ目原体と同様の施文具にて10条の平行沈線文、6～7 大径付近にお
（1／2存） 条の波状文を施す

外面波状文以上ナデ調整、平行沈線文以下パケ目調整．内面頸
部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

こげがこびり

付く

17－4 S K 17 底　　 部 （底部破片） ①1mm以下の砂粒子 （石英・長石・金雲母 しっかりした平底
など）含む　②暗黄褐色　③普通 外面底部まわりヨコナデ、上位タテナデ調整．底面ケズリのち

ナデ調整、内面ナデ調整で指頭圧痕あり

17－5 S K 17 鼓形器台 口径　　 19．6 （》微砂粒子 （石英・長石・角閃石・橙色粒 かなり縮約されたタイプ．数ヶ所浅い沈線を施している．脚部

筒部径　　 9．5 子など）に混ざり、2mm大の砂粒子少し含 内面に沈線1条観察されるため、初め受部としようとしたもの
底径　　 18．0

器高　　 11．2
（2／3存）

む　②黄橙褐色　 ③普通 を脚部に逆転したと思われる

風化著しいが、全体にナデ調整と思われる

17－6 S K 17 鼓形器台 筒部径　 11．9 （9 1mm大の砂粒子 （石英・長石など）を少 薄手になりつつあり無文
（筒部 1／8存） し含む　②黄橙褐色　③普通 内外面ともナデ調整、内面筒部は風化著しく調整不明

17－7 S K 17 鼓形器台 （脚裾部破片） （》微妙粒子 （石英・長石など）多く含む
②暗黄褐色　③普通

外面及び内面裾部ナデ調整、内面脚部ケズリ調整

17－8 S K 17 鼓形器台 底径　　 19．5

（脚裾部 1／8存）

（り1mm以下の砂粒子 （石英・長石・角閃石

など）多く含む　 ②黄橙褐色　③普通

外面及び内面裾部ナデ調整、内面脚部ケズリ調整
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挿図番号 出土地点 器　　 種 法　　 畳（cm） ①胎土　　 ②色調　　 ③焼成 形　 態 ・ 手　 法　 の　 特　 徴 備　　 考

13－12 S K 18 底　　 部 底径　　　　 7．0 ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石 ・金雲母な 着地部に平坦面をつ くるしっかりした上げ底の底部．平底に成
（底部 1／2存） ど）及び数個の7～8mm大の大粒の砂粒子を 形したのち貼り付けて脚台部を成形している

含む　 ②外面黄褐色、内面暗褐色　 ③普通 外面ナデ調整、内面ケズリ調整

14－1 S K 19 餐 （口綾部破片） ①微砂粒子 （石英 ・角閃石など）．含む 頸部から 「く」の字状に屈曲し、口綾部は上に肥厚し面をつく
②暗黄褐色　 ③普通 り3条の凹線文を施す

内外面ともナデ調整

14－2 S K 19 餐 （口縁部破片） ①微砂粒子（石英 ・金雲母など）若干含む 複合口縁で、端部をまっすぐに引きのばし、突出部を横へわず 外面所々煤付
②黄褐色　 ③普通 かに引き出す．内外面ともナデ調整 着

14－3 S K 19 高　　 杯 口径　　　 21．7 ①微砂粒子 （石英 ・長石 ・金雲母など）及 浅めで直線的な立ち上がりをみせ、端部はわずかに内側へおさ 胎土は在地の
（杯部 1／5存） び若干の2～3mm大の砂粒子含む めている 弥生土である

②外面黄褐色、内面暗褐色　 ③普通 外面ナデ調整、内面 ミガキ調整 と思われる

14－4 S K 19 鼓形器台 （受部破片） ①微砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石など）若

干含む　 ②淡黄橙褐色　 ③普通

外面ナデ調整、内面 ミガキ調整

19－1 S K 20 餐 （口綾部破片） ①1mm大の砂粒子（石英 ・・長石など）含む ・口縁部を上下に肥厚させ、できた面に凹線状の段をナデにより
②淡黄褐色　 ③普通 つくり出している

内外面ともナデ調整

19－2 S K 20 餐 （胴部破片） ①1mm大の砂粒子（石英 ・長石など）含む
②淡黄褐色　 ③普通

外面及び内面頸部ナデ調整、内面頸部以下ケズ リ調整

19－3 S K 20 底　　 部 底径　　　 6．7 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・金雲母 底部は厚くないが、 しっかりした平底 底面に黒斑あ
（底部 1／5存） など）多く含む　 ②暗黄褐色　 ③普通 外面ナデ、パケメ調整．底面ナデ調整、内面ケズ リ調整 り

19－4 S K 20 高　　 杯 （杯部破片） ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石など）含む 水平口綾部の鍔の部分である．口綾部から．湾曲しわずかに垂下 胎土は在地の
②暗黄橙色　 ③普通　　　　　　　　　 や している・端部には刻目を施す・折曲部の上執 事わずかに突出

する
内外面ともナデ調整

もの で ある
が、器形は北
部九州系

14－5 S K 22 餐 （口綾部破片） ①1mm大の砂粒子 （石英など）多く含む 頸部から 「く」の字状に屈曲し、口縁端部はわずかに肥厚し平
②外面暗黄褐色、内面黒褐色　 ③普通 坦面をつくる

内外面ともナデ調整

14－6 S K 22 餐 （口綾部破片） ①微砂粒子 （橙色粒子）若干含む 頸部から「く」の字状に屈曲し、口縁端部を上へ肥厚させている
②淡黄褐色　 ③不良 内外面ともナデ調整

14－7 S K 22 餐 （口縁部破片） ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石など）含む 頸部から 「く」の字状に屈曲し、口縁端部を上へ肥厚させた面
②外面灰黄褐色、内面黄橙褐色　 ③普通 に2条の沈線文を施す

内外面ともナデ調整

14－8 S K 22 底　　 部 底径　　　　 5．1 ①1mm大の砂粒子（石英 ・長石など）含む 薄手だがしっかりした平底
（底部 1／2存） ②外面暗黄橙褐色、内面黒褐色　 ③普通 外面ミガキ調整．底面ナデ調整．内面ケズリ調整

14－9 S K 22 底　　 部 底径　　 14．2 ①1～2mm大の砂粒子（石英 ・長石など）多く 厚手の大きいしっか りした平底 外面に黒斑あ
（底部 1／4存） 含む　 ②外面暗黄橙褐色、内面暗灰黄褐色

③普通
外面ミガキ調整、内面風化著 しく調整不明 り

14－10 S K 24 餐 （口縁部破片） ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・長石など）含 上下に肥厚 し、断面 「T 」の字状の面に3条の凹線文を施す
む　 ②淡黄褐色　 ③普通 ・内外面ともナデ調整

21－1 S K 26 聾 （口綾部破片） ①微砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石など）含 口綾部わずかに上下に肥厚し、平坦面に1条の沈線文を施す
む　 ②暗黄褐色　 ③普通 内外面ともナデ調整

21－2 S K 26 餐 （口綾部破片） ①微砂粒子 （石英 ・長石など）含む 頸部から膨 らみをもたせて口綾部へ．口綾部は上へ肥厚させ、 外面頸部に煤
②灰黄褐色　 ③普通 平坦面には凹みをつくる

内外面ともナデ調整
付着

24－1 S K 27 餐 （口綾部破片） ①1mm大の砂粒子（石英 ・長石など）含む 口綾部わずかに上下に肥厚して面をもち2条の沈線文を施す
②淡黄褐色　 ③不良 内外面ともナデ調整

24－2 S K 27 餐 （口綾部破片） ①1mm以下の砂粒子、微砂粒子（石英・長石・ 口綾部がのび、複合口緑化 しつつあるタイプ．口縁面に3条の
金雲母など）多く含む ②暗橙褐色 ③普通 凹線文を施す

内外面ともナデ調整

24－3 S K 27 聾 口径　　　 15．2 ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・金雲母 複合口縁で端部を外反させ引きのばし突出部はわずかに下へ出る
（口綾部 1／6存） など）含む　 ②褐灰色　 ③普通 外面及び内面頸部以上ナデ調整．内面頸部以下ケズリ調整

24－4 S K 27 幾 口径　　　 17．3 （∋微砂粒子 （石英 ・金雲母など）含む 複合口縁で端部は引きのばし、突出部正わずかに横へ引き出

（口綾部 1／4存） ②淡黄褐色　 ③普通 す．肩部に6条の平行沈線文、その下に1条の沈線文を施工後、

へラ状工具による「ノ」の字の刺突文
外面及び内面頸部以上ナデ調整、頸部以下ケズリ調整．内面頸
部に指頭圧痕あり

24－5 S K 2 7 餐 口径　　 17．6 ①微砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石など）若 複合口縁で端部は丸くお さめ、突出部は出ない
（ロ綾部 1／12存） 干含む　 ②黄褐色　 ③普通 内外面ともナデ調整

24－6 S K 2 7 餐 口径　　 17．8 ①微砂粒子 （石英 ・金雲母など）含む 複合口縁で端部は外に折 り平坦面をつくる．突出部はわずかに 口綾部に黒斑
（ロ縁部 1／8存） ②黄褐色　 ③普通 斜め下に出る

内外面ともナデ調整
あり

24－7 S K 27 聾 口径　　 15．7 ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石など）含む 複合口縁で端部丸くおさめ、突出部はわずか斜め下方に出る．
（口綾部 1／8存） ②黄橙褐色　 ③普通 口縁面は強いナデにより浅い沈線が入る

内外面 ともナデ調整

24－8

24－9

S K 27

S K 27

餐

幾

口径　　　 22．7 ①微砂粒子 （石英 ・金雲母など）含む 複合口緑で端部は外へわずかに折り丸 くおさめ、突出部は強く
（口縁部 1／7存）

（口綾部破片）

②黄橙褐色　 ③普通

①微砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 ・金雲母

意識して横方向へつくり出している
内外面ともナデ調整

複合口縁で端部わずかに肥厚 して平坦面をつくり、突出部は横
など）含む　 ②黄褐色　 ③普通 へ引き出す

内外面ともナデ調整
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24－10 S K 27 餐 口径　　　 21．0 ①1～2mm大の砂粒子 （石英など）含む 複合 口縁で端部はわずかに肥厚 し平坦面をつくり、突出部は強
（口綾部 1／7存） ②暗黄褐色　 ③普通 く意識 して横へ出す．丸 く張 り出す肩部にへ ラ状工具による

「ノ」の字の連続刺突文が2条施 してある

外面下段の刺突文以上及び内面頸部以上ナデ調整、外面以下パ
ケ目調整、内面以下ケズリ調整

24－11 S K 27 餐 頸部径　 11．8 ①微砂粒子 （金雲母など）含む 器壁が薄手で24－4～10の胴部であろ う．肩部に 「ノ」の字の
（頸部～胴部破片） ②黄褐色　 ③普通 刺突文の痕跡あり

外面頸部ナデ調整、以下パケ目調整．内面頸部ナデ調整、以下

ケズリ調整

24－12 S K 27 底　　 部 底径　　　　 7．5 ①1～2mm大の砂粒子 （石英など）含む しっかりした平底
（底部 3／4存） ②外面黄橙色、内面黒褐色　 ③普通 内外面ともナデ調整と思われる

24－13 S K 27 鉢 （ロ縁部破片） ①微砂粒子 （石英 ・長石など）若干含む 無頸のタイプで、端部に平坦面をもち胴細に凹線文を施す
②淡黄褐色　 ③普通 内外面ともナデ調整

24－14 S K 27 高　　 杯 接合部径　 5．5 ①1～2mm大の砂粒子 ・（石英 ・長石 ・金雲母 接合法は底からしぼり、貼り付けているため不明．脚の基部を
（1／3存） など）含む　 ②黄褐色 ．．③普通 広めにしっか りと付け、広がりぎみの脚を付ける

外面パケ目調整．杯部内面ナデ調整．脚部内面ナデ しぼり調整

24－15 S K 27 高　　 杯 接合部径　 3．7 ①微砂粒子 （石英 ・金雲母など）含む 円盤充填法で接合してある．しっかりした杯と比べると細身の
（杯部破片） ②淡黄褐色　 ③普通 脚が直立ぎみにのびる

師部内外面ともナデ調整．脚部外面ナデ調整、内面ケズリ調整

24－16
夢

S K 27 高　　 杯 接合部径　 4．6 ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 円盤充填法で接合．しっかりした杯部
（杯底部完） など）含む　 ②黄橙褐色　 ③普通 内外面ともナデ調整

24－17 S K 27 高　　 杯 （師部破片） ①微砂粒子（石英 ・金雲母など）若干含む 円盤充填法の痕跡あり 外面に朱塗 り
②淡黄橙褐色　 ③普通 ’ 内外面ともナデ調整 痕あり

24－18 S K 27 鼓形器台 底径　　　 19．0 ①微砂粒子 （石英 ・角閃石 ・長石など）若 器壁が薄く、脚裾部は丸くおさめる
（脚部 1／7存） 干含む　 ②黄橙褐色　 ③普通 外面及び内面裾部ナデ調整．内面脚部ケズリ調整

24－19 S K 27 鼓形器台 （脚部破片） ①微砂粒子 （石英 ・長石など）含む 裾部が長 くなだらかにのびている

②にぷい黄褐色　 ③普通 外面及び内面裾部ナデ調整．内面脚部ケズ リ調整

22－1 S K 28 胴　　 部 （胴部破片） ①1～2mm大の砂粒子 （石英など）含む 胴部に5点単位の連続列点文がめぐる
②暗黄褐色　 ③普通 外面パケ目調整．内面ナデ調整

22－2 S K 28 底　　 部 底径　　　　 6．5 ①1～2m 大の砂粒子（石英・長石など）多 く 平底
（底部 1／6存） 含む ②外面暗黄褐色、内面暗褐色 ③普通 外面ミガキ調整．底面ナデ調整∴内面パケ目調整

22－3 S K 28 高　　 杯 （脚部破片） ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・角閃石など） 脚端部は肥厚して面をもち、断面角を接点にした三角形状．脚
若干含む　 ②黄褐色　 ③普通 部には多条の凹線文を施す

内外面ともナデ調整

26－1 S K 29 士互E 口径　　　 24．5 ①1～2mm大の砂粒子 （石英など）含む 厚ぼったい複合口縁で端部は丸くおさめ、突出部を下に引き出
（口綾部 1／12存） ②黄褐色　 ③普通 している

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズ リ調整

26－2 S K 29 士ヨ互 （口綾部破片） ①1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・金雲母な 短めの複合口縁で端部を丸ぼったくおさめ、突出部は下へ引き
ど）含む　 ②暗黄褐色 （9 普通 出す

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズ リ調整

26－3 S K 29 ーニ量ご曇互 （口綾部破片） （り1mm大の砂粒子（石英 ・長石など）含む 厚ぼったい複合口縁で端部は肥厚させ面をら くり丸くおさめ、

②外面暗褐色、内面黄褐色　 ③普通 突出部はわずか下に引き出す
内外面ともナデ調整

26－4 S K 29 餐 口径　　 15．0 （り微砂粒子 （石英 ・長石など）含む 短く 「く」の字状に屈曲 した頸部から口縁端部をわずかに肥厚
（頸部 1／7存） ②暗黄褐色　 ③普通

ぬ

させ2 条の沈線文を施す．胴部最大径に5 点単位の連続列点文

を施す
内外面ともナデ調整．ただ し胴部最大径以下にケズリ痕が認め

られる

26－5 S K 29 餐 口径　　 11．2 ①微妙粒子 （石英など）及び2～4m m大の砂 厚ぼったい複合口縁で端部はわずかに肥厚させ丸くおさめ、突
（口縁部 1／8存） 粒子若干含む　 ②暗黄褐色　 ③普通 出部は下に引き出す

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

26－6 S K 29 底　　 部 底径　　　　 7．5 ①1～2mm大の砂粒子（石英 ・長石など）含む しっか りした平底
（底部 1／4存） （診淡黄褐色　 ③普通 外面ミガキ調整、底面及び底部まわ りナデ調整．内面ミガキ調整

29－1 S K 30 大 型 壷 口径　　　 41．1 （り1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・金雲母 複合 口縁で端部はわずかに肥厚 し平坦面をつくり丸 くお さめ 29－2と酷似、
（口綾部 1／7存） ・角閃石など）及び若干の2～4mm大の砂粒 る．突出部はあまり出ない．口綾部に沈線文を施 してあるが風 胴部に黒斑あ

子含む　 ②暗黄褐色　 ③やや不良 化著しく不明．頸部にも同様な沈線文が7条以上施してある

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整
り

29－2 S K 30 大 型 壷 頸部径　　 36．3 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・金雲母 頸部に19条の沈線文を施し、その下に 「ノ」の字の刺突文をめ 29－1と酷似、
（頸部1／7存） ・角閃石など）及び若干の2～4mm大の砂粒 ぐらす 胴部に黒斑あ

子含む　 ②暗黄褐色　 ③やや不良 外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整 り

29－3 S K 30 嚢 （口縁部破片） （9 1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石など）含 ロ綾部が上下に肥厚 し面をもち2条の沈線文を施す
む　 ②黄褐色　 ③普通 内外面ともナデ調整

29－4 S K 30 餐 （口綾部破片） ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 「く」の字に曲がった頸部から口縁部 となり上下に肥厚 して口
など）含む　 ②外面暗褐色、内面淡黄褐色 縁部が長くなってくる．口縁面に3条の沈線文が施してある．
③普通 外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

29－5

29－6

S K 30

S K 30

餐

餐

口径　　 14．6 （9 1mm以下の砂粒子（石英 ・長石など）含む 厚ぼったい複合口縁で端部をわずかに肥厚させ丸くおさめ、突
（口綾部 1／10存）

口径　　　 22．3

②暗黄褐色　 ③普通

①微砂粒子 （長石 ・石英など）含む

出部は出ない．口録面に7条の貝殻腹緑による沈線文を施す
外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

複合口縁で端部をまっすぐ引きのばし止める．突出部はあまり
（口綾部 1／5存） ②外面黒褐色、内面暗黄褐色　 ③普通 出ない．かなり薄手

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整
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29－7 S K 30 餐 頸部径　 10．8 ①1mm大の砂粒子（長石 ・金雲母など）含む 器壁の薄い複合口縁の胴部であろう．肩部に平行沈線文の痕跡
（頸部 1／5存） ②暗黄褐色　 ③普通 あり

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

29－8 S K 30 底　　 部 底径　　　 9．2 ①1～2mm大の砂粒子（石英 ・長石な ど）含む しっかりした平底 底部片辺に黒
（底部完形） ②淡黄褐色　 ③普通 外面底部まわり及び底面ナデ調整、外面胴部へラミガキ調整、

内面風化著 しく調整不明
斑あり

29－9 S K 30 底　　 部 （底部破片） ①1m 大の砂粒子 （石英 ・長石など）含む 平底
②暗黄褐色　 ③普通 内外面ともナデ調整、また内面指押さえ痕あり

29－10 S K 30 底　　 部 （底部破片） ①微砂粒子 （石英 ・長石など）含む 平底と思われる
②外面暗橙褐色、内面淡黄褐色　 ③普通 外面底部まわり及び底面ナデ調整、胴部へラミガキ調整

29－11 S K 30 鉢 （胴部破片） ①1mm大の砂粒子 （石英 ・金雲母など）含む 厚手の直立ぎみの胴部で口綾部は欠損 し七いるため形態は不明 胴部～頸部付
②暗黄褐色　 ③やや不良 である

外面荒いパケ目調整、内面荒いナデ調整
近に黒斑あり

29－12 S K 30 高　　 杯 底径　　 11．5 ①1～2mm大の砂粒子（石英 ・長石など）含む 1脚裾部の端面は肥厚 して面をもち上向きに反る．脚部には8条
（脚部 1／6存） ②黄褐色　 ③普通 の断面三角形のしっかりした沈線文を施す

外面ナデ調整、内面縦横に施 したケズ リ調整

29－13 S K 30 高　　 杯 （杯部破片） ① 1m 以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・金雲母 接合方法は円盤充填法
など）含む　 ②黄褐色　 ③普通 外面風化著しく調整不明、内面ナデのちパケ目調整

31－1 S D O4 須 恵 器 口径　　　 12．1 ①1mm大の砂粒子若干含む かえりは長めだが、小ぶ りのタイプである
杯　　 身 （口縁部 1／10存） ②灰色　 ③良好 内外面ともナデ調整

36－1 S D O6 短 頸 壷 口径　　　 12．2 ①微砂粒子 （長石など）1若干含む わずかに肥厚 して面をつ くった短い口綾部をもち胴部が外へ開
（口縁部 1／8存） ②暗黄褐色　 ③普通　　　　　　　　　 や いていく

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

36－2 S D O6 餐 （口綾部破片） ①微砂粒子 （石英 ・長石など）若干含む 「く」の字に曲がった頸部から、わずかに肥厚 し面をもった口
②淡黄褐色　 ③やや不良 縁部に移行する

内外面ともナデ調整

36－3 S D O6 餐 （口縁部破片） ①微砂粒子 （石英 ・長石など）含む 頸部に指頭圧痕文帯を貼り付け、口縁部はわずかに上へ肥厚し
②黄橙褐色　 ③普通 て面をつくり刻目を施す

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下は単位の広いパケ目か当

て具痕か、幅の広い沈線状の調整がなされている

36－4 S D O 6 饗 （口縁部破片） ①1mm大の砂粒子 （長石 ・石英など）若干 口綾部は上下に肥厚 して面をつ く、り、ナデによる浅い沈線状の
含む　 ②黄褐色　 ③普通 沈線文を3条施す

内外面ともナデ調整

36－5 S D O6 襲 口径　　 17．1 ①微砂粒子 （石英 ・角閃石など）若干含む 口綾部が上下に肥厚して面をもち、3条の凹線文を施す．また
（口綾部 1／10存） ②黄褐色　 ③普通 内面頸部に1条の沈線が入る

内外面ともナデ調整

36－6 S D O6 褒 （口縁部破片） ①微砂粒子 （石英 ・角閃石など）若干含む 厚手の頸部から複合口緑化した口縁部に移行する．端部は丸く
②淡黄橙褐色　 ③やや不良 おさめ、突出部は丸めに出している

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

36－7 S D O6 餐 口径　　 15．7 ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・角閃石など） 複合口縁で、端部はわずかに肥厚させ丸くおさめている．突出
（口縁部 1／9存） 含む　 ②黄褐色　 ③普通 部はわずかに下に出、4条の凹線文を施す ．＿

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

36－8 S D O6 餐 （口縁部破片） ①1～2mm大の砂粒子（長石な ど）多く含む 複合口緑化したもので、突出部が今だあまく、端部は丸くおさ
②暗褐色　 ③やや良好 め」面には8条の細い沈線文を施す

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズ リ調整

36－9 S D O6 餐 （口綾部破片） ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・長石など）多 複合口緑化した短い口綾部で、端部は肥厚 し丸くおさめ、突出
く含む ’②暗茶褐色　 ③普通 部は丸く横へ出、3条の凹線文を施す

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズ リ調整

36－10 S D O6 聾 口径　　 17．2 ①1～2mm大の砂粒子 （石英など）含む 湾曲した頸部から複合口縁へと続く．端部は丸くおさめ、突出
（口綾部 1／7存） ②暗黄褐色　 ③普通 部はわずかに下へ出、6条の貝殻腹縁による擬凹線文を施す

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズ リ調整

36－11 S D O6 蛮 口径　　 13．5 ①1mm以下 （1粒だけ2mm大あ り）の砂粒子 薄手の複合口縁で端部は引きのばしておさめ、突出部は出な
（口縁部 1／8存） （石英など）含む　 ②黄褐色　 ③やや不良 い．肩部に平行沈線文らしい痕跡あり

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

36－12 S D O6 饗 （口綾部破片） ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石など）含む 薄手の複合口縁で端部は引きのばし、突出部は横へ引き出す
②暗黄橙褐色　 ③普通 外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

36－13 S D O6 蛮 口径　　 15．7 ①微砂粒子 （長石 ・石英など）含む 薄手の複合口縁で端部は引きのばし、突出部は斜め下方に引き 口綾部に1ケ
（口綾部 1／2存） ②淡黄褐色　 ③普通 出す．肩部に平行沈線文、内面口綾部は強いナデにより3条の

凹線を施す
外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

所煤付着

36－14 S D O 6 胴　　 部 （胴部破片） ①1mm以下の砂粒子 （石英など）含む 飾 りつけられた胴部で、上から指頭圧痕文帯、7条の平行凹線
②暗褐色　 ③普通 文、縦パケ目、波状文．

内面頸部指頭圧痕あ り、頸部以上ナデ調整、以下ミガキ調整、

胴部最大径にパケ目調整

36－15 S D O6 底　　 部 （底部破片） ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・長石など）含む しっかりした平底
②外面暗橙褐色、内面暗黄褐色　 ③普通 外面風化著しく調整不明、内面ケズリ調整

36－16 S D O6 底　　 部 底径　　　　 4．5 ①1mm大の砂粒子（石英 ・長石など）含む 平底
（底部 1／3存） ②外面暗褐色、内面暗黄褐色　 ③普通 外面ナデ調整、内面ケズ リ調整

36－17 S D O6 底　　 部 底径　　　 4．7 ①1mm以下の砂粒子 （石英など）含む 平底
（底部 1／2存） ②外面黄橙色、内面暗褐色　 ③普通 外面ナデ調整、内面ケズ リ調整
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36－18 S D O 6 高　　 杯 口径　　　 27．0 （り1mm以下の砂粒子（石英・角閃石・橙色粒子 膨 らみかげんの胴部からわずかに屈曲して口綾部を引きのばす
（杯部 1／9存） ・金雲母など）含む　 ②黄橙褐色　 ③普通 内外面ともナデ調整

36－19 S D O6 高　　 杯 （杯部破片） ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・角閃石 ・金雲 36－18に比べて、一段と屈曲がなくなり、わずかにその痕跡を
母など）含む　 ②黄褐色　 ③普通 留めるのみ

外面ナデ調整、内面 ミガキ調整

36－20 S D O6 高　　 杯 （師部破片） ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 接合方法は円盤充填法
など）含む　 ②黄褐色　 ③普通 内外面ともナデ調整

36－21 S D O6 鼓形器台 口径　　　 23．9 ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石など）含む 直立ぎみの立ち上がりで、内面口緑端部直下に屈曲をつくる
（受部 1／10存） ②黄褐色　 ③普通 内外面ともナデ調整 と思われる

36－22 S D O 6 鼓形器台 底径　　 14．4
（脚部 1／5存）

（9 1mm以下の砂粒子（石英 ・長石など）含む
②黄褐色　 ③普通

外面及び内面裾部ナデ調整、内面脚部ケズリ調整 小ぶ りのもの

36－23 S D O 6 低 脚 杯 （脚部破片） ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・金雲母など） 脚部を貼 り付けた痕跡が断面にみられる
含む　 ②黄橙褐色　 ③やや不良 内外面ともナデ調整

37－1 S D O 8 饗 口径　　 17．4 ①微砂粒子（長石 ・石英など）含む 口縁部が長めの複合口縁で、端部は引きのばし、突出部は斜め
（口縁部 1／9存） ②暗黄褐色　 ③やや良好 下方へ引き出す．外面に外傾さすための強いナデによる凹凸あり．

外面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整．内面頸部以上ナデ調
整、以下ケズリ調整 と思われる

43－1 S D lO 士互E 口径　　　 25．4 ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石 ・橙色粒子 立ち上が りまっすぐな頸部にへラ状工具によって魚類の絵が描 サメ？を描い
（口綾部 1／4存） など）含む　 ②にぷい黄橙色　 ③普通 かれている．口綾部は指押さえにより外反 させ、厚みのある口

縁端部は平坦面をつくり、貼 り付け浮文を1ケ付ける
外面パケ目のちナデ調整、内面口綾部ヨマナデ調整、頸部指押
さえ

た絵画土器

134－1と同一
個体 と思われ

る

43－2 S D lO ・＝ヒ互E （口縁部破片） ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石 ・金雲母な 大きく開く広口壷の口縁部で、端部はわずかに上下に拡張 し、
ど）含む　 ②にぷい黄褐色、断面黒灰色 端面に3条の凹線文、内面に4条の凹線文を施す
③普通 内外面ともナデ調整

43－3 S D lO 一恵墨互 口径　　 14．0 ①1mm大の砂粒子（石英 ・長石など）含む 頸部から強く外反し、口綾部は肥厚して面をもち2条か3条の沈
（口綾部 1／8存） ②黄褐色　 ③普通 線文を施す

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

43－4 S D lO 二土ごヨ互 口径　　 11．3 ①1mm大の砂粒子（石英など）及び微砂粒子 頸部から外湾 しつつ口縁部へ移行し、口縁部は短い複合口緑で
（口縁部 1／6存） （角閃石など）含む　 ② 口縁部黄橙褐色、 3条の沈線文が施 される．頸部には貝殻による間隔の狭い羽状

以下暗褐色　 ③普通 文を施す
内外面ともナデ調整

43－5 S D lO 士雲互 頸部径　 18．4 ① 1～2mm大の砂粒子（石英 ・長石など）多 厚手の大型品と思われる．頸部に1条の凹線文を施す
（頸部 1／5存） く含む　 ②黄褐色　 ③普通 外面及び内面頸部ナデ調整、頸部より下ケズリ調整

43－6 S D lO 襲 口径　　　 23．3 （∋1mm以下の砂粒子（石英 ・長石など）多く 頸部をナデにより強くくびれさせ、ゆるい 「L 」字状に口綾部 外面頸部に煤
（口縁部 1／9存） 含む へ移行する．端部はわずかに上へ肥厚する．胴部は張らない 付着

②外面茶褐色、内面暗黄褐色　 ③普通 内面及び外面頸部以上ナデ調整、以下パケ目調整

43－7 S D lO 餐 口径　　 14．0 ①微砂粒子 （石英 ・角閃石 ・橙色粒子な 器壁が薄く、頸部が 「く」の字に屈曲し、端部はわずかに上へ
（口縁部 1／6存） ど）若干含む　 ②淡黄褐色　 ③やや良好 肥厚する

風化著しく調整不明

43－8 ・S D lO 饗 （口綾部破片） ①微砂粒子（長石 ・金雲母など）含む 頸部がゆるく 「く」の字に屈曲し、口縁端部はわずかに上へ肥
②黄褐色　 ③普通 厚 して1条の凹線文を施す

内外面ともナデ調整

43－9 S D lO 餐 （ロ縁部破片） ①1mm大の砂粒子（石英 ・角閃石 ・長石な 頸部に指頭圧痕文帯を施 し、口綾部は上へ肥厚 して2条の凹線
ど）含む　 ②淡橙褐色　 ③普通 文を施す

内外面ともナデ調整

43－10 S D lO 餐 口径　　　 21．2 （り1mm以下の砂粒子（角閃石 ・石英 ・長石な 頸部にへラによる圧痕文帯を施 し、・口綾部は上へ肥厚 して2粂
．（ロ縁部 1／5存） ど）含む　 ②淡黄褐色　 ③普通 の凹線文を施す

内外面ともナデ調整と思われる

43－11 S D lO 聾 （口縁部破片） （》微砂粒子（石英 ・角閃石など）若干含む 口縁端部は上に肥厚 し2条の沈線文を施す
（9淡黄褐色　 ③やや不良 内外面ともナデ調整

43－12 S D lO 饗 （口縁部破片） （り微砂粒子 （石英など）含む 頸部短く 「く」の字に外反し、口緑部は上下に肥厚 して、2条
②にぷい黄褐色、断面灰赤色　 ③やや不良 の沈線文を施す．胴部はやや張り出す

風化著 しく調整不明

43－13 S D lO 褒 （口緑部破片） ①微砂粒子（長石 ・石英 ・金雲母など）含む 口縁部がのびて複合 口緑化 したもの、端面に3条の沈線文を施す
②黄褐色　 ③普通 内外面ともナデ調整

43－14 S D lO 餐 （口縁部破片） ①1～2mm大の砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石 湾曲してのびる頸部からまだ短めの複合口縁 とな り4条の凹線
など）含む　 ②暗黄橙褐色　 ③普通 文を施す．端部は丸くおさめる

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリのちミガキ調整か ？

43－15 S D lO 聾 （口綾部破片） ①1mm大の砂粒子 （石英など）含む 長めに外反 した頸部から複合 口縁へと移行し、端部は丸 くおさ
②黄褐色　 ③普通 め、突出部は下に丸くおさめ、面には3条の凹線文を施す

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

43－16 S D lO 蛮 （口縁部破片） ①1～2mm大の砂粒子（石英 ・長石など）含む 太く短い頸部から複合口縁に移行し、端部は丸 くおさめ、突出
②暗黄褐色　 ③普通 部はわずかに出、面には貝殻腹縁による6条の擬凹線文が施さ

れる
外面ナデ調整、内面口綾部 ミガキ調整．頸部以下ケズ リ調整し

器壁を薄くする

43－17 S D lO 賓 口径　　 18．6 ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石な 複合口縁で端部は丸 くおさめ、突出部はあまり出ず、面には貝

（口縁部 1／10存） ど）含む　 ②外面暗黄褐色、内面にぷい黄 殻腹縁による浅い8条の擬凹線文を施 し、部分的に撫消 しを行
褐色　 ③普通 っている

外面ナデ調整、内面口綾部丁寧なナデ調整、頸部以下ケズリ調
整
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43－18 S D lO 蛮 （口綾部破片） ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石な 直線的にのびる複合日録で、端部は丸くおさめ、突出部は出な 外面に漆塗 り
ど）含む　 ②暗黄褐色　 ③普通 い・面には貝殻腹縁による7粂位の擬凹線文を施 し撫消 しを行

っている
外面ナデ調整、内面口綾部丁寧なナデ調整、頸部以下ケズリ調整

観察できる

43－19 S D lO 餐 （口綾部破片） ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石な 頸部か ら口綾部にかけてステップをもち直立ぎみの複合 口縁に
ど）含む　 ②外面灰褐色、内面黄灰褐色 移行する．端部はそのままおさめ、突出部はわずかに下へ出
③やや良好 る．口縁面はナデにより稜線が観察できるのみである

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

43－20 S D lO 餐 （口縁部破片） ①1m 以下の砂粒子（長石 ・石英 ・角閃石な 薄手の複合 口縁で、端部を引きのばし、突出部はあまり出ない
ど）含む ②にぷい黄褐色　 ③普通 風化著 しく調整不明

43－21 S D lO 蛮 （口綾部破片） ①微砂粒子（長石 ・石英 ・角閃石など）含む 複合口録で端部は外へ引きのばし始め、突出部は斜め下方へ少
②黄褐色　 ③普通 し出す

内外面ともナデ調整

44－1 S D lO 喪 口径　　　 16．7 ①微砂粒子 （石英 ・金雲母など）含む 複合 口縁で端部料外へ引きのば し、突出部はわずかに横へ出

（口縁部 1／10存） ②にぷい黄褐色　 ③普通 る．口縁面は強いナデにより稜線が目立つ
．外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

44－2 S D lO 餐 口径　　 13．7 ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石など）多く 複合口緑で端部は外へ引きのばし　 突出部は斜め下方に出る
（口綾部 1／6存） 含む　 ②黄褐色 1 ③普通 ヽあまり張らない肩部に11条の平行沈線文、平行沈線文と同じ原

体と思われる工具による刺突文、11条の平行沈線文を施す

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

44－3 S D lO 胴　　 部 （胴部破片） ①1mm大の砂粒子（石英など）含む 木の葉状の線刻 へラ状工具に
②外面黄橙褐色、内面淡黄褐色　 ③普通 風化著しく調整不明 よ る絵 画 土

器 ？

44－4 S D lO 底　　 部 底径　　　 7．1 ①1mm以下の砂粒子 （長石 ・石英 ・金雲母 しっかりした平底
（底部 1／2存） など）多く含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 内外面とも底部まわ りに指押さえ痕あり．外面及び内面底部ナ

デ調整、以上ケズリ調整

44－5 S D lO 底　　 部 底径　　　　 8．2 ①微砂粒子 （石英など）含む しっかりした平底 外面の黒灰色
（底部 1／5存） ②外面黒灰色、内面灰黄褐色　 ③普通 外面ナデ調整、内面ケズリ調整 は黒斑 と思わ

れる

44－6 S D lO 底　　 部 （底部破片） ①1mm大の砂粒子（石英 ・長石など）多く含 やや上げ底ぎみの底部
む　 ②暗黄褐色　 ③やや不良 外面ナデ調整、内面ケズ リ調整、底面には細いミガキ状の凹み

が観察できる

44－7 S D lO 底　　 部 底径　　　 3．0 ①1～2mm大の砂粒子（石英 ・角閃石など） 底部中央に焼成前に穿った径4～5mmの孔あり
（底部ほぼ完） 含む　 ②外面暗褐色、内面灰褐色　 ③普通 外面丁寧なナデ調整、内面ミガキ調整

44－8 S D lO 底　　 部 底径　　　　 2．6 ①1～2mm大の砂粒子（石英 ・長石など）含む かなり小さな平底だが、まだ稜線はしっかりしている 外面一部焦げ
（底部 1／3存） ②外面暗褐色、内面にぷい黄褐色　 ③普通 外面ナデ調整、内面ケズリ調整 たように観察

できる

44－9 S D lO 高　　 杯 （杯部破片） ①微砂粒子 （石英など）含む ・ 杯体部か ら口綾部に 「L 」字状に屈曲し、端部は平坦面をも
②にぷい黄褐色　 ③普通 つ・口綾部に5条の凹線文を施し、上か ら3列めと6列めの凸帯

に刻目を施 し、3本の棒状浮文を体部上位に1条の沈線がありそ
の下まで貼 り付けている
風化著しく調整不明

44－10 S D lO 高　　 杯 脚柱部径　 4．9 ①1mm以下の砂粒子（石英・角閃石など）多く 7条の2段に施 した凹線文をめぐらす脚部
（脚部 1／4存） 含む　 ②外面黄橙色、内面淡灰黄褐色

（診普通
外面ナデ調整、内面接合部付近はしぼり痕あり、ケズリ調整

44－11 S D lO 高　　 杯 口径　　　 21．6 ①1mm以下の砂粒子（石英・角閃石など）含む 厚手で しっか りしている．体部か ら口綾部には稜をもち外反 さ 内面口綾部は
（師部 1／4存） ②外面黄褐色、内面暗黄褐色　 ③普通 せ‾る

内外面ともナデ調整
焦げたように

思われる．2次
的に蓋 として
使用された可
能性あり

44－12 S D lO 高　　 杯 接合部径　 4．0 ①1mm以下の砂粒子（石英 ・角閃石など）多 接合方法は円盤充填法である．厚手でしっかりしている 内面の黒灰色
（師部破片） く含む　 ②外面にぷい黄褐色、内面黒灰色

③普通
外面ナデ調整、内面丁寧なナデ調整、接合部ケズ リ調整 部分は患斑と

思われる

44－13 S D lO 鼓形器台 筒部径　　 9．6 ①1mm以下の砂粒子（石英・角閃石など）多く 筒部がかなり短いもの
（筒部 1／6存） 含む　 ②外面にぷい黄褐色、内面暗黄褐色

③普通
外面及び内面受部ナデ調整、脚部ケズリ調整

44－14 S D lO 鼓形器台 脚突出部径

13．8
（脚部 1／5存）

①1mm以下の砂粒子（石英・角閃石など）多 く
含む　 ②淡黄褐色（鉄気付着） ③普通

内面脚部ケズリ調整、他はナデ調整

44－15 S D lO 低 脚 杯 口径　　 12．2 ①微砂粒子 （石英 ・角閃石など）含む 小さな脚に内湾して立ち上がる浅い坪がつく
底径　　　　 4．8
（1／2存）

②外面暗黄褐色、内面灰黄褐色　 ③普通 師部外面パケ目調整、内面ケズリのち丁寧なナデ調整、脚部内
外面ともナデ調整

44－16 S D lO 小 型 鉢 （胴部破片） ①微砂粒子 （石英 ・角閃石など）含む 想定復元するとコップ型のタイプと思われる
②外面暗灰黄色、内面黒褐色　 ③普通 外面ナデ及びパケ目調整、内面ミガキ調整で、黒光りしている

44－17 S D lO 小 型 鉢 （胴部破片） ①1mm以下の砂粒子（石英・角閃石など）含む 胴が張り内湾した形状 外面に朱塗 り
②外面にぷい黄橙褐色、内面暗黄褐色

③やや不良

内外面ともナデ調整と思われる の痕跡あり

44－18 S D lO 鉢 口径　　 12．6 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・角閃石など）含 丸い胴部から頸部はくびれ、口縁は外反する
（口綾部 1／6存） む　 ②暗黄橙褐色　 ③やや不良 胴部内面ミガキ調整、他は風化著 しく調整不明

44－19 S D lO 小 型 餐 （口綾部破片） ①微砂粒子 （石英 ・角閃石など）含む 丸く張りぎみの胴部から頸部を強いナデによりくびれさせ、屈
②外面自橙褐色、内面灰褐色　 ③普通 曲して口縁部に移行する．端部はわずかに上下に肥厚 し、2条

の四線文と2段の刻 目を施す．胴部には8条以上の凹線文を施 し
頸部下に小さな竹管文を施す
外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ミガキ調整

－145－



挿図番号 出土地点 器　　 種 法　　 量（cm） ①胎土　　 ②色調　　 ③焼成 形　 態 ・ 手　 法　 の　 特　 徴 備　　 考

46－1 土器群1 聾 口径　　　 21．0 ①1m 以下の砂粒子（石英 ・角閃石など）多 複合口縁で端部わずかに平坦面をつくり、突出部は横に引き出
最大径　　 23．6
（口綾部 1／3存）

く含む　 ②暗灰黄褐色　 ③やや不良 す．頸部か らなだらかに移行 し、胴部は張りぎみ、肩部にへラ
状工具による連続刺突文あり
外面胴部パケ目調整、内面頸部以下ケズリ調整、以外は風化著

しく調整不明

46－2 土器群1 餐 口径　　　 20．8 ①微砂粒子 （石英 ・角閃石 ・金雲母など） 複合口縁で端部は外に曲げ止める．突出部は横に引き出す
（口綾部 1／8存） 含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

46－3 土器群1 窺 口径　　 19．7 ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石 ・ 複合日録で端部は平坦面をつくり外へ曲げている．突出部は横
最大径　　 25．0 金雲母など）含む　 ②にぷい黄褐色 へ引き出す
〔諾 部 1／。蒜〕C！＝▼ ③普通 内外面口綾部ナデ調整、外面胴部パケ目調整、内面頸部以下ケ

ズリ調整

48－1 土器群2 蛮 口径　　 15．4 ①微砂粒子 （石英 ・角閃石など）含む 頸部が強く’「く」の字に屈曲し口縁端部はわずかに肥厚 して面 外面に煤付着
（口綾部 1／4存） ②暗橙褐色　 ③普通 をつくり1条の沈線文を施す．胴部は張 らない

内面及び外面口縁部はナデ調整、胴部はパケ目調整

48－2 土器群2 蛮 口径　　 17．4 ①1mm以下の砂粒子（石英 ・角閃石 ・金雲母 頸部 「く」の字に屈曲し、端部はわずかに肥厚 して面をつ く
（口縁部 1／7存） など）含む　 ②暗黄褐色　 ③普通 － り、2条の沈線文とその間に左か ら施文 した刻 目を施す．胴部

は張らない
内外面ともナデ調整

48－3 土器群2 蛮 口径　　　 20，3 ①1mm大の砂粒子（石英など）含む 頸部から湾曲ぎみに口縁部へ移行 し、端部は肥厚 して面をつく
（口綾部 1／7存） ②淡黄褐色　 ③普通 り2条の沈線文を施す

内外面ともナデ調整

48－4 土器群2 餐 口径　　　 20．9 ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石など）含む 頸部 「く」の字に屈曲し、端部は内傾して肥厚 し3条の沈線文
（口縁部 1／8存） ②外面暗橙褐色、内面黒灰色　 ③普通 を施す．胴部はわずかに張る

口縁部内外面 ともナデ調整、内面頸部以下パケ自調整、外面胴
部風化のため調整不明

48－5 土器群2 餐 口径　　　 26．0 ①1mm大の砂粒子（石英・長石など）多く含む 頸部 「く」の字に屈曲し、口縁端部は内傾 して肥厚 し、3条の
（口縁部 1／5存） ②外面橙褐色、内面暗橙褐色　 ③普通 沈線文を施す

口縁部内外面 ともナデ調整、胴部内外面ともパケ目調整

48－6 土器群2 胴　　 部 （胴部破片） ①微砂粒子 （石英など）含む 文様構成はへラ描き文、4点単位の連続列点文が2段施してある
②外面暗灰黄色、内面黄褐色　 ③普通 内外面ともパケ目調整

48－7 土器群2 底　　 部 底径　　 11．6 ①1mm以下の砂粒子（石英 ・角閃石 ・金雲母 立ち上がり大きく外傾する
（底部 1／7存） など）少 し含む　 ②外面暗黄褐色、内面に 外面ミガキ調整 と思われる．底面ナデ調整、内面ケズリのちハ

ぷい黄褐色　 ③普通 ケ目調整

50－1 土器群3 ㌢土ご宝E 口径　　　 30．0 ①1～2m 大の砂粒子（石英 ・長石など）含む なだらかな胴部から頸部は少しすぼまって立ち上がり口縁部は
最大径　　 32．1 ②外面暗赤褐色、内面暗茶褐色 （在地の土 外へ広がる．端部は肥厚 して2条の凹線文を施し、内面には6粂
（上半 1／2存） と異なる）　 ③普通 の沈線文を施す．文様構成は上から10条の凹線文、4点単位の

列点文、4条と5条の平行沈線文を軸とした綾杉文、列点文であ

る
外面及び内面頸部パケ目調整、以外ナデ調整、内面胴部はケズ
リ調整 ？

50－2 土器群3 ・＝ヒ互E 口径　　　 24．9 ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・角閃石など） 張りぎみの胴部から直線的に頸部が立ち上がり口縁部は外へ広
（口綾部 1／3存） 含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 がり端部は肥厚 して2条の凹線文を施す．頸部に8条の凹線文を

施す ‘

口綾部内外面ナデ調整、外面胴部パケ目調整、内面頸部指ナ
デ、頸部以下ケズリ調整

50－3 土器群3 餐 口径　　 18．’1 ①微砂粒子 （石英 ・角閃石など）含む 頸部 「く」の字に屈曲 し、口縁端部は上下に肥厚 し3条の沈線
（ロ縁部 1／7存） ②にぷい黄褐色　 ③普通 文を施す　　　 、、

内面及び外面頸部以上ナデ調整、胴部ハケ目調整

51－1 土器群3 饗 口径　　　 22．6 ①微砂粒子 （石英 ・角閃石など）含む 複合口縁で、端部はわずかに外へ曲げ平坦面をつくり、突出部
最大径　　 25．5

．＿（口綾部 1／10存）

②淡黄褐色　 ③普通 は横へ出る．胴部は球状に張り出す

口縁部内外面ナデ調整、外面胴部パケ目調整、肩部に平行沈線
文、波状文らしき痕跡あ り．内面頸部以下ケズリ調整

51－2 土器群3 饗 口径　　　 23．0 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・角閃石など） 複合口縁で、端部を外へわずかに曲げて終え、突出部は横に出
（口縁部 1／5存） 含む　 ②明黄橙褐色　 ③普通 る．胴部はなだらか

口綾部内外面ともナデ調整、内面頸部以下ケズリ調整、外面胴
部風化著 しく調整不明

・51－3 土器群3 聾 頸部径　 12．9 ①1m m大の砂粒子 （石英 ・角閃石 ・金雲母 頸部上部に想定線を入れ、一応賓としたが、外面調整が頸部か
（頸部 1／6存） など）含む　 ②淡黄褐色　 ③普通 ら幅広のタテパケ目調整が入っていることから、現状で鉢の胴

部の可能性あり

内面頸部ナデ調整、以下ケズリ調整

51－4 土器群3 胴～底部 底径　　　 6．0 ①1～2m m大の砂粒子（石英など）多く含む 平底である．胴部の長 さからすると小さい径と思われる
〔悪霊 1／6蒜〕杏 ②外面暗橙褐色、底面黒褐色、内面黒灰色 外面下半 ミガキ調整、上半風化著 しく調整不明．底面ナデ調

③普通 整、内面ケズリ調整

53－1 土器群4 聾 口径　　　 23．2 ①1～2m m大の砂粒子 （石英 ・金雲母など） かなり外債 した複合口縁で端部は外面に沈線をめぐらしわずか この時期のも
（口縁部 1／5存） 多く含む　 ②暗灰黄褐色　 ③普通 に外に曲げ、突出部は斜め下方にわずかに出す

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整
のとしては重
量感あり

53－2 土器群4 聾 口径　　　 26．6 ①1～2m m大の砂粒子 （石英など）多 く含む かなり外傾 した複合口縁で端部は外へ引きのば し、突出部は斜 この時期のも
（口縁部 1／9存） ②暗灰黄褐色　 ③普通 め下方にわずかに出す．口縁部に1条沈線の痕跡あり

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整
のとしては重
量感あり

53－3 土器群4 窺 口径　　　 26．6 ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・金雲母など） 外債ぎみの複合目録で、端部は外に曲げ平坦面をつくり、突出 口綾部及び胴
最大径　　 31．6 多く含む　 ②暗灰黄褐色　 ③普通 部は斜め下方に出る．胴部は球状に張 り出す 部の同一ライ
（口縁～胴部 内外面とも頸部以上ナデ調整、外面頸部以下パケ目調整、内面 ン上に黒斑あ

1／2存） 頸部以下ケズリ調整 り

重量感のある
土器
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挿図番号 出土地点 器　　 種 法　　 畳（cm） ①胎土　　 ②色調　　 ③焼成 形　 態 ・ 手　 法　 の　 特　 徴 備　　 考

56－1 土器群5 大 型 壷 口径　　　 46．7 ①1～2m m大の砂粒子 （石英 ・長石など）多 頸部が直立ぎみに立ち上が り口縁部は外に広がるが、あまり広
（口縁部 1／5存） く含み、若干の3～6mm大の石英粒含む がらないタイプ．端部は垂下し4条の凹線文を施し、その上か

②にぷい黄褐色　 ③普通 ら斜格子文を施す．風化著 しいため部分的に確認

口綾部内外面ともナデ調整、頸部外面タテパケ目調整、内面ヨ

コパケ目調整

56－2 土器群5 嚢 口径　　 19．7 ①1m m大の砂粒子 （石英 ・角閃石など）多 厚手の短い複合口縁で、端部は丸くお さめ、突出部は出ない
（口縁部 1／8存） く含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 風化著しく調整不明

56－3 土器群5 餐 口径　　 17．2 ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・角閃石など） 厚手の短い複合口縁で、端部は肥厚させ丸くおさめる．突出部
（口綾部 1／3存） 多く含む　 ②にぷい黄橙褐色　 ③普通 は下にわずかに出る．口縁面には貝殻腹縁による7条の擬凹線

文を施す
外面及び内面頸部以上はミガキ調整、特に内面は丁寧に行う．

頸部以下ケズリ調整

56－4 土器群5 餐 口径　　　 13．2 ①1～2m m大の砂粒子（石英など）多く含む 短い複合口縁で、端部丸くおさめ、突出部は下に引き出す．口緑
（口縁部ほぼ完） ②にぷい黄褐色　 ③普通 面は貝殻腹縁による10条の擬凹線文を施 し、上からナデている

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

56－5 土器群5 嚢 口径　　　 20．8 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・角閃石など）含む 厚手の複合 口縁で、端部は肥厚 させて丸くおさめ、突出部は下
（口縁部完） ②暗黄褐色　 ③普通 に出し、貝殻腹縁による4～9条の擬凹線文を施 し、上か ら撫消

しにより消えてる部分あり
外面及び内面頸部以上ナデ調整、特に内面は丁寧、以下ケズリ
調整

56－6 土器群5 聾 口径　　　 21．6 ①1～3mm大の砂粒子 （石英 ・長石など）多 複合口縁で端部を丸くおさめ、突出部は出ない．ロ縁面には、
（口縁部 1／3存） く含む　 ②にぷい黄褐色　 ③やや不良

．°

全体に剥落 しているが、13条までの幅の狭い貝殻腹縁による擬

凹線文を施す

風化著しいが、外面及び内面頸部以上ナデ調整、頸部以下ケズ
リ調整と思われる

56－7 土器群5 蛮 口径　　 17．5 ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・角閃石 ・長石 複合 口縁で端部は丸くおさめ、突出部は出ない．ロ緑面には貝
（口綾部 1／3存） など）多く含む　 ②暗黄褐色　 ③普通 殻腹縁による擬凹線文が下半に5～6条認められ、上半は撫消し

ている
外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

56－8 土器群5 寮 口径　　 17．3 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石な 複合口縁で、端部は引きのばし、突出部は出ない．口縁面には
（口綾部 1／2存） ど）含む　 ②暗黄褐色　 ③普通 貝殻腹縁による浅い擬四線文を施す

風化著 しいが、外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズ リ調整

56－9 土器群5 餐 口径　　 15，8 ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石な 複合 口縁で端部はまっすぐのばし、突出部はわずかに下に出
（口縁部 1／7存） ど）含む　 ②外面黄褐色、内面暗灰黄褐色 る．口縁面は擬凹線文を施 したあとに上から撫消 しているが、

③普通 痕跡が残っている．肩部に連続の刺突文あり
外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

56－10 土器群5 襲 口径　　 16．4 ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・角閃石 ・金雲 複合口縁で端部は外に引き出して丸 くおさめ、突出部はわずか 外面胴部最大
最大径　 17．5 母など）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 に出る．肩部に波状文を施す 径以下に煤付
（口綾部 1／3存） 外面最大径以上、内面頸部以上ナデ調整、外面最大径以下パケ

目調整、内面頸部以下ケズリ調整
着

57－1 土器群5 襲 口径　　 18．0 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・赤色粒子 ・角閃 複合 口縁で端部は外へ引きのば し、突出部はわずかに横へ出
（口綾部 1／3存） 石など）含む　 ②淡黄褐色　 ③やや不良 る．頸部からゆるやかに胴部へ移行す る

風化著 しく調整不明

57－2 土器群5 襲 口径　　 15．6 ①1m m大の砂粒子 （石英など）含む 複合口縁で端部は丸くおさめ、突出部は下に出している
（口綾部ほぼ完） ②暗黄褐色　 ③普通 内面頸部以下ケズリ調整、以外ナデ調整　 r

57－3 土器群5 餐 口径　　　 22：4 ①1m m大の砂粒子 （石英 ・長石など）含む ロ縁部中央から強く外へ屈折した複合口縁で、端部は丸くおさ
（口綾部 1／3存） ②にぷい黄褐色　 ③普通 まり、突出部はかなり強く横へ引き出す

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下風化著 しく調整不明

57－4 土器群5 喪 口径　　　 19．0 ①1m m大の砂粒子（石英 ・角閃石など）含む 口縁部中央から強 く外へ屈折した複合 口縁で、端部丸くおさ
最大径　　 24．6
（口縁部 1／3存）

②にぷい黄褐色　 ③普通 め、突出部もかなり強く横へ引き出す．胴は下の方が張っている

頸部以上内外面ともナデ調整、外面以下パケ 目調整 と思われ

る．内面以下ケズリ調整

57－5 土器群5 底　　 部 底径　　　　 4．0 ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 小さな平底で薄手の器壁が立ち上がる
（底部完） など）含む　 ②暗茶褐色　 ③普通 内外面とも風化著 しく調整不明

57－6 土器群5 高　　 杯 （師部破片） ①微砂粒子 （石英など）含む 「L 」字状に立ち上がる口縁に5条の凹線文が施され、最上段
②にぷい黄褐色 （診普通 と4段めの凸帯に刻 目を入れる．また端部の平坦面には2条の凹

線文が施される

内外面ともナデ調整

57－7 土器群5 高　　 坪 口径　　 13．6 ①1～2m m大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 厚手の脚で、接合部から斜めに傾斜 し裾は開く
（脚部 1／4存） ・赤色粒子な ど）多く含む　 ②外面黄褐

色、内面にぷい黄褐色　 ③普通
外面風化著 しく調整不明、内面脚部ケズリ調整、裾部ナデ調整

57－8 土器群5 鼓形器台 底径　　 14，0 ①1～2m m大の砂粒子（石英 ・長石など）含む 複合口線状の脚部で端部は丸くおさめ、面には5～6条の沈線が 外面に朱塗 り
（脚部 1／4存） ②にぷい黄褐色　 ③普通 確認できる

外面風化著 しく調整不明、内面脚部ケズリ調整、裾部ナデ調整
の痕跡あり

59－1 土器群6 ＝ヒ王E 口径　　 18．0 ①1～2m m大の砂粒子 （石英 ・長石など）含 複合口縁で端部は外に曲げ平坦面をもち、突出部は強く横へ出

最大径　　 23．5 む　 ②にぷい黄褐色、内面胴部暗灰褐色 す．頸部は長 く直立ぎみにのび、胴部 との境に口縁突出部と対
（口縁部 1／3存） ③普通 比させたような貼付突帯文がめぐる．また胴部は球状に張り出

す
外面口綾部ナデ調整、頸部 ・胴部パケ目調整．内面口縁部 ・頸

部ナデ調整、特に頸部には指ナデがみえる．胴部ケズリ調整

59－2 土器群6 餐 （口緑部破片） ①1mm大の砂粒子 （石英など）含む 厚手の複合口緑で、端部はまっすぐ引きのばし、突出部は下に 内面に黒斑あ
②にぷい黄褐色　 ③普通 出、4条の凹線文が施される

外面及び内面頸部以上はナデ調整で、特に内面は丁寧である．

頸部以下ケズ リ調整

り
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59－3 土器群6 蛮 （ロ綾部破片） （9 1mm大の砂粒子 （石英など）含む 厚手で短めの複合口縁で、端部わずかに肥厚 して丸くお さめ、
②黒褐色　 ③普通 突出部も膨れて丸くなる

外面及び内面口緑端部ナデ調整、以下ケズリのちミガキ調整

59－4 土器群6 聾 口径　　 16．3 ①1mm大の砂粒子 （長石 ・石英など）多く 厚手の複合 口縁であるが、口綾部のつ くりに不慣れな感あり． 山間部からの
最大径　 15．9
（口縁部 1／2存）

含む　 ②暗黄茶褐色　 ③普通 口縁面には貝殻腹縁による浅い擬凹線文を7条施 し、撫消しを

行 う．胴部はなだ らかで最大径は下位に下る．肩部に3条の平
行沈線文の下に貝殻腹縁による羽状文、平行沈線文は1条増え

るが同様の文様を2段行 う
外面及び内面頸部以上ナデ調整、特に内面には指ナデの痕跡が

みえて粗雑、頸部以下ケズリ調整

搬入晶？

59－5 土器群6 餐 口径　　　 14．0 ①1m m大の砂粒子（石英 ・角閃石など）含む 複合口縁で端部は引きのばし、突出部は出ない．口縁面は貝殻
（口綾部 1／5存） ②黄褐色　 ③普通 腹縁による浅い9条の擬凹線文のあと撫消しをする

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

59－6 土器群6 餐 （口縁部破片） ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 まっす ぐにのびる複合口緑で端部は丸くおさめ、突出部は膨れ
・金雲母など）含む ・②にぷい黄橙褐色 て丸くなる．口縁面は貝殻腹縁による10条の擬凹線文のあと撫
③普通 消しをす る

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

59－7 土器群6 賓 口径　　 15．4 （9 1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石な 複合口縁で端部はまっす ぐにのび、突出部はでない
（ロ縁部 ユ／6存） ど）含む　 ②にぷい黄橙色　 ③普通 風化著 しいが、外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

59－8 土器群6 饗 口径　　　 20．6 ①1mm以下の砂粒子（石英 ・橙色粒子 ・角閃 かなり外債した複合口緑で端部はのばして丸くおさめ、突出部
（口縁部 1／6存） 石など）含む　 ②にぷい黄橙褐色　 ③普通 は出ない．口縁面に数条の沈線確認できるが、風化著しく詳細

不明
外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下風化著しく調整不明

59－9 土器群6 胴　　 部 （胴部破片） ①1～2mm大の砂粒子 （石英など）含む 厚みのある貼付突帯文で、1ケのみ刻目あり
②暗黄褐色　 ③普通 外面ナデ調整、内面風化著しく調整不明

59－10 土器群6 高　　 杯 （杯部破片） ①微砂粒子 （石英 ・角閃石など）含む 接合方法は円盤充填法
②暗黄褐色　 ③普通 風化著しく調整不明

59－11 土器群6 高　　 杯 （師部破片） ①微砂粒子 （石英 ・角閃石など）含む 接合方法は円盤充填法
②淡黄褐色 （沙普通 風化著しく調整不明

59－12 土器群6 高　　 坤 脚筒部径　 4．5 （9 1～2mm大の砂粒子 （石英 ・角閃石 ・長石 脚接合部はしぼり上げている．脚裾部は内面に明確な稜を入れ
（脚柱部ほぼ完） など）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 外へ広げる

脚部外面タテミガキ調整、内面ケズリ調整．師部は刺落 してい

る

59－13 土器群6 鼓形器台 口径　　 17．1 ①1m m以下の砂粒子 （石英 ・長石など）少 器高が高く筒部がまだ細くて長めのタイプである．口縁端部は

（受部 1／5存） し含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 外へのばし平坦面をつ くる
内外面ともナデ調整

59－14 土器群6 低 脚 杯 底径　　　　 4．9 ①微砂粒子 （石英 ・角閃石など）含む 小さく外に反った脚部

（底部ほぼ完） （9 黄褐色 （諺普通 外面及び師部内面ナデ調整、特に杯部内面は丁寧．脚部内面は

風化著しく調整不明

61－1 土器群7 ＝土ご互E 口径　　　 18．5 （D lmm大の砂粒子（石英 ・金雲母など）含む 口綾部が内債 して立ち上がる複合口縁で、端部は丸くお さめ、
（口縁部 1／8存） （参にぷい黄褐色　 ③普通 突出部は横に引き出す．頸部に貝殻腹縁による刺突文を施す

内外面ともナデ調整

61－2 土器群7 窺 口径　　 16．9 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・角閃石など） 少々長めの頸部だが、複合口縁で端部は丸くお さめ、突出部は
（ロ綾部 1／6存） 含む　 ②暗黄褐色　 ③普通 わずかに下に出る．口縁面には、下半に貝殻腹縁による8条の

擬四線文が施されている．上半は撫消しにより消されている
内面頸部以下は風化著しく調整不明だが、他は内外面ともナデ

調整

61－3 土器群7 餐 口径　　 18．0 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・角閃石 ・長石 下位の方で屈折をもつ複合口緑で、端部はまっすぐに引きのば

（口綾部 1／3存） など）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通

ぬ

し、突出部は丸みをもつ．頸部を少 しのばしている
内面頸部以下ケズリ調整、他内外面ともナデ調整

61－4 土器群7 襲 口径　　　 23．1 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 複合口縁で、端部は外へ引きのばし、突出部は丸みをおびる ロ縁部に黒斑

（口綾部 1／3存） など）含む　 ②黄褐色　 ③普通 口綾部内外面ともナデ調整、外面頸部クシ状工具による調整、

内面頸部以下ケズリ調整
あり

61－5 土器群7 餐 口径　　　 20．6 ①1mm以下の砂粒子（石英・角閃石など）含む 複合口縁で、端部は引きのばし、突出部はわずかに出る．肩部
（口縁部 1／5存） ②にぷい黄褐色　 ③普通 に平行沈線文が観察される

内面頸部以下ケズリ調整、他は内外面ともナデ調整

61－6 土器群7 餐‾ 口径　　　 25．1 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石な 複合口縁で、端部は外に折曲げ丸くおさめている．突出部はわ

（口縁部 1／8存） ど）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 ずかに横へ出る．肩部に平行沈線文 らしい痕跡あり
内面胴部ケズリ調整、他内外面ともナデ調整、特に内面は丁寧

である

61－7 土器群7 餐 口径　　 18．2 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石な ロ綾部中程から屈曲し外債 させた複合 口縁で、端部は引きのば

（口綾部 1／6存） ど）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 し、突出部は丸みをおびる・

内面頸部以下ケズリ調整、他内外面ともナデ調整

61－8 土器群7 蛮 口径　　 14．1 ①微砂粒子 （石英 ・角閃石など）含む 薄手の複合口縁で、端部は外に曲げ引きのばす、突出部は横へ

（口縁部 1／2存） ②にぷい黄橙色　 ③普通 出る．肩部は波状文を施す

ロ綾部内外面ともナデ調整、頸部以下外面パケ目調整、内面ケ
ズリ調整

61－9 土器群7 餐 口径　　 18．4 ①1m m以下の砂粒子（石英・角閃石など）含む 複合口縁で、端部はわずかに外に曲げ平坦面をつくり、突出部
（口綾部 1／4存） ②にぷい黄褐色　 ③普通 はわずかに斜め下へ出る．肩部には浅い凹線による波状文が何

本か観察される．その間にパケ目が施されている
内面頸部以下ケズリ調整、他内外面ともナデ調整

61－10 土器群7 襲 （口縁部破片） （り1～2mm大の砂粒子 （石英など）含む 口縁部中央が膨 らみ端部はすぼまる．突出部はかなり強く斜め
②淡黄褐色　 ③普通 下に引き出す

風化著しく調整不明
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61－11 土器群7 餐 口径　　 15．8 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・角閃石 ・金雲 薄手の複合 口縁で、端部はまっすぐ引きのばし、突出部は斜め
（口綾部 1／5存） 母など）含む　 ②黄褐色　 ③普通 下に出る．肩部には貝殻腹縁による連続の刺突文が施される

内面頸部以下ケズ リ調整、他内外面ともナデ調整

61－12 土器群7 餐 口径　　　 18．1 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・角閃石 ・長石 口縁部下半から屈曲し外債させた複合口縁で、端部は丸 くおさ
（口綾部ほぼ完） など）含む　 ②暗黄褐色 （9 普通 め、突出部はかな り強く斜め下へ引き出す．突出部面に貝殻腹

縁による第1段階の調整痕が残っている
内面頸部以下ケズ リ調整、他内外面ともナデ調整

62－1 土器群7 底　　 部 底径　　　　 5．0 ①1mm以下の砂粒子 （石英など）含む 平底と思われる
（底部 1／5存） ②にぷい黄褐色　 ③普通 胴部外面 ミガキ調整 と思われる．底面及び底面まわりはナデ調

整、内面ナデ調整と思われる

62－2 土器群7 ‘底　　 部 底径　　　　 2．1 ①1mm以下の砂粒子（石英・角閃石など）多く 稜線の残った最小サイズのタイプの平底である 外面全体に煤
（底部完形） 含む ②外面黒褐色、内面暗黄褐色 ③普通 外面ナデ調盤、内面風化著しく調整不明 付着

62－3 土器群7 底　　 部 底径　　　　 2．1 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石など）含 稜線が不明確だけど、わずかに平底の痕跡を残すタイプのもの
（底部完形） む　 ②暗灰黄褐色　 ③普通 外面ナデ調整、内面ケズリ調整

62－4 土器群7 底　　 部 （底部破片） ①1m 大の砂粒子 （石英・長石など）多く含む ごつごつ した感じの破片で、わずかに底部が残っている 何か生産に関
②外面黄褐色、内面黒灰色　 ③やや不良 外面荒いナデ調整、内面単位は大きいが、規則的なパケ目調整 わる土器では

ないかと思わ

れる

62－5 土器群7 鼓形器台 底径　　 17．5 ①1～3mm大の砂粒子 （石英 ・角閃石 ・長石 無文であるが、脚部が短めで、筒部はすぼまって直立に立ち上
（脚部 1／3存） など）含む　 ②黄褐色　 ③普通 がる

外面ナデ調整．内面受部風化著しく調整不明、筒部ナデ調整、

脚部ケズリ調整

62－6 土器群7 鼓形器台 筒部径　 10．4 ①微砂粒子 （石英 ・長石‘・角閃石など）含 受部、脚部 ともに器壁がまっす ぐにのびるので、・器壁のまだ長
（筒部完形） む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 いタイプと思われる．受部にわずかに沈線の痕跡がうかがえる

外面ナデ調整、内面受部ナデ調整、脚部ケズリ調整 ‾

62－7 土器群7 鼓形器台 底径　　　 24．1 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・橙色粒子 ・角閃 脚部は裾広がりとなるが、器壁は直立ぎみに立ち上がる．突出
（脚部 4／5存） 石など）含む　 ②黄褐色　 ③普通 部下に沈線の痕跡が観察される

外面及び内面裾部ナデ調整、脚部内面ケズリ調整

62－8 土器群7 圭
皿
口径　　 14．1 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・角閃石 ・長石 丸い体部に裾広がりのもので、2コ1対の孔を穿った大きめのつ 外面漆塗り痕
器高　　　　 6．4
（ほぼ完形）

など）含む　 ②暗橙黄褐色　 ③普通 まみを付けている

外面ミガキ調整、裾部内外面及び、つまみ内面ナデ調整、体部
内面放射線状の丁寧なナデ調整

あり

64－1 土器群8 ・∃ご互E 口径　　 19．2 ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・長石など）多 厚手の複合口縁で、端部は丸くおさめ突出部は膨らみ横へ出る・
（口綾部 1／5存） く含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 内面頸部以下ケズリ調整、他内外面 ともナデ調整

64－2 土器群8 ・ヨヒ一夏E 口径　　 18．8 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石な 直立ぎみの複合口縁で、端部は丸くおさめ、突出部は斜め下に
（口綾部 1／7存） ど）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 強く引き出す．頸部は細めで胴部は張るようである

頸部以上内外面ともナデ調整、以下外面パケ目調整、内面ケズ

リ調整

64－3 土器群8 餐 （口綾部破片） ①1mm以下の砂粒子 （石英など）少し含む 厚手の短い複合口縁で端部は丸 くおさめ、突出部は出ない．3 外面に黒斑あ
（9 淡黄褐色　 ③普通 条の沈線の痕跡が観察できる

内面口縁部ナデ調整、他は風化著しく調整不明
り

64－4 土器群8 賓 口径　　 18．6 ①1mm以下の砂粒子 （石英など）含む 複合口縁で厚みがあるため端部も丸くおさまり、突出部は上を
（口綾部 1／8存） ②にぷい黄褐色　 ③普通 押さえることによりつくり出している

内外面ともナデ調整

64－5 土器群8 餐 口径　　 17．8 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・橙色粒子 ・角 複合口縁で、端部はまっす ぐ引きのばし、突出部は出ない．胴 口縁部外面に
．（口縁部 1／4存） 閃石など）多 く含む　 ②黄褐色　 ▼③普通 部はケズリ調整により器壁がかなり薄 くなっている

内面頸部以下ケズリ調整、他内外面 ともナデ調整
黒斑あり

64－6 土器群8 餐 口径　　　 22．9 ①微砂粒子 （角閃石 ・石英 ・橙色粒子な 複合口縁で、端部はまっす ぐ引きのばし、突出部はほとんど出
．・（口綾部 1／9存） ど）含む　 ②淡黄褐色　 ③普通 ない

風化著 しく調整不明

64－7 土器群8 蛮 口径　　 15．0 （○微砂粒子 （石英 ・橙色粒子 ・角閃石な 複合口縁で、端部は丸くおさまり、突出部は出ない
（口綾部 1／8存） ど）含む　 ②黄褐色　 ③普通 内面頸部以下ケズリ調整、他内外面ともナデ調整

64－8 土器群8 餐 口径　　　 23．7 ①微砂粒子 （角閃石 ・橙色粒子 ・石英な 複合口縁で、端部のばしておさめ、突出部斜め下にわずかに出る
（口綾部 1／7存） ど）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 口綾部内外面ともナデ調整、他は風化著 しく調整不明

64－9 土器群8 蛮 口径　　 13．6 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 複合日録で、端部は外に曲げまっすぐ引き出し、突出部はわず
（口縁部 1／8存） など）含む　 ②暗黄褐色　 ③普通 かに出る

内面頸部以下ケズリ調整、他内外面ともナデ調整

64－10 土器群8 餐 口径　　 16．1 ①1m m以下の砂粒子 （石英 ・橙色粒子 ・角 口縁部内面が直線的な複合口縁で、端部はまっす ぐに引き出 口綾部に漆塗
（口縁部 1／7存） 閃石など）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 し、突出部は出ない．口縁面には2～3条の沈線が観察される

口綾部内外面ナデ調整、他は風化著しく調整不明
りの痕跡がわ
ずかに確認で

きる

64－11

64－12

64－13

6 4－14

土器群8

土器群8

土器群8

土器群8

餐

蛮

餐

饗

口径　　 12．7 ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石など）含む 複合口縁で、端部丸くおさめ、突出部は膨らむ．突出部上に1
（口綾部 1／7存）

口径　　 14．8

②黄褐色　 ③普通

①微砂粒子 （石英 ・橙色粒子 ・長石など）

条の沈線が施 されている
内面頸部以下ケズリ調整、他内外面ともナデ調整

複合 口縁で、端部わずかに外に曲げのば し、突出部はわずかに
（口緑部 1／3存）

（口縁部破片）

口径　　 16．8

含む　 ②黄褐色　 ③普通

①微砂粒子 （石英 ・角閃石など）含む

横に出る
内面頸部ケズリ調整、他内外面ともナデ調整

複合口縁で、端部はのばしぎみで丸くおさめ、突出部は出ない
②暗橙褐色　 ③普通 風化著しく調整不明

①1mm以下の砂粒子 （石英 ・角閃石 ・長石 複合口縁で、端部外に曲げのばし、突出部は横に出す．口縁面
（口綾部 1／4存） など）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 にはナデによる強い沈線が3粂めぐる

内面頸部以下ケズリ調整、他内外面ともナデ調整
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挿図番号 出土地点 器　　 種 法　　 量（cm） ①胎土　　 ②色調　　 ③焼成 形　 態 ・ 手　 法　 の　 特　 徴 備　　 考

65－1 土器群8 胴　　 部 （胴部破片） （∋1mm大の砂粒子 （石英など）含む 壷または聾の胴部破片と思われる．外面にはへラ状工具により
②にぷい黄褐色　 ③普通 湾曲し垂下した曲線を連続して施している

内面は上下方向の指押さえによりデコボコしている

65－2 土器群8 底　　 部 底径　　　　 5．5 （∋1mm大の砂粒子（石英 ・長石など）含む 大きさの割に薄手の平底である
（底部 2／3存） ②外面暗黄褐色、底面黒灰色、内面暗灰黄 外面ナデ調整、内面風化著しく調整不明だが指押さえのような

褐色 （諺普通 跡残る

65－3 土器群8 高　　 峰 接合部径　 4．4 （9 1～2mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 細めの接合部から急激な立ち上がりをみせ、深い杯になると思
（師部破片） など）含む　 ②黄灰褐色　 ③普通 われる

外面パケ目調整、内面丁寧なナデ調整

65－4 土器群8 高　　 杯 接合部径　 4．7 ①1～2m m大の砂粒子 （石英 ・長石など）含 接合方法は円盤充填法である
（杯部破片） む　 ②黄茶褐色　 ③普通 風化著しく調整不明

65－5 土器群8 高　　 杯 筒部径　　 5．2 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・長石など）含む 接合部は粘土を詰め込んで、かなり重量感あり
（接合部完） ②にぷい黄褐色　 ③普通 脚部外面 ミガキ調整、内面ケズリ調整、杯部風化著しく調整不明

65－6 土器群8 高　　 杯 接合部径　 4．2 （》微砂粒子 （石英 ・角閃石など）含む 接合方法は円盤充填法で、脚部との接合にも粘土紐で貼 り付け

（接合部完） ②にぷい黄褐色　 ③普通 ている．筒状に開く脚部から裾へと広がる部分に、均等に3コ、

円孔が穿ってある
脚部内面ケズリ調整、外面 ミガキ調整と思われる

65－7 土器群8 高　　 杯 口径　　 16．8 ①1～2mm大の砂粒子 （橙色粒子 ・石英 ・角 広くて浅い杯部である．口縁端部はわずかに肥厚し凹面をつく 器形が在地で
現存器高　 7．2 閃石など）多く含む　 ②暗灰黄褐色 る．杯部中央が凹むのは、充填法による接合中に粘土塊が下に はみかけない
（裾部欠損） ③やや良好 少しずり落ちて凹んだ と思われる．脚部は太 くしっか りと開

き、短いものと思われる
脚部内面縦方向の指ナデ押 さえ調整、他樟ナデ調整 と思われ

る・特に塔部内面は丁寧なもの

もので時期を

定めにくいが、
胎土は在地の

もののよう

65－8 土器群8 低 脚 部 底径　　 12．5 ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・長石など）含 上の器は不明であるが、底部はかなり薄く、‘まっすぐな立ち上
（脚部 1／3存） む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 がりから、裾部はかなり広がる

内外面 とも風化著 しく調整不明

65－9 土器群8 鼓形器台 脚突出部径 （9 1～2mm大の砂粒子 （石英 ・長石など）含 小型のもので、外面に貝殻腹縁による多条の沈線文を施す

10．4
（脚部 1／4存）

む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 外面及び内面裾部ナデ調整、脚部内面ケズリ調整

65－10 土器群8 鼓形器台 筒部径　　 6．0 （り1mm大の砂粒子 （石英 ・角閃石など）少 外面に同一工具によ り、右下が りの連続刺突文、4条の凹線 在地の胎土と

（筒部 1／4存） し含み、緻密　 ②暗橙褐色　 ③普通 文、右上がりの連続刺突文、3条の凹線文が施してある
外面及び内面筒部以上ナデ調整、脚部広がりケズ リ調整

違う様相．65

－11と同じ胎
土で同一個体

の可能性あり

65－11 土器群8 鼓形器台 脚突出部径 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・角閃石など）少 筒部に右上が りの連続刺突文、3条の凹線文を施す 65－10 と同じ
11．8

（脚部 1／4存）
し含み、緻密　 ②暗橙褐色　 ③普通 外面ナデ調整、内面ケズリ調整 胎土で、同一

個体の可能性

あり

65－12 土器群8 鉢 口径　　 19．0 （り1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石など）含む 外傾 した立ち上がりで、頸部を強いナデにより凹ませ、口縁部

（ロ綾部 1／9存） ②黄褐色　 ③普通 をつくる
内外面ともナデ調整

67－1 土器群9 長 頸 壷 口径　　 10．7 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 ・ 外反した頸部か ら口縁端部は丸くおさめる．胴部は丸 く膨 ら 69－9 と同一個
（口綾部 3／4存） 橙色粒子など）含む　 ②淡黄褐色　 ③普通 む．ケズリによってかなり器壁が薄くなる

外面及び内面頸部ナデ調整、頸部以下ケズリ調整

体の可能性あ

り

67－2 土器群9 蛮 口径　　 18！1 （り1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石な ゆるやかにのびた頸部から短い複合口縁 となり、端部は丸 くお
（口綾部 1／8存） ど）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 さめ、突出部は出ない．口縁面には2条の凹線状の沈線が施 さ

れる
外面頸部パケ目の痕跡確認できる．内面口縁部ナデ調整、他は

風化著しく調整不明

67－3 土器群9 聾 口径　　　 23．3 ①1mm以下の砂粒子 （石英など）含む 厚みのある複合 口縁で、端部は丸 くおさめ、突出部は下に出
（口縁部 1／8存） ②にぷい黄橙褐色　 ③普通 る．ロ緑面には3条の凹線文を施す

風化著しく調整不明

67－4 土器群9 餐 口径　　 17．1 ①1～2mm大の砂粒子 （石英．長石 ・角閃石 複合 口縁で、端部は肥厚 して丸 くなり突出部はわずかに下に出

（口縁部 1／3存） など）含む （診黄橙褐色 （む普通 る．ロ縁面には貝殻腹縁による6条の擬凹線文が施 される
内面頸部以下ケズリ調整、他内外面ともナデ調整

67－5 土器群9 襲 口径　　 16．5 ①2mm大の砂粒子（石英 ・長石など）含む 頸部が 「く」の字に曲がり複合 口縁へと移行する．端部は丸く 日録面の長さ

（口縁部 1／5存） （診橙褐色　 ③普通 おさめ、突出部はわずかに下へ出る．口縁面には5条の沈線文
が施 される

風化著しく調整不明

に対して原体
が貝殻でない

点など在地の
ものと異なる

よう

67－6 土器群9 襲 口径　　 16．8 （》1mm以下の砂粒子 （石英 ・角閃石など）含 複合口縁で、端部は丸くおさめ、突出部は出ない．口線画には 外面煤付着
（ロ縁部 1／6存） む　 ②外面暗橙褐色、内面黄褐色　 ③普通 貝殻腹縁による15条の擬凹線文が施される

内外面ともナデ調整

67－7 土器群9 襲 口径　　　 29．0 ①1m汀l大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石な 厚手でしまりのない複合口縁で、端部は肥厚し丸くおさめ、突

（口縁部 1／6存） ど）含む （診淡黄褐色　 ③普通 出部は出ない．口縁面には4条の沈線文が施される

内面頸部以下ケズ リ調整、他内外面ともナデ調整

67－8 土器群9 餐 口径　　 14．3 ①1m m大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石な 複合口縁で、端部は引きのばし始め、突出部は出ない．口縁面 外面煤付着
（口綾部 1／7存） ど）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 には貝殻腹縁により擬凹線文を施 したのちに、撫消しにより4

粂＋1条のみ残っている
内面頸部以下ケズリ調整、他内外面ともナデ調整

67－9 土器群9 餐 口径　　 15．0 ①1mm大の砂粒子 （石英など）含む 直立 した複合 口縁で、端部は丸 くおさめ、突出部は出ない．内 外面頸部に煤

（ロ縁部 1／5存） ②黄褐色　 ③普通 面頸部から口縁部にかけてかなり到ってある．全体的にシャー
プなつくり．ロ縁面には1条のみ沈線がめぐる

内面頸部以下ケズリ調整、他内外面ともナデ調整

付着痕がわず

かに観察され
る
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挿図番号 出土地点 器　　 種 法　　 量（cm） ①胎土　　 ②色調　　 ③焼成 形　 態 ・ 手　 法　 の　 特　 徴 備　　 考

67－10 土器群9 窺 口径　　 15．7 ①1m 以下の砂粒子 （橙色粒子 ・石英 ・角 複合口縁で、端部は外に曲げて丸くおさめ、突出部は膨らみわ
（口綾部 1／5存） 閃石など）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 ずかに出る．口縁面には沈線が観察 される

内面頸部以下ケズリ調整、他内外面ともナデ調整

67－11 土器群9 褒 口径　　 16．8 ①1mm大の砂粒子（石英・長石・角閃石など） 複合口縁で、端部引きのばし止め、突出部はわずかに下に出る
（口綾部 1／3存） 含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 内面頸部以下ケズリ調整、他内外面ともナデ調整

67－12 土器群9 聾 口径　　　 15．0 ①微砂粒子 （橙色粒子 ・石英 ・角閃石な 複合口縁で、端部はまっす ぐに引きのばし、突出部は膨 らみ斜
（口綾部 1／5存） ど）含む　 ②黄褐色　 ③普通 め下に出る

風化著 しく調整不明

67－13 土器群9 聾 口径　　 14．0 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・角閃石など） 複合口縁で、端部はのばし、突出部は横へ出る．胴部はゆるや
（口縁部ほぼ完） 含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 かに張る

口綾部内外面ともナデ調整、他は風化著しく調整不明

67－14 土器群9 襲 口径　　 16．9 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・橙色粒子 中央部が屈曲した複合口縁で、端部はのば して止め、突出部は 外面最大径以
最大径　 19．3 ・角閃石など）含む　 ②にぷい黄褐色 わずかに出る．胴部はあまり張らない 下に煤付着．
（1／3存） ③普通 外面最大径以上及び内面頸部以上ナデ調整、外面最大径以下風

化著しいがパケ目が観察できる．内面頸部以下ケズ リ調整
内面下位に黒
斑あり

68－1 土器群9 餐 口径　　 15．8 ①1mm以下の砂粒子 （橙色粒子 ・石英 ・角 複合口縁で、端部はのば して止め、突出部はわずかに出る
（口綾部 1／8存） 閃石など）含む ．②黄褐色　 ③普通 内面頸部以下ケズリ調整、他内外面ともナデ調整

68－2 土器群9 餐 口径　　 16．2 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石な 複合口縁で、端部はのば して止め、突出部はわずかに斜め下方

へ出る
内外面ともナデ調整

外面おこげ付
（口縁部 1／6存） ど）含む　 ②外面黒色、内面暗黄褐色 着

③普通

68－3 土器群9 餐 口径　　　 18．3＿ ①1m m以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 複合口縁で、端部はのば して止め、突出部はわずかに斜め下方
（口縁部 1／7存） など）含む　 ②外面にぷい黄褐色、内面に に出る

ぷい橙褐色　 ③普通　　　　　　　　　 惚 内面頸部以下ケズリ調整、他内外面ともナデ調整

68－4 土器群9 饗 口径　　 17．2 ①微砂粒子 （石英 ・角閃石 ・橙色粒子な 複合口縁で端部は丸 くおさめ、突出部は膨らんでわずかに出る
（口綾部ほぼ完） ど）含む　 ②淡黄褐色　 ③普通 内面頸部以下ケズ リ調整と思われる．他内外面 ともナデ調整

68－5 土器群9 餐 口径　　 17．7 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・角閃石 ・長石 かなり外反 した複合口縁で、端部は外へ引きのばし、突出部は
（口縁部 1／6存） など）含む　 ②にぷい橙褐色　 ③普通 横へ出る

内面頸部以下ケズリ調整、他内外面ともナデ調整

68－6 土器群9 嚢 口径　　 16．1 ①1mm以下の砂粒子（石英 ・橙色粒子 ・角閃 下半が到られて上半が膨れたようになった複合口縁で、端部は
（口縁部 1／5存） 石 ・長石など）含む　 ②暗黄褐色　 ③普通 のばして止め突出部は斜め下に出る

内面頸部以下ケズリ調整、他内外面ともナデ調整

68－7 土器群9 餐 口径　　　 20．0 ①1mm大の砂粒子 （橙色粒子 ・石英 ・角閃 複合口縁で、端部は引きのば し、突出部は斜め下に出る．肩部
最大径　　 22．2

（口綾部 1／3存）
石など）多 く含む　 ②淡黄褐色　 ③普通 に平行沈線文と波状文が観察される

口綾部外面ナデ調整、内面頸部以下ケズ リ調整、他は風化著し
く調整不明

68－8 土器群9 聾 口径　　 17．0 ①微砂粒子 （石英 ・角閃石 ・長石など）含 複合口縁で、端部は引きのばし、突出部はわずかに下に出す 口綾部外面に
（口綾部 1／6存） む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 内面頸部以下ケズリ調整、他内外面ともナデ調整 黒斑あり

68－9 土器群9 餐 口径　　 18．7 ①1mm以下の砂粒子 （石英など）含む 複合口縁で、端部は引きのばし、突出部は斜め下方へ出す 口綾部外面に
（口縁部 1／7存） ②にぷい黄褐色　 ③普通 内外面ともナデ調整 煤付着

68－10 土器群9 餐 口径　　　 21．1 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・角閃石 ・r長石 かなり外反した複合口縁で、端部は丸くおさめ、突出部は膨 ら 口綾部外面に
（口綾部 1／5存） ・橙色粒子など）含む　 ②にぷい黄橙褐色 ませわずかに斜め下に出す 黒斑あり

③普通 内面頸部以下ケズリ調整、地内外面ともナデ調整

68－11 土器群9 襲 口径　　　 22．2 ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 複合口縁で、端部は膨らんだのち丸くおさめ、突出部は下に出
（口縁部 1／6存） など）含む　 ②黄褐色　 ③普通 る．肩部に多条の平行沈線文が施される

内面頸部以下ケズリ調整、他内外面ともナデ調整

68－12 土器群9 餐 口径　　　 27．0 ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・橙色粒子 ・角 厚手の複合口縁で、端部は丸くおさめ突出部は膨らませて横に
（口縁部 1／4存） 閃石など）含む　 ②黄褐色　 ③普通 出す．胴は張る

内面頸部以下ケズリ調整、他内外面 ともナデ調整で、特に口綾
部内面は丁寧

69－1 土器群9 餐 口径　　 15．4 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・橙色粒子 ・角 複合口縁で、端部はわずかに外に曲げて終え、突出部は斜め下
（口綾部 1／3存） 閃石など）含む　 ②黄褐色　 ③普通 に引き出す．肩部には波長の短い波状文が施される

口縁部内外面ナデ調整、外面胴部パケ目調整、内面頸部以下ケ
ズリ調整

69－2 土器群9 蛮 口径　　 17．4 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・角閃石 ・長石な 厚手の複合 口線で、端部は外に曲げ丸 くおさめ、突出部は斜め
最大径　　 24．0

（口綾部 1／2存）

ど）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 下に引き出す．内面頸部に縦方向に指押さえをして頸部をのば

しているので、壷の分類に入るかもしれない
口縁部内外面ナデ調整、外面胴部パケ目調整、内面胴部丁寧な
規則的ケズリ調整

69－3

69－4

69－5

6 9－6

69－7

土器群9

土器群9

土器群9

土器群9

土器群9

餐

胴　　 部

底　　 部

底　　 部

底　　 部

口径　　 17．5 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・角閃石 ・金雲 複合口縁で、端部は外に曲げてわずかに平坦面をつくり、突出

外面に黒斑及

（口綾部 1／3存）

（胴部破片）

底径　　　　 4．3

母など）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通

①2mm大の砂粒子（石英 ・橙色粒子 ・長石な

部は横へ出る
内面頸部以下ケズリ調整、他内外面ともナデ調整

貝殻腹縁により、間に平行沈線文を施 して2段に分け、各々柳
ど）含み、緻密　 ②淡橙褐色　 ③普通

①1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 ・

垂れ文を施す

内外面とも風化著しく調整不明

小 さいが しっか りした平底で、シャープな立ち上がりをみせる
（底部完形）

底径　　　　 5．0

金雲母など）含む　 ②暗黄褐色　 ③普通

①1mm以下の砂粒子 （石英 ・橙色粒子 ・角

外面ミガキ調整、底面まわりヨコナデ調整．底面には板目が残
る．内面ナデ調整

中さいがしっかりした平底で、膨 らみをもたせて立ち上がる
（底部完形） 閃石など）含む　 ②外面黒色～にぷい黄褐

色、内面黄褐色　 ③普通
外面パケ目調整、底面ナデ調整、内面風化著しく調整不明 び煤付着

底径　　　 3．0 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・橙色粒子 ・角 最も小 さい平底で、まだ稜線は明瞭に残っている．底部内面に
（底部完形） 閃石など）含む　 ②暗黄褐色　 ③普通 は中央に指頭圧痕が2ケ並んである

外面ナデ調整、内面ケズリ調整

－151－
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69－8 土器群9 底　　 部 底径　　　　 5，2 （》1mm大の砂粒子（石英 ・長石など）含む 底径の割に器壁の薄い平底で、稜線もあまい
（底部ほぼ完） ②にぷい黄褐色 （診普通 外面ナデ調整、内面風化著 しく調整不明

69－9 土器群9 底　　 部 底径　　　　 5．2 ①1mm以下の砂粒子（石英 ・角閃石 ・橙色粒 薄手で稜線があまく、丸底系の底部である 67－1と同一個
（底部 1／4存） 子 ・長石など）含む　 ②淡黄褐色　 ③普通 外面ナデ調整、内面風化著 しく調整不明 体の可能性あ

り

69－10 土器群9 低 脚 杯 底径　　　　 7．5 （り微砂粒子 （角閃石 ・石英など）含む 杯部からまっすぐに移行し、少 し厚 くなって裾広がりとなる
（脚部完形） ②黄褐色　 ③普通 が、端部は再び内側へふんばる

内外面 ともナデ調整と思われる．特に杯部内面は丁寧

69－11 土器群9 注口土器 注口径　　 1．8 ①1～2mm大の砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石 小型で厚みのある湾曲した注口部

（注口部完） など）含む　 ②黒褐色　 ③普通 荒いナデ調整

70－1 土器群9 高　　 杯 口径　　 19．2 ①1m m以下の砂粒子（石英 ・角閃石 ・長石な 深い立ち上が りの体部か ら、段をつ くって口縁部に移行する杯 口綾部外面に
（口綾部 1／3存） ど）含む　 ②外面黒灰色～淡黄橙褐色、内 部が2段になったものである．接合方法は充填法 と思われるが 黒斑あり

面橙褐色 （診普通 刺突孔がない
風化著 しく調整不明

70－2 土器群9 高　　 杯 口径　　　 26．3 （か微砂粒子 （石英 ・角関など）少し含む 丸みのある体部からゆるやかな段をもち口綾部に移行する
（口縁部 1／7存） （諺にぷい黄褐色　 ③普通 内外面 ともナデ調整、特に内面は丁寧

70－3 土器群9 高　　 坪 口径　　　 22．0 ①1～3mm大の砂粒子 （石英 ・橙色粒子 ・角 接合部は粘土を詰め込んでかな り重畳のあるどっしりとした脚
（口縁部 1／6存） 閃石 ・長石など）多く含み、粗　 ②灰白色 部で、丸みのある師部へ と移行する

③普通 師部内外面ともナデ調整．脚部内面ケズ リ調整、外面風化著 し

く調整不明

70－4 土器群9 高　　 杯 接合部径　 4．7 ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・橙褐色粒子 ・ 接合方法は円盤充填法である．杯部は丸みのある立ち上が りを 70－5と同一個
（接合部跡ほぼ完） 角閃石 ・長石など）含み、やや緻密 呈す 体の可能性あ

②淡橙褐色　 ③普通 内面に放射状のパケ目の痕跡あり．他は風化著しく調整不明 り

70－5 土器群9 高　　 杯 接合部径　 4．4

（接合部ほぼ完）

①1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石な

ど）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通

外面縦方向の ミガキの痕跡あり．内面ケズリ調整 70・－4と同一個
体の可能性あ

り

70－6 土器群9 高　　 杯 底径　　 17．1 ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石 ・金雲母な 平べったく立ち上がる脚部
（脚部 1／5存） ど）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 外面ミガキ調整、内面ナデのち部分的にパケ目調整

70－7 土器群9 鼓形器台 受部突出部径 （》1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石な 厚手の重量感あるもので、受部の立ち上がりが直線的である

11．2
（受部 1／3存）

ど）多く含む　 ②暗橙褐色 （診普通 外面受部ナデ調整、筒部パケ目のちナデ調整、内面受部多方向

の少々荒いナデ調整、筒部ケズリ調整

70－8 土器群9 鼓形器台 口径　　 18．5 ①1m m大の砂粒子 （石英 ・長石 ・橙色粒子 口線端部は横へ引きのばし丸くおさめる．受部外面には貝殻腹
（受部 1／3存） など）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 縁による多条の沈線文が施され、部分的に撫消されている

外面ナデ調整、内面ケズリのちナデ調整

70－9 土器群9 鼓形器台 口径　　　 21．5 ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石など）含む ロ縁及び脚端部はそれぞれ横へ引きのばし丸くおさめる．受部 外面一側線に
器高　　 14．6

底径　　 19．0
（3／4以上存）

②にぷい黄褐色　 ③普通 外面にはクシ状工具による多条の沈線文が施される

外面及び口縁端部、脚端部ナデ調整．内面受部ケズリのち丁寧
なナデ調整、脚部ケズリ調整

黒斑あり

70－10 土器群9 鼓形器台 口径　　 19．0 （り1mm大の砂粒子 （石英など）多く含む 厚手で少 粗々雑な感 じで、受部の立ち上がりは深い

（口綾部 1／9存） ②にぷい黄橙褐色　 ③普通 風化著しく調整不明

70－11 土器群9 鼓形器台 筒部径　　 9．6 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石な 厚手のもので、受部と脚部の突出部の差が著 しい．脚部外面に 筒部に薄い黒

（簡部 1／3存） ど）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 クシ状工具による多条の沈線文が施される・′
外面ナデ調整．内面受部多方向のナデ調整、脚部ケズ リ調整

斑あり

70－12 土器群9 鼓形器台 口径　　　 22．6 （り1mm大の砂粒子（石英・橙色粒子・角閃石 ・ 深めの受部で、端部はまっす ぐにのばして丸くおさめる

（口縁部 1／6存） 長石など）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 外面ナデ調整．内面端部ナデ調整、体部パケ目のちナデ調整

72－1 土器群10 士ヨ互 口径　　 15．5 ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石など）含む 内傾した短めの複合口縁で、端部は外へ曲げ引きのば し、突出
（口縁部 1／3存） ②暗黄褐色　 ③普通

あ

部は真横に引き出す

外面及び内面口縁部ナデ調整、頸部ナデ、指押 さえ調整、胴部
ケズリ調整

72－2 土器群10 聾 （口綾部破片） ①1mm大の砂粒子（石英 ・角閃石など）多く 複合 口緑で、端部は丸くお さめ、突出部斜め下へ膨ませて出
含む　 ②淡黄褐色　 ③普通 す．ロ緑面には貝殻腹緑による13条の擬凹線文が施されている

が、撫消 しにより浅くなっている
内外面ともナデ調整

72－3 土器群10 褒 口径　　 15．4 （9 1mm大の砂粒子（石英 ・角閃石 ・長石 ・金 複合口縁で端部はのばし、突出部は斜め下へわずかに出る
（ロ縁部 1／7存） 雲母など）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

72－4 土器群10 餐 口径　　 15．0 ①1mm大の砂粒子（石英 ・長石など）含む 複合口緑で端部はのばし、突出部は横に引き出す
（ロ縁部 1／7存） ②にぷい黄褐色　 ③普通 外面及び内面口縁部ナデ調整、頸部以下風化著しく調整不明

72－5 土器群10 餐 口径　　　 22．0 ①1m m以下の砂粒子（石英など）含む 複合 口縁で、端部は外へ曲げ平坦面をつ くりかけて丸くおさ

（口縁部 1／10存） ②淡黄褐色　 ③普通 め、突出部は横へ引き出す

内外面 ともナデ調整

72－6 土器群10 饗 口径　　 15．2 ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石な 複合口縁で、端部は外に曲げわずかに平坦面をもつ．突出部は
（口縁部 1／6存） ど）含む　 ②にぷい橙褐色　 ③やや良好 斜め下に引き出す．肩部に多条の平行沈線文を施す

外面及び内面頸部以上ナデ調整、胴部ケズリ調整

72－7

72－8

72－9

土器群10

土器群10

土器群10

高　　 杯

高　　 杯

低 脚 杯

脚柱部径　 4．8 ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石 ・ 接合方法は円盤充填法で、まっす ぐにのびた脚柱部から裾は欠

（脚柱部完）

（杯部破片）

接合部径　 5．0

金雲母など）含む　 ②にぷい暗黄褐色 損 しているため形状不明

③普通

（》1mm以下の砂粒子（石英 ・角閃石 ・橙色粒

師部内外面とも丁寧なナデ調整．脚部外面 ミガキ調整、内面ケ
ズ リ調整

接合方法は円盤充填法

子など）含む　 ②外面淡黄褐色、内面にぷ

い黄橙褐色　 ③普通

①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石な

内面ミガキ調整 と思われる．外面風化著しく調整不明

幅のある脚部で、端部は欠損しているため形状不明

（接合部完） ど）含む　 ②淡黄褐色　 ③普通
l

風化著しく調整不明
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挿図番号 出土地点 器　　 種 法　　 畳（cm） ①胎土　　 ②色調　　 ③焼成 形　 態 ・ 手　 法　 の　 特　 徴 備　　 考

73－1 土器群10 胴　　 部 （胴部破片） ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 張 り出した肩部に、上下に9条の平行沈線文により区画 し、中 出土状況及び
など）含む　 ②黄褐色　 ③普通 央に同じ原体による9条の波状文を施 し、それを中心に羽状文

を施す．貝殻の施文具と思われる
外面風化著しいが、文様以上ナデ調整、胴部下半パケ目が観察

される．内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

胎土、調整方

向などより73

－2と同一個体
の可能性あり

73－2 土器群10 胴部 底径　　　 4．7 ①1～2mm大の砂粒子 （石英など）含む．た 焼成後に穿孔した底部から胴部があまり張らずに立ち上がる 胴部に黒斑あ
～底部 （底部完形） だし底部は小粒子で胴部上へかけて粒子が 外面風化著しいが、所々にパケ目が観察される．内面ケズ リ調 り．73－1と同

荒くなる　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 整 一個体の可能

性あり

73－3 土器群10 鼓形器台 筒部径　 10．2 ①1mm大の砂粒子（石英・長石など）及び若干 受部の鋭い突出部に比べ、脚部は丸みのある突出部
（筒部 1／4存） の3mm大の砂粒子含む　 ②にぷい暗黄褐色

③普通
外面及び内面受部、筒部はナデ調整、脚部ケズリ調整

75－1 土器群11 －ニ士ご互E 口径　　 18．9 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・長石など）含む 内傾する複合口縁で、端部は平坦面を有し、突出部は横に引き
（口縁部 1／4存） （塾にぷい黄褐色　 ③普通 出す．頸部にはへラ描きによる綾杉文を施す

外面及び内面口綾部ナデ調整、頸部風化著 しいが指押さえの痕

．跡観察できる．胴部ケズリ調整

75－2 土器群11 褒 口径　　 17．6 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 頸部は 「く」の字に屈曲し、口綾部は上下に肥厚 した面に2粂
（口綾部 1／11存） など）含む　 ②暗橙褐色　 ③普通 の凹線文を施す．頸部には圧痕文帯あり

内外面ともナデ調整

75－3 土器群11 蛮 口径　　 18．0 ①微砂粒子 （石英 ・長石など）含む 全体にシャープなっくり．複合口縁で端部はのばし、突出部は
（口縁部 1／12存） ②にぷい暗黄褐色　 ③やや良好

サ

横へ鋭く出る．張りのない肩部には、へラ状工具による連続
「ノ」の字の刺突文を2段施す

内外面とも頸部以上ナデ調整、以下外面ヨヲパケ目調整、内面

ケズリ調整

75－4 土器群11 饗 口径　　 18．6 ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石など）含む 複合口縁で、端部はわずかに平坦面をつくり、突出部は膨らみ
（ロ綾部 1／4存） ②にぷい黄褐色 （診普通 横へ出す．なだらかな肩部には平行沈線文、波状文がわずかな

がら観察できる
内外面とも頸部以上ナデ調整、以下外面パケ目調整、内面ケズ

リ調整

75－5 土器群11 饗 （口縁部破片） ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 大型のものと思われる．複合口縁で、端部は外に曲げて平坦面
・金雲母など）含む　 ②にぷい暗黄褐色 をつくり、突出部は斜め下へ引き出す
③普通 内外面ともナデ調整

75－6 土器群11 高　　 坪 接合部径　 3．8 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・角閃石 ・長石 接合方法は円盤充填法．まっすぐな脚部から裾広がりとなる．
（接合部完） など）含む　 ②淡黄褐色　 ③普通 欠損のため形状は不明

外面風化著しいが、パケ目が観察される．内面しぼりケズリ調整

75－7 土器群11 鼓形器台 口径　　　 24．6 （り1mm大の砂粒子（石英・長石・金雲母など） 器壁は薄いが口縁端部は丸く厚くなる
（口縁部 1／6存） 含む ②外面灰黄褐色、内面黄褐色 ③普通 外面風化著しく調整不明．内面端部ナデ調整、受部ケズリのち

丁寧なナデ調整

75－8 土器群11 鼓形器台 底径　　 18．2 ①1mm大の砂粒子（石英 ・長石など）含む 脚突出部下は薄くなるが、端部に向か うにつれ厚くなる
（脚部 1／6存） ②淡黄褐色　 ③普通 外面及び内面裾部ナデ調整、脚部ケズリ調整

75－9 土器群11 鉢 口径　　 16．4 ①微砂粒子（角閃石 ・石英 ・長石など）含む 頸部をなだらかに外反させ、水平に端部をおさめる．胴部は厚
（口綾部 1／7存） ②にぷい黄橙褐色　 ③普通 みをもたせて丸づくり

外面風化著しく調整不明、内面丁寧なナデ調整

75－10 土器群11 鉢 口径　　 14．8 （り1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 厚みのある土器で、口縁端部はしっかりした平坦面をもち頸部に
（口縁部 1／3存） など）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 は刻目を施した鍔状の貼付突帯文がめぐり、胴部はかなり開く

上下逆にすると甑形土器のようであるが、内外面ともナデ調整

のため鉢 とした

77－1 土器群12 －づこごヨ互 口径　　　 16．4 ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・長石など）含 厚手の複合口縁で、端部は太めながらまっすぐにのび、突出部
（口縁部 1／5存） む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 は丸い

内外面 とも頸部以上ナデ調整、外面頸部以下パケ目調整、内面
頸部以下ケズリ調整

77－2 土器群12 ・＝ヒ互E 口径　　 13．8 ①微砂粒子 （石英 ・金雲母 ・長石 ・角閃石 全体にシャープな感 じのもの．複合口縁で端部はまっす ぐひき
（口縁部 1／5存） など）含む　 ②淡黄褐色　 ③普通 のばし、突出部は斜め下に出す

外面及び内面口縁部ナデ調整、頸部上半ナデ調整、下半指ナ
デ、胴部ケズリ調整

77－3 土器群12 褒 口径　　 14．8 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・角閃石など） 厚手の複合 口縁で、端部はわずかに肥厚 させ丸くおさめ、突出

（口綾部 1／9存） 含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 部はわずかに下に出る．口縁面は貝殻腹縁による7条の擬凹線

文を施したのち上位は撫消しを行っている
外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

77－4 土器群12 餐 口径　　 14．8 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・橙色粒子 ・角閃 短めの複合 口縁で、端部は丸 くおさめ、突出部は斜め下にわず
（口綾部 1／8存） 石など）含む　 ②にぷい黄橙褐色　 ③普遍 かに出る．口縁面に沈線の形跡があるが風化が著しく不明．肩

部にも平行沈線文が観察される

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

77－5 土器群12 饗 口径　　 17．6 （り1mm以下の砂粒子（石英 ・角閃石 ・橙色粒 頸部がきつ く屈折した複合口縁で、端部は引きのばし、突出部は
（口縁部 1／6存） 子など）含む　 ②にぷい黄橙褐色　 ③普通 わずかに横へ出る．ロ縁面はナデによる凸部や沈線がみられる

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

77－6 土器群12 饗 口径　　　 13．8 ①1m m以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 複合口線で、端部はまっすぐ引きのば し、突出部は横に引き出
（口綾部 1／6存） など）含む　 ②暗黄褐色　 ③普通 す．口縁面はナデによる凹凸あり．肩部に平行沈線 らしき痕跡

あるが、図化するまでに至らない
外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

77－7

77－8

土器群12

土器群12

餐

餐

口径　　 17．2 （D lmm以下の砂粒子 （石英 ・長石など）含む 複合 日録で、端部はのばし、突出部は下に引き出す．口縁面は 口縁端部に黒
（口綾部 1／7存）

口径　　　 25．2

②にぷい黄褐色　 ③普通

①1mm以下の砂粒子 （石英 ・角閃石など）

ナデによる凹凸あり

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

複合口縁で、端部はのばして止め、突出部は横へ出る

斑あり

（口綾部 1／6存） 含む　 ②淡黄褐色　 ③普通 内外面とも風化著しく調整不明
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挿図番号 出土地点 器　　 種 法　　 皇（cm） ①胎土　 （9色調　　 ③焼成 形　 態 ・ 手　 法　 の　 特　 徴 備　　 考

78－1 土器群12 襲 （口縁部破片） （り微砂粒子 （石英 ・角閃石など）含む 複合口縁で、端部はのばして止め、突出部斜め下に出る
②明黄褐色　 ③普通 外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

78－2 土器群12 餐 口径　　 18．6 ①微砂粒子 （石英 ・長石など）含む 複合口縁で、端部は丸くおさめ、突出部は斜め下へ出てるよう
（口綾部 1／8存） ②にぷい黄褐色　 ③普通 内外面ともナデ調整

78－3 土器群12 聾 （ロ縁部破片） ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・角閃石など） 複合口縁で、端部は丸くおさめ、突出部は横へ出る

含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 内外面ともナデ調整

78－4 土器群12 聾 口径　　 15．0 ①微砂粒子 （石英 ・角閃石 ・金雲母など） 複合口縁で、端部は外に曲げて平坦面をつくり、突出部は剥落
（口縁部 1／10存） 含む　 ②灰オリーブ色　 ③普通 している

内外面ともナデ調整

78－5 土器群12 聾 口径　　　 23．0 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・長石など）含む 厚手の複合口縁で、端部は平坦ぎみに丸 くおさめ、突出部は斜

（口縁部 1／6存） ②灰オリーブ色　 ③普通 め下に出す．肩部には貝殻腹縁による平行沈線文が施される
外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

78－6 土器群12 餐 口径　　　 16．2 （0 1mm大の砂粒子 （長石 ・石英など）含む 複合口縁で、端部は外に曲げて平坦面をつくり、突出部はあま
（ロ綾部 1／7存） ②にぷい黄褐色　 ③普通 く横に出る

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

78－7 土器群12 襲 口径　　　 23．8 （》1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石な 複合 口縁で、端部は外に曲げて丸みはあるが平坦面をつくり、 口綾部黒斑あ
（ロ綾部 1／7存） ど）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 突出部はシャープに横へ出る

内面口綾部ナデ調整、他は風化著しく調整不明
り

78－8 土器群12 蛮 口径　　 14．4 （り微砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石など）含む 複合 口縁で、端部は外に曲げて平坦面をつくり、突出部は斜め

（口縁部 1／8存） ②にぷい黄褐色　 ③普通 下に強く引き出す
内外面ともナデ調整

78－9 土器群12 餐 口径　　 16．9 （9 1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 複合 口縁で、端部は外に曲げて平坦面をわずか正っくり、突出

（口縁部 1／3存） など）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 部は横に出る．肩部に平行沈線の痕跡あり
内外面とも頸部以上ナデ調整、以下外面縦方向のパケ目調整、

内面ケズリ調整

78－10 土器群12 胴　　 部 胴部最大径 ① 1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・金雲母な やや薄手の胴張りスタイルである．肩部に貝殻腹縁と思われる 外 面 黒 斑 あ

18．1 ど）含む　 ②灰オリーブ色　 ③普通 工具により連続 「ノ」の字状の刺突文が施される り．胴部最大
（胴部破片） 外面鮮明なパケ目調整、内面ケズリ調整 径以下煤付着

78－11 土器群12 底　　 部 底径　　　　 3．0 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・長石など）含む 稜線の不明瞭な平底の痕跡を残しただけの底部

（底部完） ②暗黄褐色　 ③普通 外面ナデのちパケ目調整、内面ケズ リ調整、底部まわ りに指頭

圧痕

78－12 土器群12 高　　 杯 （杯部破片） （9 1mm以下の砂粒子（石英 ・長石など）含む 外面体部がわずかに膨 らみを残し、あとは直線的

②外面灰黄褐色、内面にぷい黄橙色 ③普通 内外面とも丁寧なミガキ調整 と思われる

78－13 土器群12 高　　 杯 底径　　 14．4 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・角閃石など）含む 裾広がりの脚部で、端部は断面矩形
（底部 1／3存） ②にぷい黄褐色　 ③普通 外面脚柱部パケ目調整、脚部ミガキ調整、裾部ナデ調整．内面

脚柱部ケズリ調整、脚部ナデ調整

79－1 土器群12 大 型 壷 口径　　　 24．0 ①1～4mm大の砂粒子 （石英 ・橙色粒子、小 胴上半分 と下半部の間をわずかな接点においてつなぎ合わせた 防長地方から
最大径　　 32．2 豆色粒子など）多く含む．砂粒子は角のと もの．底部は完全な丸底で、張りは弱いが球形の胴部 と短い頸 の搬入品

器高　　　 38．5 れた丸いものがほとんど （9 橙褐色　 ③普 部と短い直立した複合口緑をもつ．頸部には斜格子文を施した
（1／3存） 通 貼付突帯文がめぐり口縁部縁辺にも斜格子文を施す．口緑面は

上下2本の工具をスタンプ的に用いた組合せ波状文を施す．全
体に厚ぼったく口縁端部は平坦面をつ くる．＿
内外面とも頸部以上ナデ調整、以下パケ目 （内面は荒い、外面

は下半部にいくほど荒い）調整

79－2 土器群12 大 型 餐 口径　　　 34．5 ①微砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石など）含む 口径と頸部径の差があまりない口の開いた複合 口縁の倒卵形を 口縁部1ヶ所

最大径　　 41．9
現存器高　 48．5

（2／3存）

②黄褐色　 ③普通

あ

呈する大型のものである．口縁端部は外に曲げ、しっかりした

平坦面をつ くり、突出部は横に引き出す．肩部には浅く幅広の
沈線を2条施 して区画し、その中に貝殻による羽状文を施す

外面口縁部～頸部ナデ調整、肩部区画内浅いヨコパケ目調整、

以下縦方向のパケ目調整．内面口綾部～頸部ナデ調整、胴部ケ
ズリのちヨコパケ目調整、胴部下位ケズリ調整

のみ黒斑あり

80－1 土器群12 鼓形器台 筒部径　 10．0 （9 1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石など）含 厚手で重量感あるもの

（筒部 1／3存） む　 ②にぷい黄橙褐色　 ③普通 外面及び内面受部、筒部ナデ調整、脚部ケズリ調整

80－2 土器群12 鼓形器台 筒部径　 15．9 （り1mm以下の砂粒子 （石英 ・角閃石 ・金雲 厚手であるが、80－1ほど重量感はない
（筒部 1／5存） 母など）含む　 ②淡黄橙褐色　 ③普通 外面ナデ調整．内面受部ミガキ調整、筒部ケズリのちナデ調

整、脚部ケズリ調整

80－3 土器群12 鼓形器台 底径　　　 29．0 （》1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 脚裾部は外広がりとなる
（脚部 1／6存） ・金雲母など）多く含む　 ②淡黄橙褐色 外面ナデ調整、内面脚部ケズリ調整、裾部ナデ調整、他は風化

③普通 著しく調整不明

80－4 土器群12 鼓形器台 簡部径　 10．3 ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石 ・ 外面ナデ調整．内面受部ミガキ調整、筒部ナデ調整、脚部ケズ

（筒部 1／8存） 金雲母など）含む　 ②淡黄橙褐色　 ③普通 リ調整

80－5 土器群12 鼓形器台 （脚部破片） ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石 ・ 裾広が りの裾部は脚部に比 して厚手 となる
金雲母など）含む　 ②淡黄橙褐色　 ③普通 外面及び内面裾部ナデ調整、脚部ケズリ調整

80－6 土器群12 低 脚 杯 底径　　　　 4．6 ①微砂粒子 （石英 ・角閃石 ・金雲母など） 小さくすっとのびた脚がつ く

（底部ほぼ完） 含む　 ②淡黄褐色　 ③普通 風化著 しく調整不明

82－1

82－2

土器群13

土器群13

大型壷

窺

（口綾部破片）

口径　　17．4

①1mm大の砂粒子（石英・長石など）含む厚手で外反してのびる頸部から口縁部は断面「く」の字状に垂下■（診淡黄褐色、断面灰色　 ③普通

①1mm大の砂粒子（石英 ・長石など）含む

し端部は丸くおさめる．垂下した面には4条の四線文が施される
外面縦方向のパケ目調整．頸部はのちにナデ調整を行 う．内面

口縁屈折部ナデ調整、以下ヨコパケ目調整

肩の張らない胴部から頸部がゆるい 「く」の字状に屈折し口縁
胴部最大径 ②外面黒褐色～暗黄褐色、内面黄橙褐色 部はわずかに肥厚 し、強いナデにより凹みがある

18．3
（口綾部ほぼ完）

③普通 口綾部内外面ともナデ調整、外面頸部以下パケ目調整、以外は

風化著 しく調整不明
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82－3 土器群13 饗 口径　　 13．1 ①1m m大の砂粒子 （石英 ・長石 ・金雲母な 82－2と比べると肩に張りがあり、頸部に膨らみをもって至る口
（口綾部 1／3存） ど）含む　 ②暗黄褐色　 ③普通 綾部は、上に引きのばすように肥厚する

口綾部内外面ともナデ調整、胴部外面パケ目調整、内面 ミガキ
調整

82－4 土器群13 聾 口径　　 18．4 ①1m m大の砂粒子 （石英 ・角閃石‘・長石な 胴部中央に最大径があり、きつめの 「く」の字状に屈折 した頸 外面煤付着
胴部最大径 ど）含む　 ②外面黒褐色～暗黄褐色、内面 部から口綾部は上に引きのばすように肥厚し、面には2条の沈

21．5
（口綾部 1／4存）

暗黄橙褐色　 ③普通 線文を施す
内外面とも口綾部～頸部ナデ調整、胴部パケ目調整、内面胴部

最大径以下ケズリ調整

82－5 土器群13 餐 口径　　 16．9 ①1mm大の砂粒子（石英 ・長石など）含む 胴部中央に最大径あり、球状を呈している． 「く」の字状に屈 外面黒斑あり
胴部最大径

21．2
（口綾部 1／6存）

②淡黄褐色　 ③普通 折 した頸部か らロ縁部に至 り、上下に肥厚した面には3条の沈

線文が施される．胴部最大径には、5～7点単位の列点文が巡る

口綾部～頸部内外面 ともナデ調整、外面列点文以上パケ目調整、
以下ミガキ調整．内面頸部付近パケ目調整、以下ケズリ調整

82－6 土器群13 襲 口径　　 15．0 ①1～2mm大の砂粒子 （菌英 ・長石 ・角閃石 肩の張った胴部から大きく 「く」の字状に屈折 した単純口縁に 土師器の可能
（口綾部 1／7存） など）含む　 ②橙褐色　 ③普通 移行する．端部は丸くおさめる

口綾部～頸部内外面ともナデ調整、胴部外面パケ目調整、内面
ナデ及び指押 さえ調整

性あ．り

82－7 土器群13 底　　 部 底径　　　　 8．2 ①1mm大の砂粒子‘（石英 ・角閃石 ・長石 ・金 底面に厚みのある平底
（底部完） 雲母など）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 外面胴部ミガキ調整、底面及び底部まわ りナデ調整、内面ケズ

リのちナデ調整

82－8 土器群13 底　　 部 底径　　　　 5．4 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 しっかりした平底
（底部完） など）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 底面ナデ調整．外面ミガキ調整．内面底部ナデ調整、胴部ケズ

リ調整

82－9 土器群13 底　　 部 底径　　　　 7．1 ◆
①1～3mm大の砂粒子（石英・長石な ど）多く しっかりした平底 外面及び内面

（底部完） 含む　 ②外面黒褐色、内面暗黄褐色
③普通

底面ナデ調整、外面ミガキ調整、内面ナデ調整 底部中央に黒
斑あ り

82－10 土器群13 把　　 手 （把手部分） ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石など）含む 偏平で半円形の把手である．表面と外側面には各々4条と2条の
②淡黄褐色　 ③普通 凹線文が施されている．裏面は平らに仕上げてあるため、この

把手は裏面を視覚に入らない方向で、土暑酎こ接合してあったと

思われる
全面ナデ調整

84－1 土器群14 士互E （口綾部破片） ①1mm大の砂粒子（石英 ・角閃石など）含む 外反してのびる頸部から水平に拡張 した口綾部がのびる．口唇
②にぷい黄褐色　 ③普通 部には刻目が平坦面には斜格子文が施される．外面には現状で

2条の刻目貼付突帯文をめぐらし、棒状浮文を貼 り付ける
外面及び内面口綾部ナデ調整、頸部パケ目調整

84－2 土器群14 一ニヒ互E 口径　　 15．9 ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 直線的に立ち上がる頸部から強く外反 して口綾部へと移行し
（口縁部 1／3存） など）多く含む　 ②にぷい黄橙褐色 ヽ複合口綾部を上へ内湾ぎみにつくる．口縁端部は平坦面をもち

③普通 突出部はわずかに膨らむ．口線面には4条の沈線文を施す

内外面ともナデ調整、ただし内面頸部以下はケズリ調整のよう
に観察される

84－3 土器群14 士互E 口径　　　 25．6 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・角閃石 ・長石 外反する頸部に口綾部が上下に肥厚して複合口縁をつくり、ロ
（口綾部 1／9存） など）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 縁面には5条の沈線文が施される

外面頸部以上ナデ調整、以下ケズ リ調整．内面口綾部ナデ調
整、頸部パケ目調整、以下ケズリ調整と思われる

84－4 土器群14 セ互E 口径　　　 21．1 ① 1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石な 屈曲して胴が張り、 「く」の字状に立ち上がる頸部に、内面直
（頸部 1／7存） ど）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 線的にのび、小 さな複合口縁 となる．口綾部は反って3条の沈

線文を施す
内外面とも頸部以上ナデ調整、頸部以下外面パケ目調整、内面

ケズリ調整

84－5 土器群14 七宝E 口径　　　 11．1 ①1～2叩大の砂粒子 （石英 ・長石．・角閃石 全体にボテッとした粗雑なっくり．口縁部は外面はゆるやかな
最大径　 12．8

ご（口綾部 1／5存）

など）含む　 ②黄灰褐色　 ③普通 カーブを描くが、内面は口綾部～頸部に明瞭な段をつくる
内面口縁部ナデ調整、頸部以下ケズリ調整．外面風化著しく調

整不明

84－6 土器群14 餐 口径　　 18．9 ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 複合 口線で端部は丸くおさめ突出部は出ない．口録画はほぼ4
（口縁部 1／5存） など）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 条の凹線文を施 したのち、撫でて不明瞭にしている

外面及び内面頸部以上ナデ調整．以下ケズリのちナデ調整

84－7 土器群14 餐 口径　　 14．0 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・角閃石 ・長石な 複合口縁で端部は丸くお さめ、突出部は出ない．口緑面は貝殻 外面頸部上半
（口綾部 1／3存） ど）含む　 ②暗黄褐色　 ③普通 腹縁による7条の擬凹線文を施す

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズ リ調整
に煤付着観察

できる

84－8 土器群14 餐 口径　　 19．0 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石な 複合口縁で端部はわずかに肥厚させ丸くおさめ、突出部は出な
（口縁部 1／10存） ど）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 い．口縁面は貝殻腹縁による7条の擬凹線文を施す

外面ナデ調整．内面口縁部 ミガキ調整、頸部以下ケズリ調整

84－9 土器群14 賓 口径　　　 31．9 ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 大型の範疇のため厚手の複合 口縁で、端部肥厚 して丸くおさ
（口綾部 1／4存） など）多く含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 め、突出部は出ない．口緑面は貝殻腹緑により11条の擬凹線文

があり、その原体の形に湾曲している．肩部には日録部と同じ
原体で6条の平行沈線文を施す

外面頸部以上ヨコナデ調整、以下斜め縦方向のナデ調整．内面
頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

84－10

84－11

土器群14

土器群14

餐

蛮

口径　　　22．3 ①1～2mm大の砂粒子（石英・長石・角閃石厚手の複合口縁で、端部はわずかに肥厚して丸くおさめ、突出■（口縁部 1／3存）

口径　　　 28．5

など）含む　 ②暗黄橙褐色　 ③普通

①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石

部は下に出る．口縁面には貝殻腹緑による10条の擬凹線文が施
される

外面ナデ調整、頸部に所々指頭圧痕あり．内面口綾部ナデ調整

で4条の沈線あり、頸部以下ケズリ調整

口綾部内面が直線的で外反 した複合口縁で、端部は肥厚 して丸
（口綾部 1／8存） など）及び若干の3～4 mm大の砂粒子を含む くおさめ、突出部はわずかに横に出る．口縁面は貝殻腹縁によ

②暗黄褐色　 ③普通 る10条の擬凹線文が施 される

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整
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84－12 土器群14 蛮 口径　　　 17．8 （り1～2mm大の砂粒子（石英 ・角閃石など）含 複合口線で、端部は丸くお さめ、突出部は横へ引き出す．口縁 外面煤付着
（ロ綾部 1／6存） む （9 外面黒褐色、内面にぷい黄褐色 面には貝殻腹縁による15条の浅い擬凹線文を施す

③普通 外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズ リ調整

84－13 土器辟14 聾 口径　　　 20．0 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・．角閃石な 複合口縁で、端部は丸くお さめ、突出部は下に出る．口縁面は

（口縁部 1／6存） ど）含む　 ②暗黄褐色　 ③普通 幅の狭い貝殻腹線による15条の擬凹線文ののちに全体を撫でて
薄く仕上げている

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズ リ調整

84－14 土器群14 褒 口径　　 15．6 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 ・ 形骸化 したような複合口縁で、端部は丸くお さめ、突出部は不

（ロ縁部 1／6存） 金雲母など）含む　 ②暗黄褐色　 ③普通 明瞭である．日録面には幅の狭い貝殻腹縁による擬凹線文のの

ち撫消 しを行っている．全体にスリム．内面頸部は明瞭なっく

り
外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

85－1 土器群14 餐 口径　　 17．9 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石な 口綾部を引きのばし始めた複合口緑で端部はのば して止め、突
（口綾部 1／4存） ど）、及び若干の2mm大の砂粒子を含む 出部は下に出る．口録面には擬四線文を施 したのちに全体を撫

②にぷい黄褐色　 ③普通 消してるため、所々に沈線文風に観察できる．頸部に約10条の

平行沈線文が施 される
外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

85－2 土器群14 餐 口径　　 17．3 （0 1mm以下の砂粒子 （石英 ・角閃石 ・金雲 外反 した複合口縁で、端部は丸くおさめ、突出部はあまく出な

（口綾部 1／4存） 母など）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 い．口緑面には貝殻腹縁による8 粂以上の擬凹線文を施したの

ちに中央部を撫消す

外面ナデ調整．内面頸部以上ミガキ調整、以下ケズリ調整

85－3 土器群14 底　　 部 底径　　　　 7．3 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・長右 ・角閃石な 薄手だけれど、しっかりした平底

（底部 3／4存） ど）含む （9 暗黄褐色　 ③普通 内面胴部ケズリ調整、他は風化著しく調整不明

85－4 土器群14 底　　 部 底径　　　　 3．2 ①1～2mm大の砂粒子（石英 ・長石など）含む 小 さな平底で、指押さえにより少々上げ底 となづている 内面全体に黒

（底部　 完） ②外面暗黄橙褐色、内面黒色　 ③普通 外面パケ目調整、内面ケズリ調整 褐色を呈する

のは黒斑か

85－5 土器群14 高　 年 口径　　 18．8 ① 1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石な 薄い体部か ら単純にロ線部へ と移行し、口綾部は厚手となり丸

（杯部 1／5存） ど）含む　 ②黄橙褐色　 ③普通 くおさめる
外面ナデ調整、内面ケズリのちナデ調整 ？

85－6 土器群14 高　　 杯 接合部径　 5．7 ①1～2m m大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 杯部と脚部の接合は粘土詰めにより、厚手でどっしりとした感 師部内面に朱

（接合部　 完） など）含む　 ②にぷい黄橙褐色　 ③普通 じ
風化著しく調整不明

塗 りの痕跡あ
り

85－7 土器群14 鼓形器台 口径　　　 21．5 （り1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 厚手のもので、口縁端部は平坦面をもつ 内外面とも朱

（受部 1／4存） ・橙色粒子など）多く含み、やや緻密

②にぷい黄橙褐色　 ③普通

外面受部 ミガキ調整、筒部ナデ調整、内面風化著しく調整不明 塗りの痕跡あ
り

85－8 土器群14 鉢 口径　　　 22．0 （9 1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 あまり厚 くない体部か ら口綾部になると急に膨 らみ厚みを増

（口縁部 1／7存） など）含む　 ②暗黄褐色　 ③普通 し、端部は丸くお さめる．全体に粗雑な感じ
内外面とも風化著 しく調整不明

85－9 土器群14 甑形土器 （把手部分） ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 縦長に本体に接合 したもの．どっしりと厚手である 85－10と同一

の 把 手 など）含む　 ②暗黄褐色　 ③普通 把手部ナデ調整、本体部分パケ目調整 個体と思われ

る

85－10 土器群14 甑形土器 （一応） （9 1～2mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 安定感がよいので、残存部分を下へ置いた状態．平坦な端部か 85－9と同一個

底径　　　 36．2 など）含む　 ②暗黄褐色　 ③普通 らゆるやかに曲線を描いて体部へと続く 体と思われる

（底部 1／4存） 外面裾部4cm幅ナデ調整、体部パケ目調整二‾内面風化著 しいが

ケズリ調整と思われる
内外面に黒斑
あり

87－1 土器群15 短 頸 壷 口径　　 11．2 （D lm 大の砂粒子 （石英 ・長石など）含む 胴部中央が強く張り玉葱状を呈し、頸部は 「く」の字状に屈折 内外面に漆塗
最大径　 14．4 ②漆部分黒色、漆剥落部分オ リーブ褐色、 して口縁に至る．口縁部はわずかに下に肥厚する りが施 してあ

（口綾部 1／9存） 断面淡黄褐色　 ③普通 口綾部内外面ともナデ調整、外面胴部ミガキ調整、内面胴部パ

ケ目調整
る

87－2 土器群15 餐 ．口径　　 17．4 （り1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石な 全体的に裾すぼまりのプロポーションで、底部は小さく胴部中

最大径　　 22．1 ど）及び若干の2～3mm大の砂粒子含む 央よりやや上位に最大径あり．張 りのない肩から頸部は 「く」

器高　　　 30．6

底径　　　　 5．3

（2／3 存）

②淡黄褐色　 ③普通 の字状に屈折 して口綾部に至る．口綾部はわずかに上下に肥厚

する．胴部最大径に5 点単位の列点文あり、列点文を定位置に
連続させ るため最下位の点は工具をひきずる

外面胴部下半 ミガキ調整．内面胴部上半パケ目調整、下半ケズ

リ調整．他は風化著しく調整不明

87－3 土器群15 褒 口径　　　 20．6 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・金雲母な 肩の張らない球形の胴部で、頸部は 「く」の字状に屈折し、口

最大径　　 23．9 ど）及び若干の2～3mm大の砂粒子含む 綾部が上向きに上下に肥厚し、面には2 条の凹線文を施す．胴

（口縁部 1／4存） ②黄橙褐色　 ③普通 部最大径直下に5 点単位の一応列点文としておくが、下位 2列

は完全にひきずっている

口縁部内外面ナデ調整、外面列点文以上パケ目調整、以下 ミガ
キ調整、内面胴部上半パケ目のちミガキ調整、下半ケズリのち

ミガキ調整

90－1 土器群16 二量チ宝E （ロ縁部破片） ①微砂粒子 （石英など）含む やや内債した複合口縁で、端部は丸くおさめ、突出部は横に強
②オリーブ褐色　 ③普通 く引き出す

内面頸部以下は調整不明であるが、地内外面ともナデ調整

90－2 土器群16 七宝E 口径　　 14．4 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 複合口縁で、端部はわずかに外に曲げて平坦面をつくり、突出
（口綾部 1／4存） など）含む　 ②オリーブ褐色　 ③やや良好 部は斜め下に出る

内面頸部より下はケズリ調整、他内外面ともナデ調整

90－3

90－4

土器群16

土器群16

ーニ量ゴ互E

・七宝E

口径　　　 20．0 ①1m m大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石な 口綾部の長い複合口縁で、端部はわずかに外に曲げて平坦面を

外面煤付着

（頸部 1／6存）

口径　　 19．6

ど）含む　 ②オ リーブ褐色　 ③やや良好

①微砂粒子 （石英 ・角閃石など）及び若干

つ くり、突出部は斜め下に出る

口縁部内外面ともナデ調整、頚部外面パケ目調整、内面指押さ
え、荒いナデ調整

やや内傾 した複合口縁で、端部は丸くおさめ、突出部は横へ強
（口縁部 1／7存） 2～3mm大の砂粒子含む　 ②暗オリーブ褐色 く引き出す

③普通 内面頸部より下ケズリ調整、地内外面 ともナデ調整
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90－5 土器群16 一恵互E （口綾部破片） ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 厚手の複合日録で、端部わずかに内に曲げてしっかりした平坦
など）含む　 ②暗オリーブ褐色　 ③普通 面をつ くり、突出部は横へ引き出す

外面及び内面口縁部上位ナデ調整、下位パケ臼状のヨコナデ調
整、頸部以下丁寧なナデ調整

90－6 土器群16 ㌢お互E 口径　　 15．0 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石な 内傾 して立ち上がる短い口綾部を有する複合口縁で、端部は外
（口綾部 1／5存） ど）含む　 ②オリーブ褐色　 ③普通 に曲げしっか りした平坦面をつくり、突出部は斜め上方に尻上

が りとなる
内外面ともナデ調整

90－7 土器群16 聾 口径　　　 22．5 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・角閃石など） 肩の張らない鉢状のもので、頸部は湾曲して口綾部に至る．口
（口綾部 1／11存） 含む　 ②暗灰褐色　 ③普通 縁部はわずかに肥厚して面をもつ

風化著 しく調整不明

90－8 土器群16 褒 口径　　 17．8 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石な わ りと厚手で短めの複合口縁で、端部は肥厚 させ丸 くおさめ、
（口綾部 1／11存） ど）含む　 ②オリーブ褐色　 ③普通 突出部は出ず中央部をくびれさすことによって強調 してI、る．

頸部は強く 「く」の字状に屈折させ る

内面頸部以下ケズリ調整．他内外面ともナデ調整

90－9 土器群16 褒 口径　　 19．2 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 薄手の複合口縁で、端部は引きのばし突出部は斜め下に出る
（口縁部 1／8存） など）含む　 ②黄橙褐色　 ③普通 内外面とも頸部以上ナデ調整．外面肩部貝殻原体によるヨコパ

ケ目調整．内面頸部以外ケズリ調整

90－10 土器群16 褒 口径　　　 22．6 ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・角閃石 ・橙色 複合日録で、端部はのばして止め、突出部は横へ出す．突出部
（口綾部 1／6存） 粒子など）含む　 ②黄褐色　 ③普通 に1条の沈線をめぐらす．肩部には6条の平行沈線文を施す

内面頸部以下ケズリ調整、他内外面ともナデ調整

90－11 土器群16 餐 口径　　 13．6 ①微砂粒子 （角閃石 ・石英など）含む 複合口縁で、端部は外に曲げ平坦面をつくり、突出部は横に引
（口縁部 1／8存） ②外面暗褐色、内面にぷい黄褐色　 ③普通 き出す

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下風化著 しく調整不明

90－12 土器群16 餐 口径　　 16．9 ①微砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石など）含む 複合口縁で、端部は外に曲げ平坦面つくり、突出部は横に出る
（口縁部 1／11存） ②暗オリーブ褐色　 ③普通 内外面ともナデ調整

90－13 土器群16 餐 口径　　 19．2 ①微砂粒子 （石英 ・角閃石 ・金雲母など） 複合口縁で、端部はわずかに外に曲げて平坦面をつくり、突出
（頸部 1／7存） 含む　 ②暗オリーブ褐色　 ③やや良好 部は斜め下方に鋭 く引き出す

内面頸部以下ケズリ調整、他内外面ともナデ調整

90－14 土器群16 餐 口径　　　 21．1 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 複合口縁で、端部はわずかに肥厚して平坦面をつくり、突出部
（口綾部 1／7存） ・金雲母など）含む　 ②黄橙褐色　 ③普通 は横へ出る

内面頸部以下ケズリ調整．他内外面ともナデ調整．特に内面頸
部は丁寧なナデ調整

90－15 土器群16 蛮 口径　　　 23．5 ①1mm以下の砂粒子（石英 ・角閃石など）含 複合口縁で、端部は平坦面をつ くり、突出部は膨 らませて横に
（口縁部 1／12存） む　 ②外面黄橙褐色、内面黄茶褐色 出す

③普通 内外面ともナデ調整

91－1 土器群16 胴　　 部 （胴部破片） ①1～3mm大の砂粒子 （石英 ・長石など）含 6 ×7cm、厚さ1～1．5cmの破片で、内外面ともパケ目調整である
む　 ②外面暗黄褐色、内面にぷい橙色 が、特に外面は貝殻原体のような工具により丁寧な鮮明なパケ
③普通 目調整を行っている．

粘土紐積み上げは内債法である

91－2 土器群16 底　　 部 底径　　　 4．6 ①1m m以下の砂粒子 （長石 ・石英 ・角閃石 平底 外面黒斑のた
（底部 1／3存） など）含む　 ②暗黄褐色　 ③普通 内外面ともナデ調整．内面底部に指頭圧痕あり めか黒色系で

ある

91－3 土器群16 底　　 部 底径　　　 5．．4 ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 平底
（底部 1／4存） など）含む　 ②オリーブ褐色　 ③普通 外面ミガキ調整．内面ケズリ調整

91－4 土器群16 底　　 部 底径　　　 4．7 ①微砂粒子 （石英 ・角閃石など）及び若干 底部の稜線があまく、わずかに平底の痕跡を残すタイプ 外面煤付着
（底部 1／6存） の1mm大の石英粒含む　 ②オリーブ褐色 外面パケ目のちナデ調整．底面板目痕が残る．内面ケズリ調整

③普通 ． 及び指頭圧痕あり

91－5 土器群16 大型高坪 底径　　　 27．7 ①1m m大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石な 脚裾部が肥厚 し面をもって反 り上がる．面には2条の凹線状の 脚端部黒斑あ
（フ （脚部 1／12存） ど）含む　 ②オ リーブ褐色　 ③普通 沈線を施す

外面及び内面裾部ナデ調整．脚部ケズ リ調整
り
器台脚部の可

能性あり

91－6 土器群16 高　　 杯 接合部径　 4．3 ①微砂粒子（石英 ・角閃石 ・長石など）含む 接合法は円盤充填法である
（接合部　 完） ②オリーブ褐色　 ③普通 内面丁寧な ミガキ調整、外面風化著しく調整不明

91－7 土器群16 高　　 坤 接合部径　 3．3 ① 1mm以下の砂粒子（石英・長石・角閃石・金 接合法は円盤充填法、刺突痕が径0．7cmもある大きめのもの
（接合部　 完） 雲母など）含む　 ②オリーブ褐色　 ③普通 外面ナデ調整、内面ミガキ調整

91－8 土器群16 高　　 坪 脚柱部径

5．3～7．2
（脚柱部 1／3存）

① 1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石
など）含む　 ②オ リーブ褐色　 ③普通

外面鮮明なパケ目調整、内面風化著しく調整不明

91－9 土器群16 高　　 杯 底径　　 16．0 ① 1mm以下の砂粒子（石英・長石・角閃石な 脚端部は単純に断面矩形で終える 外面黒斑あり
（脚部 1／10存） ど）含む　 ②外面黒褐色、内面オリーブ褐色

③普通
外面ミガキ調整、内面パケ目調整

91－10

91－11

9 1－12

9 1－13

土器群16

土器群16

土器群16

土器群16

脚 台 部

鼓形器台

鼓形器台

鼓形器台

底径　　 12．8 ①1mm大及び微砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃 どっしりと裾広がりにふんばる脚台部である．円盤充填法であ

外面黒斑あり

！

．！

（脚台部 1／5存）

筒部径　 11．9

石など）含む　 ②黄橙褐色　 ③普通

①1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石な

るのか、杯部底に刺突孔らしき痕跡観察できる

脚部内外面ともナデ調整、他は風化著しく調整不明

少 厚々手で器壁の傾斜の少ない段階のものである
（1／5存）

筒部径　 11．4

ど）含む　 ②黄橙褐色　 ③普通

①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石

外面及び内面受部 ・筒部ナデ調整．特に受部内面は丁寧であ

る．脚部内面ケズリ調整

91－11とほぼ同 じ傾斜角をしている
（筒部 1／6存） など）含む　 ②オリーブ褐色　 ③普通 外面ナデ調整．内面脚部ケズリ調整、受部風化著しく調整不明

筒部径　 12．8 ①1mm以下の砂粒子 （石英・長石・角閃石・金 大ぶりのもの
（筒部 1／13存） 雲母など）含む　 ②オ リーブ褐色　 ③普通 外面ナデ調整．内面受部ミガキ調整、筒部ケズリ調整
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91－14 土器群16 鼓形器台 筒部径　　 9．6 （9 1mm以下の砂粒子 （石英 ・角閃石 ・長石 少々小ぶりで、体部が膨 らみをもって立ち上がる
（筒部 1／2存） など）含む （診淡黄褐色～オリーブ褐色 外面及び内面受部 ・筒部はナデ調整、特に受部内面は丁寧に行

③普通 っている．脚部内面ケズリ調整

91－15 土器群16 低 脚 杯 底径　　　　 4．8 （》微砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石など）含む 脚柱部から外反 した裾部をもつもの
（脚柱部　 ほぼ完） （参にぷい黄橙褐色　 ③普通 外面かなり細いミガキ調整、脚部内面ナデ調整、杯部内面丁寧

なナデ調整

91－16 土器群16 低 脚 杯 底径　　　 5．1 ① 1mm以下の砂粒子 （石英 ・角閃石 ・長石 脚柱部から外反 した裾部をもち杯部は平坦ぎみに立ち上がって
（脚部　 完） ・金雲母など）含む　 ②オ リーブ褐色 いく

③普通 外面及び脚部内面ナデ調整、杯部内面 ミガキ調整

91－17 土器群16 低 脚 杯 底径　　　　 5．5 ①微砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石など）含 脚柱部がやや長く直立し、外反 した裾部をもつ

（脚部　 完） む　 ②橙褐色　 ③普通 内外面ともナデ調整

91－18 土器群16 鉢 口径　　　 20．2 （0 1mm以下の砂粒子（石英 ・長石など）含む 深めの体部に口縁部は外に平坦面をもち曲がる．平坦面にはわ 高杯の師部の
（ロ縁部 1／9存） ②暗褐色　 ③やや良好 ずかに凹みをつける

外面荒めのナデ調整、内面丁寧なナデ調整
可能性あり

93－1 土器群17 特殊土器 口径　　　 25．7 （》1mm以下の砂粒子 （角閃石 ・金雲母 ・長 複合口縁で、端部は外に折 り曲げて丸みのある平坦面をもち、 吉備からの搬
（口縁部 1／3存） 石 ・石英など）含む　 ②外面にぷい褐色、 下にのびた突出部は外へ反 り上がる．口縁面は湾曲して8条の 人品

内面赤褐色　 ③やや良好 凹線文を施す．口綾部から頸部は急傾斜する

ロ綾部内外面ナデ調整，外面頸部放射状のパケ目調整．内面口綾
部平坦面ヨコミガキ調整．頸部へ落ち込む部分 ヨコパケ目調整

内面に朱塗 り

痕残る

93－2 土器群17 士ヨ夏 口径　　　 15．3 （9 1m m以下の砂粒子 （石英 ・角閃石 ・長石 直立ぎみで長めの複合 口縁で、端部は引きのばし、突出部は斜

（口綾部 1／5存） など）含む　 ②淡黄褐色　 ③普通 め下に引き出す
内外面ともナデ調整

93－3 土器群17 士互E 口径　　　 12．8 （D lm m以下の砂粒子 （石英 ・角閃石 ・長石 複合口縁で、端部わずかに外に曲げおさめている．突出部は斜

（ロ縁部 1／6存） など）含む　 ②淡黄褐色　 ③普通 め下に出る．口縁面には内外から指で押さえた痕跡あり．肩部

には平行沈線文がわずかに観察される
内面頸部以下ケズ リ調整、他内外面ともナデ調整

93－4 土器群17 餐 口径　　 15．6 ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石 ・ なだらかな胴部から頸部 「く」の字状に屈折 し、口縁部は上下
（口縁部 1／5存） 金雲母など）多 く含む　 ②にぷい黄橙褐色 に肥厚して面をもち、2条の沈線文を施す

③普通 ロ綾部内外面ともナデ調整、他は風化著しく調整不明

93－5 土器群17 餐 （口縁部破片） ①1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石な なだらかな胴部か ら頸部 「く」の字状に曲げ口綾部は上下に肥
ど）含む　 ②淡灰黄褐色　 ③普通 厚して面をもち、3条の凹線文を施す

外面頸部にパケ目残 し、他はナデ調整．内面口縁部ナデ調整だ

が、パケ目痕も観察できる．頸部以下ケズリ調整

93－6 土器群17 窺 （ロ縁部破片） （9 1m m以下の砂粒子（石英 ・角閃石など）含 ゆるやかな頸部から短い複合口縁に至る．口縁は強いナデによ

む　 ②淡黄褐色　 ③普通 り凹みをつけ突出部が強調 される
内面頸部以下ケズリ調整、他内外面ともナデ調整

93－7 土器群17 襲 口径　　 18．8 （り1mm大の砂粒子（石英 ・角閃石など）含む 複合口縁で、端部は丸くおさめ、突出部は出ない．ロ縁面には
（ロ縁部 1／9存） ②にぷい黄褐色　 ③普通 貝殻腹縁による7～8条の擬凹線文を施す

外面ナデ調整．内面頸部以上ミガキのような丁寧なナデ調整、
以下ケズリ調整

93－8 土器群17 餐 口径　　 18．3 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石など）含む 少々厚手の複合口縁で、端部は丸くおさめ、突出部は下に出
（ロ綾部 1／8存） ②にぷい黄褐色　 ③普通 る．口縁面には5～6条の凹線文が施 される

外面ナデ調整．内面頸部以上丁寧なナデ調整、以下ケズリのち

細かいミガキ調整

93－9 土器群17 聾 口径　　 15．．0 （り1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石な 複合口縁で、端部は引きのばし、突出部は膨 らみをもつ程度． 口綾部と底部
底径　　　　 2．8 ど）含む　 ②にぷい黄橙褐色　 ③普通 ロ縁面は貝殻腹縁による9～10条の擬凹線文を施 し中央部を撫 は同一個体．
〔呈慧部 3／4霊 〕 消す．底部は小さな平底で底面を指押さえで上げ底ぎみに仕上

げている

外面頸部以上ナデ調整．胴部下位パケ目のちナデ調整．内面頸
部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

胴部は復元で

きなかった

93－10 土器群17 窺 頚部径　　 8．7 （9 1mm以下の砂粒子 （石英 ・角閃石 ・長石 薄手の複合口縁で、端部の形状は欠損 して不明だが、突出部はわ
（頸部　 ほぼ完） ・金雲母など）含む　 ②淡黄褐色　 ③普通 ずかに斜め下に出る．肩部には2条の平行沈線文を3段に施文 し、

その間に「ノ」の字状の両開きの刺突文も連続 して施 している
内面頸部以下ケズリ調整、地内外面ともナデ調整と思われる

93－11 土器群17 餐 口径　　 14．6 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石な 薄手の複合口縁で、端部はまっす ぐ引きのばし、突出部はわず

復元器高　 21．7
底径　　　　 2．0

〔呈慧部 去霊 〕

ど）多 く含む　 ②淡黄褐色　 ③やや不良 かに斜め下に出る．肩部には多条の平行沈線文、その下に区画

するためのはっきりした沈線、その下に10粂単位の波状文、そ

の下に区画するためのはっきりした2条の沈線が施される．底
部は稜線が不明瞭な小さな平底である．

口綾部内外面ともナデ調整．内面頸部以下ケズリ調整．他風化
著 しく調整不明

93－12 土器群17 蛮 口径　　　 15．0 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・角閃石 ・金雲母 複合口縁で、端部は引きのばして止め突出部は斜め下に膨らま ロ綾部外面に

（口綾部 1／4存） など）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 せながら出す

口綾部内外面ともナデ調整．外面胴部に縦 ・横方向のパケ目痕
が観察できる
内面頸部以下ケズリ調整

わずかな黒斑
観察される

93－13 土器群17 餐 口径　　 12．2 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 胴張りで寸づまりのプロポーションを呈する複合口縁で、端部 胴部最大径以
最大径　 14．8

（ロ縁部 1／5存）

など）含む　 ②黄褐色　 ③普通 はわずかに外に曲げて引きのばし、突出部は斜め下に若干出

る．肩部には、4条の凹線により区画し、その中央間帯に貝殻
原体による両開きの刺突文が施される

ロ綾部内外面 ともナデ調整．外面胴部最大径直上、部分的にパ
ケ目調整、他はナデ調整．内面頸部以下ケズリ調整

下煤付着

94－1

94－2

土器群17

土器群17

餐

聾

口径　　 14．8 ①微砂粒子 （石英 ・角閃石 ・金雲母など） 複合口縁で、端部はのばして止め、突出部は斜め下に出す
（口縁部 1／7存） 含む　 ②淡黄褐色　 ③普通 内外面ともナデ調整

口径　　　 20．9 （9 1mm大の砂粒子 （石英など）含む 複合口縁で、端部は引きのばし、突出部は膨 らみ斜め下に出

（口縁部 1／6存） ②淡黄褐色　 ③普通 る．ロ縁面中央に沈線が1条入る

内外面とも風化著しく調整不明
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挿図番号 出土地点 器　 種 法　　 量（cm） ①胎土　　 ②色調　　 ③焼成 形　 態 ・ 手　 法　 の　 特　 徴 備　　 考

94－3 土器群17 餐 口径　　 19．0 ①微砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 ・金雲母 やや直立ぎみの複合 口縁で、端部はのばし、突出部は鋭 く斜め
（口綾部 1／8存） など）含む　 ②黄橙褐色　 ③普通 下に出る．突出部上に2条の沈線が施される

内外面ともナデ調整

94－4 土器群17 餐 口径　　 15．9 ①微砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石など）含む 複合口緑で、端部はのばして止め、突出部はわずかに斜め下に
（ロ縁部 2／3存） ②にぷい黄褐色　 ③普通 出る

頸部から肩部にかけて平行沈線状のヨコパケ目が観察される．
内面頸部以下ケズリ調整と思われるが、方向不明．他内外面と

もナデ調整

94－5 土器群17 餐 口径　　 13．6 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 複合口縁で、端部はのばして止め、突出部はわずかに横へ意識
（口綾部ほぼ完） など）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 している

内外面ともナデ調整

94－6 土器群17 襲 口径　　 15．4 ①1mm以下の微砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃 胴張りで寸づま りのプロポーションの複合口縁で、端部はま 胴部最大径以
（口綾部 1／4存） 石など）含む　 ②灰黄褐色　 ③普通 つす ぐ引きのばし、突出部は斜め下に出る．肩部には1条の沈

線を施 し、そこから斜め下に「ノ」の字状の連続の刺突文を施す

口綾部内外面ナデ調整．内面頸部以下ケズ リ調整．他は風化著
しく調整不明

下に煤付着

94－7 土器群17 褒 口径　　 18．3 （9 1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 複合口縁で、端部若干外に曲げてのばし、突出部は斜め下に出

（口縁部 1／4存） など）含む　 ②暗黄橙褐色　 ③普通 す．肩部には同 じ原体により平行沈線文、波状文、平行沈線文

の順に施文する

ロ綾部内外面ともナデ調整．外面胴部ナデまたはパケ目調整．
内面頸部以下ケズリ調整

94－8 土器群17 窺 口径　　 18．5 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 複合口縁で、端部は外に曲げてわずかに平坦面をもち、突出部

（口綾部 1／6存） な ど）含む　 ②灰黄褐色　 ③普通 は斜め下に出る．肩部に 「ノ」の字状の連続刺突文を施す

口綾部内外面ともナデ調整．内面頸部以下ケズリ調整．外面胴
部一部にパケ目が観察されるが、他は風化著 しい

94－9 土器群17 賓 口径　　　 22．8 ①微砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石など）及 やや厚手の複合口縁で、端部は外に曲げて丸 くおさ－め、突出部
（口縁部 1／8存） び若干の1～2mm大の砂粒子も含む は横に出る

②黄橙褐色　 ③普通 外面及び内面口縁部ナデ調整、頸部パケ目のちナデ調整で指頭
圧痕あり、頸部以下ケズ リ調整

94－10 土器群17 餐 口径　　　 23．0 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・角閃石 ・橙色 やや厚手の複合口縁で、端部は丸くおさめ、突出部は斜め下に
（ロ綾部 1／8存） 粒子 ・金雲母など）含む 出す．肩部に貝殻腹縁による平行沈線文あ り

②外面黄橙褐色、内面淡黄橙褐色　 ③普通 外面頸部以上ナデ調整、以下パケ目が観察される．内面風化著
しく調整不明

94－11 土器群17 蛮 口径　　　 21．8 ①微砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石など）含む やや厚手の複合口縁で、端部丸くおさめ、突出部膨らませて横
（口縁部 1／6存） ②淡黄橙褐色　 ③普通 に出す

外面及び内面口縁部ナデ調整、他風化著しく調整不明

94－12 土器群17 蛮 口径　　　 20．5 ①微砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石など）含む 複合口縁で、端部をのばし、突出部は斜め下に出る
（口縁部 1／4存） ②淡黄褐色　 ③普通 内外面ともナデ調整

94－13 土器群17 餐 口径　　　 26．2 （》微砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石など）含む 複合口縁で、端部はまっすぐ引きのばし、突出部は横に出す

（口縁部 1／8存） ②にぷい黄褐色　 ③普通 口縁部内外面ともナデ調整．外面胴部平行沈線文状のヨコパケ

目調整．内面頸部以下方向不明だがケズリ調整

95－1 土器群17 饗 口径　　　 24．0 （り1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 複合口緑で、端部は丸くおさめ、突出部は斜め下に強く引き出す

（口綾部 1／13存） など）含む　 ②黄橙褐色　 ③やや良好 内面頸部以下ケズ リ調整、他内外面ともナデ調整

95－2 土器群17 餐 口径　　　 20．5 （り1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 複合口縁で、端部はのばして止め、突出部は斜め下に出す．肩
（口縁部 1／2存） など）含む　 ②にぷい黄橙褐色　 ③普通 部には貝殻による逆 「ノ」の字の連続刺突文を施す

ロ綾部内外面ナデ調整．外面胴部上半は風化著 しく調整不明だ
が、下半はパケ目調整．内面頸部以下ケズリ調整

95－3 土器群17 餐 口径　　 17．6 ①微砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 ・金雲母 複合口縁で、端部は強く外に曲げ丸くおさめる．突出部は斜め 口縁部煤付着
（口綾部 1／5存） など）含む　 ②にぷい黄橙褐色 ．③普通 下に出す

内外面ともナデ調整

95－4 土器群17 蛮 口径　　　 33．8 ①1m m以下の砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石 ・ 複合口縁で、端部外に曲げわずかに平坦面をつ くり、突出部は
（口綾部 1／10存） 橙色粒子 ・金雲母など）含む　 ②にぷい黄 斜め下に強く引き出す

褐色　 ③普通 内外面ともナデ調整

95－5 土器群17 蛮 口径　　　 23．6 ①微砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石など）含む 複合日録で、端部は外へ曲げ平坦面をつくる．突出部は斜め下

（ロ綾部 1／7存） ②淡黄橙褐色　 ③普通 に出る
内面頸部以下は風化著しく調整不明だが、他は内外面ともナデ

調整

95－6 土器群17 底　　 部 底径　　　　 6．6 ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石など）含む 上げ底ぎみの平底 外面の黒色は
（底部 1／3存） ②外面黒色、内面灰褐色　 ③普通 底面板目残 り、ナデ調整．外面指押さえのナデ調整．内面ナデ

調整
黒斑と思われ

る

95－7 土器群17 底　　 部 底径　　　　 6．5 ①1mm大の砂粒子 （長石 ・石英 ・角閃石な 平底 底面及び内面
（底部 1／2存） ど）多く含む （診底面及び内面暗灰色、外

面黄褐色　 ③普通

内外面とも指押さえのナデ調整のため凹凸あり の暗灰色は黒

斑と思われる

95－8 土器群17 底　　 部 底径　　　　 3．5 （○微砂粒子 （石英 ・角閃石など）含む 小さめの平底で、稜線がややあまい 内外面に黒斑、
（底部　 完） ②暗黄橙褐色　 ③普通 外面ナデ調整．内面ケズリ調整、所々指頭圧痕あり 外面に煤付着

95－9 土器群17 底　　 部 底径　　　　 3．5 ①1～2m m大の砂粒子（石英 ・長石・事閃石な 稜線のあまい平底の痕跡をわずかにとどめている底部、内面底 外面煤付着
（底部　 完） ど）多く含む　 ②にぷい黄橙褐色　 ③普通 部は指押さえで凹ませている

底面ナデ調整、外面パケ目調整、内面ケズリ調整

95－10

96－1

土器群17

土器群17

底　　 部

高　　 杯

底径　　　　 2．2 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 稜線のあまい小さな平底、内面底部は指押さえで凹ませている

外面に黒斑あ

（底部　 完） など）含む　 ②暗茶褐色　 ③普通 外面ナデ調整、内面ケズリ調整

口径　　 15．8 （∋微砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石など）及 杯体部が湾曲 して立ち上が り、口綾部は屈折し内傾 して移行
（口綾部 1／4存） び若干の1mm大の砂粒子含む　 ②にぷい黄 し、端部は平坦面をもつ．口線面は6条の凹線文を施し、凸部 り

褐色　 ③普通 に1列おきに刻目を施す
外面ミガキ調整．内面口綾部ナデ調整、体部 ミガキ調整
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96－2 土器群17 脚　　 部 （脚裾部破片） ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 脚部から裾部にかけて屈折 し、端部は肥厚 して複合化 し、脚部 内面に黒斑あ
など）含む　 ②外面にぷい黄褐色、内面灰 及び端部面に凹線文を施す り
黄褐色　 ③普通 外面及び内面脚部ナデ調整、脚裾部ケズリ調整

96－3 土器群17 高　　 杯 口径　　　 23．9 ①微砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石な ど）含む 内面にゆるい段をもつ師部で、外面は変化なくスムーズに立ち
（口綾部 1／3存） ②にぷい黄褐色　 ③普通 上がるため、口綾部が厚くなる

内外面ともミガキ調整

96－4 土器群17 高　　 杯 口径　　　 24．8 ①微砂粒子 （石英 ・角閃石 ・金雲母など） 内面にゆるい段をもつ師部で、外面は変化なくスムーズに立ち
（口綾部 1／6存） 含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 上がるため、口縁部が厚くなる

内外面ともミガキ調整

96－5 土器群17 高　　 ゴ不 口径　　　 22．2 ①微砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 ・金雲母 杯部内面の稜線があまくなった段階のもので、段から口縁部が

（脚柱部下半
欠損）
など）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 開きぎみに外債する．外面も同様に変化するため厚みに変化は

ない．杯部底に刺突孔が確認できないが」接合方法は円盤充填
法であろう

杯部内外面ともミガキ調整．脚部外面パケ目調整、内面ケズリ
調整

96－6 土器群17 高　　 杯 口径　　　 24．8 ①微砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 ・・金雲母 杯部の稜線から口縁部が開きぎみに外傾する．外面も同様に変
（接合部欠損） など）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 化するため厚みに変化はない

内外面とも風化著 しいがミガキ調整 と思われる

96－7 土器群17 高　　 杯 接合部径　 4．4 ①微砂粒子 （石英 ・長石 ・金雲母など）含 接合方法は円盤充填法
（接合部　 ほぼ完） む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 師部及び脚柱部外面ミガキ調整、内面ケズリのちナデ調整

96－8 土器群17 満　　 杯 脚柱部径　 4．1 （0 1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 接合方法は円盤充填法で、杯部から直立ぎみに脚部がのびる
（接合部　 完） な ど）含む　 ②黄褐色　 ③普通 杯部風化著しく調整不明．脚部外面 ミガキ調整、内面ケズリ調

整

96－9 土器群17 低脚高坪 脚柱部最小径 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 丸く深みのある体部に脚部は早くか ら裾広きとなるため、脚部 朱塗りの痕跡
4．1 ・金雲母など）含む　 ②黄橙褐色　 ③普通 の長さは短めのものと思われる．接合法は円盤充填法 と思われ

るが、刺突孔はなし．
杯部及び脚部外面細かいミガキ調整．脚柱部の屈折部分にパケ

目を入れる．師部内面丁寧なナデ調整．脚部内面ナデ調整？

が観察される

97－1 土器群17 鼓形器台 底径　　 18．0 ①1mm大の砂粒子（石英 ・長石など）少し含 小型で、脚部長の短いものである．脚部面には貝殻腹縁による
（脚部 1／6存） む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 擬凹線文が施され、のち撫消しを行っている．外面及び内面裾

部ナデ調整．脚部内面ケズリ調整

97－2 土器群17 鼓形器台 口径　　　 23．5 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 ・ 受部長がまだ長めで突出部はあま り強く出ず、端部は丸くおさ

（受部 2／5存） 橙色粒子など）多く含む　 ②黄褐色　 ③普 めている
通 外面ナデ調整．内面は風化著しいが、口縁部はナデ調整、体部

はミガキ調整と思われる

97－3 土器群17 鼓形器台 口径　　　 25．0 ①1m m以下の砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石 ・ 受部長がまだ長めで端部は外に曲げ丸くおさめる
（受部 1／5存） 金雲母など）多く含む （診黄褐色　 ③普通 外面及び内面口緑端部 ・筒部ナデ調整、受部 ミガキ調整、脚部

ケズリ調整

97－4 土器群17 鼓形器台 口径　　　 21．3 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 少 長々めの筒部で、下位に屈曲する部分あり．両端部は折り曲 脚端部に一部
器高　　 14．4
底径　　 19．6

（1／2存）

・など）含む　 ②黄褐色　 ③普通 げてのばし平坦面をつくる
外面及び内面両端部 ・筒部ナデ調整．受部内面体部 ミガキ調

整．脚部内面体部ケズリ調整

黒斑あ り

97－5 土器群17 鼓形器台 口径　　　 22．5 ①微砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 ・橙色粒 やや開いた受部と脚部で、端部がそれぞれ外にのびる
器高　　 14．0 子 ・金雲母など）多くまた若干の2mm大の 外面及び内面脚裾部ナデ調整、脚部ケズリ調整．他風化著しく
底径　　　 20．．0
（1／3存）

砂粒子含む　 ②黄褐色　 ③普通 調整不明

97－6 土器群17 鼓形器台 口径　　　 22．4 ①微砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 ・橙色粒 全体の径の割に器高の低いもので、端部は外に曲げてのばし、 1ヶ所両端部
器高　　 13．3 子 ・金雲母など）多く含む　 ②灰黄褐色 脚部突出面にへラ描きによる連続逆「ノ」の字状の刺突文を施す に黒斑あり
底径　　　 20．0

（2／3存）

（診普通 外面及び内面脚裾部ナデ調整、脚部ケズリ調整、他風化著しく

調整不明

97－7 土器群17 鼓形器台 口径　　 18．7 ⑳①微砂粒子 （石英 ・角閃石 ・長石など）及 97－2～6に比べて薄手で小型化したものである．直立ぎみのプ
器高　　 12．1 び若干の1mm大の砂粒子含む　 ②淡黄褐色 ロポーションで、口縁端部は外に曲げて丸くお さめている
底径　　 15．2
（2／3存）

③普通 外面ナデ調整．脚部内面ケズリ調整．他風化著 しく調整不明

97－8 土器群17 鼓形器台 口径　　 18．5 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 97－7同様やや小型のタイプであるが、97－7より口縁の広がっ 黒斑なし
器高　　 11．1 ・橙色粒子など）多く含む　 ②淡黄橙褐色 たもので、端部を外に曲げてのばしている
底径　　 16．3

（ほぼ完形）

③普通 内面口縁端部 ・脚裾部ナデ調整、脚部ケズリ調整．他風化著し

く調整不明

97－9 土器群17 低 脚 坪 口径　　　　 9．5 （○微砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石など）及 全体に小ぶ りの作 りで口径に対して底径は大きい
器高　　　 3．8 び若干の1mm大の砂粒子含む　 ②灰黄褐色 外面ナデ調整．杯部内面ミガキ調整と思われる．脚部内面風化
底径　　　　 4．4
（2／3存）

③普通 著しく調整不明

100－1 S K 32 士互E 口径　　 16．2 ①微砂粒子 （石英 ・長石など）含む 広口壷のロ録部で、口綾部に現状で3条の凹線文を施 し、端面
（口綾部破片） ②にぷい革褐色　 ③普通 は上下に肥厚 して凹線文を1粂入れる

内外面ともナデ調整

100－2

100－3

100－4

S K 32

S K 32

S K 32

餐

餐

高　　 杯

（口綾部破片）

口径　　 19．6

①微砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石など）若 複合口縁で、口縁部上半が外債 し、端部は丸くおさめ、突出部
干含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通

①微砂粒子 （石英 ・長石など）多 く含む

は出ない．口縁面には貝殻腹縁による9～10条の擬凹線文が施
される
内外面ともナデ調整．特に内面は丁寧にされており、上半が外

傾することから、他の器種の可能性もあり

複合口縁で、端部は平坦面をもち、突出部は横に出す
（口綾部 1／5存） ②にぷい黄褐色　 ③普通 内面頸部以下ケズリ調整、他は内外面 ともナデ調整

口径　　　 21．7 ①微砂粒子 （石英 ・角閃石など）含む 体部にわずかに丸みをもち変化点あって口綾部に至る
（杯部 1／9存） ②黄褐色　 ③普通 外面ミガキ調整、内面風化著 しく調整不明
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挿図番号 出土地点 器　 種 法　　 量 （cm） ①胎土　 （診色調　 （診焼成 形　 態 ・ 手　 法　 の　 特　 徴 備　　 考

100－5 S K 3 2 高　　 杯 口径　　　 23．7 （∋微砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石など）若 体部は丸みを帯び、口綾部は変化点から強く外反す る 外面口綾部黒
（杯部 1／12存） 干含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 外面丁寧な縦方向のナデ調整、内面ミガキ調整 斑あるいは煤

付着

100－6 S K 3 2 鼓形器台 口径　　　 20．2 （》微砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石など）含む 端部が裾開きとなった受部である 外面部分的に
（受部 1／12存） ②外面暗橙褐色、内面にぷい黄褐色

③普通
外面及び内面口縁部ナデ調整、体部ケズリのちナデ調整 煤付着

102－1 S K 3 3 無 頸 壷 （口綾部破片） ①微砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 ・金雲母 端部を外に曲げ平坦面をもつ
など）含む　 ②黒褐色　 ③普通 外面口綾部付近ナデ調整、以下パケ目調整．内面パケ目調整

102－2 S K 33 無 頸 壷 口径　　 12．0 ①微砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 ・金雲母 薄手の丸味のある体部で、口綾部は現状で2ヶ所、片口状に端
（1／3存） など）含む （診暗黄橙褐色　 ③普通 部を引き出している

外面ミガキ調整と思われる．内面口綾部ナデ調整、以下ケズリ

調整

102－3 S K 33 餐 （口綾部破片） （か1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 短い複合口縁で、端部は丸くおさめ、突出部は出ない．口縁面
など）含む　 ②外面茶褐色、内面黄褐色 には4条の凹線文が施される．頸部が長めだが一応饗にしておく

③普通 外面ナデ調整．内面頸部以上丁寧なナデ調整、以下ケズリ調整

102－4 S K 33 蛮 口径　　 17．0 ①微砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 ・金雲母 複合口縁で、端部わずかに外に曲げて丸 くおさめ、突出部は斜 外面頸部煤付
（口綾部 1／7存） など）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 め下にしっかり出る

内外面ともナデ調整
着

102－5 S K 33 聾 口径　　 17．0 ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石 ・ 複合口縁で、端部に平坦面あり、突出部は斜め下に出す．口縁 外面頸部煤付
（口綾部 1／6存） 金雲母など）含む　 ②暗黄茶褐色　 ③普通 面には数条の沈線が消されずに残っている

内外面ともナデ調整
着

102－6 S K 33 餐 （口綾部破片） ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石 ・ 複合口縁で、端部に平坦面をもち、突出部は斜め下に出る．・口
金雲母など）含む　 ②暗黄茶褐色　 ③普通 縁面には数条の沈線が消されずに残っている

内外面ともナデ調整

102－7 S K 33 餐 口径　　 13．2 （り1m m以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 複合口縁で、端部は平坦面をもち、突出部は斜め下に出る 口縁部外面黒
（口綾部 1／5存） など）含む　 ②黄褐色　 ③普通 外面及び内面口綾部ナデ調整、頸部以下風化著 しく調整不明 斑あり

102－8 S K 33 饗 口径　　 17．3 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・橙色粒 複合口縁で、端部はわずかに平坦ぎみでおさめ、突出部は斜め

（口縁部 1／5存） 子 ・角閃石など）含む　 ②黄褐色　 ③普通 下に出る
内外面ともナデ調整

102－9 S K 3 3 嚢 口径　　 17．5 ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石 ・ 複合口線で、端部はわずかに外に曲げ平坦面をつ くり、突出部 外面口綾部黒
（口縁部 1／3存） 金雲母など）含む　 ②にぷい黄褐色 は横に少し出る．肩部には20～21条の平行沈線文が施される 斑あり

③普通 口綾部内外面ともナデ調整、外面胴部パケ目調整、内面頸部以

下ケズリ調整
胴部内面にお

こげ付着

102－10 S K 3 3 餐 口径　　 17．3 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 複合口縁で、端部は平坦面をもち、突出部は横に出る
（口綾部 1／6存） など）含む　 ②外面にぷい黄橙色、内面黄

茶褐色 （診普通

内外面ともナデ調整

102－11 S K 3 3 磐 口径　　 19．3 （り微砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 ・金雲母 複合口縁で、端部はわずかに外に曲げ平坦面をつ くり、突出部 外面煤付着
（口縁部 1／5存） など）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 は横に強く出す．肩部に平行沈線文らしきものあり

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整 と思われるが
方向不明

102－12 S K 33 褒 口径　　 19．0 ①1m m以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 複合口縁で、端部は外に曲げて平坦面をつくり、突出部は膨ら
（口綾部 1／8存） など）多く含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 ませて横へ出す．この行為によりロ縁面が屈曲しているように

なる

内外面ともナデ調整

102－13 S K 33 襲 口径　　 19．6 ①1m m以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 複合口縁で、端部は外に曲げわずかに平坦面をつくり、突出部

（口綾部 1／6存） など）多く、また若干の2～3mm大の砂粒子 は横へ強く引き出す．肩部には12粂以上の平行沈線文を施す
含む　 ②にぷい灰黄褐色　 ③普通 外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

102－14 S K 33 蛮 口径　　　 25．5 ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石など）含む 複合口縁で、端部はやや内寄りで平坦面をつくり、突出部は横 口綾部一部に
（口縁部 1／4存） ②淡灰黄褐色　 ③普通 1 へ引き出す

外面ナデ調整．内面口綾部上半はナデ調整確認できるが、以下
は風化著 しく調整不明

黒斑あり

102－15 S K 33 底　　 部 （底部破片） ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 残存部は少ないけれ ど、平底である
など）含む　 ②橙褐色　 ③普通 外面ナデ調整、内面ケズリ調整

102－16 S K 33 底　　 部 底径　　　　 7．6 ①1mm以下の砂粒子（石英・長石・角閃石な 薄手で、稜線はあまいが底面の広いタイプの擬平底である 内面のみ黒い
（底部 1／2存） ど）含む　 ②外面灰黄褐色、内面暗黄茶褐色

③普通
外面風化著 しく調整不明、内面ケズ リ調整 付着物あり

106－1 S K 34 蛮 口径　　　 13．5 ①微砂粒子 （石英 ・角閃石など）含む 複合口縁で、端部は丸くおさめ、突出部はわずかに出る

（口縁部 1／8存） ②にぷい橙褐色 （診普通 内外面ともナデ調整

106－2 S K 35 餐 （口縁部破片） ①1mm以下の砂粒子（石英など）少 し含む 頸部から湾曲しつつ口縁部に至り、口縁は上に肥厚して面をも
②にぷい黄褐色　 ③普通 ち2条の凹線文を施す

内外面ともナデ調整

106－3 S K 35 鼓形器台 （脚部破片） ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 脚部から裾部へ器壁を厚くする
など）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 外面及び内面裾部ナデ調整、脚部ケズリ調整

106－4

106－5

S K 36

S K 37

褒

餐

口径　　　 28．5 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 張りのない肩部から頸部は 「く」の字状に屈曲し、口綾部は上
（口綾部 1／16存）

口径　　 16．0

・金雲母など）含む （診灰黄褐色　 ③普通

（り1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石

下に肥厚して面をもち、2条の凹線文を施す．頸部には指頭圧
痕文帯をめぐらす
内外面とも口縁部ナデ調整．外面胴部パケ目調整 ？内面胴部ケ

ズリのちナデ調整

張りのない肩部から、頸部はややきつ く 「く」の字状に屈折
（ロ綾部 1／4存） など）やや多く含む　 ②橙灰褐色　 ③普通 し、ロ縁部は上下に肥厚し、面をもつ．口縁面には2条の沈線

文が施される

頸部以上内外面ともナデ調整．胴部外面パケ目調整、内面パケ

目のちナデ調整
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106－6 S K 37 聾 （口縁部破片） ①1mm以下の砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石な 複合口縁で、端部は丸くおさめ、突出部は斜め下に出る
ど）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 内外面ともナデ調整

106－7 S K 37 鼓形器台 底径　　 18．8 ①1～2m 大の砂粒子 （石英 ・角閃石など） 縮約され小ぶ りのもので、内面裾部が明瞭に脚部のケズ リ調整
（脚部 1／4存） 含む　 ②黄褐色　 ③普通 によって区別されている

外面風化著しいがナデ調整と思われる．内面裾部ナデ調整

106－8 S K 37 鉢 口径　　 12．2 ①1m m以下の砂粒子（石英 ・長石 ・角閃石な 小さなボール状のものである．風化著しいが、口縁部に数条の
（1／5存） ど）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 沈線観察される

内外面とも風化著しく調整不明

109－1 S K 38 餐 口径　　 16．9 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 なだらかな肩部から頸部 「く」の字状に屈曲してロ綾部に至
（口縁部 1／16存） など）含む　 ②にぷい橙褐色　 ③やや良好 る．口縁は上下に肥厚 して面をもち、3条の凹線文を施す．肩

部には4条の平行した沈線を施す
内外面ともナデ調整

109－2 S K 38 餐 口径　　 14．0 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 複合口緑で、端部は膨らんで丸くおさめ、突出部は出ない．口
（口縁部 1／5存） など）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 縁面には貝殻腹縁による5～6条の擬凹線文を施す

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

109－3 S K 38 餐 口径　　 13．2 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・角閃石など） 複合口縁で、端部丸くおさめ、突出部は下に出す．口縁面には
（口縁部 1／5存） やや多く含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 貝殻腹縁により約10条の擬凹線文を施したのち撫消しにより上

部を消している

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

109－4 S K 38 蛮 口径　　　 21．6 ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・角閃石など） 厚手の複合口縁で、端部は丸くおさめ、突出部はわずかに下に出
（口縁部 1／5存） 含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 る．口縁面には貝殻腹縁による10～11条の擬凹線文が施される

外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下風化著しく調整不明

109－5 S K 38 蛮 口径　　　 22．0 （》1～2mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 複合 口緑で、端部は丸くおさめ、 突出部は斜め下に出る． 口
（口縁部 1／3存） ・金雲母など）含む　 ②にぷい黄褐色 縁面には貝殻腹縁による約14条の擬四線文を施したのち撫消．し

③普通 を行っている．肩部には貝殻腹縁による刺突文を連続に施す
外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

109－6 S K 38 餐 口径　　 18．6 ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・橙色粒子 ・金 複合口縁で、端部膨らませて丸くおさめ、突出部はわずかに下
（口縁部 1／2存） 雲母など）多く含む　 ②にぷい黄褐色 に出す．口縁面には何条かの擬四線文を施 したのち撫消しを行

③普通 っている．頸部には同じ原体による教条の沈線文を施している
外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

109－7 S K 38 襲 口径　　　 15．8 （9 1～2mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 複合口縁で、端部は丸くおさめ、突出部は斜め下に出る．口縁 所 煤々付着
（日録部 1／5存） など）含む　 ②外面暗黄茶褐色、内面にぶ 面には浅い擬凹線文が施 されたのち撫消 しにより、荒いナデ調

い黄褐色　 ③普通 整状にみうけられる．肩部も同様である
外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下ケズリ調整

109－8 S K 38 襲 口径　　　 21．4 ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 複合 口縁で、端部は丸 くおさめ、突出部は斜め下に出る．口緑面
（口縁部 1／6存） など）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 には単位の小さな貝殻腹縁による擬凹線文を施し、撫消しを行

っている．頸部付近にも同じ原体により同じ施文を行っている
外面ナデ調整．内面頸部以下ケズリ調整、以上風化著しく調整

不明

109－9 S K 38 餐 口径　　　 21．0 （》1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石な 内面口綾部上位から屈折し外債する複合口縁で、端部は丸くお
（口縁部 1／10存） ど）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 さめ、突出部はわずかに膨らむ程度．口縁面には貝殻腹緑によ

る約14条の擬凹線文のち上位に撫消しを行っている
外面及び内面頸部以上ナデ調整、特に上位外傾面は丁寧に行
う、以下ケズリ調整

109－10 S K 38 蓋 口径　　 12．5 ①1～2mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 2孔のあるつまみ付で、ロ縁端部は複合口線状である．外面つ
器高　　　　 7．5
（2／3存）

など）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 まみ帯 ・口綾部はナデ調整、体部指押さえ及びミガキ調整、体

部裾丁寧なナデ調整．内面つまみ ・体部ケズリ調整

112－1 S K 39 聾 口径　　　 31．0 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石な なだらかな肩部から頸部は 「く」の字状に屈曲し、口縁部に至 口縁端部～内
（口縁部 1／10存） ど）含む　 ②暗橙褐色　 ③普通

◆

る．口縁は上下に肥厚 して面をもち、3条の凹線文を施す．頸
部にはしっか りした指頭圧痕文帯をめぐらす

口綾部内外面ともまた内面頸部ナデ調整、外面胴部パケ目調
整、内面胴部パケ目のちナデ調整

面にかけて部
分的に黒斑あ
り

112－2 S K 39 蛮 口径　　　 22．5 ①微妙粒子（石英 ・長石 ・角閃石など）含む 頸部に口縁部を接合したもので、接合部に刺突痕がめぐってい
（口縁部 1／8存） ②にぷい黄褐色 （諺普通 るが、接合時のものか．口縁部は上下に肥厚して面をもち3条

の凹線文と縦方向に刻目を施す
外面及び内面頸部以上ナデ調整、以下風化著しく調整不明

112－3 S K 39 高　　 杯 口径　　 18．4 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 やや湾曲して立ち上がる体部に内債 した口縁部へと移行する．

（杯部 1／5存） など）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 口録端部はしっかりした平坦面をもち口縁面には5条の凹線文
を施す．脚部に凹線文が観察される

口縁部内外面ともナデ調整．外面体部裾ヨコミガキのちパケ目
調整、体部放射状のミガキ調整．内面体部放射状の揺 目のよう

に荒いパケ目調整

112－4 S K 40 蛮 口径　　 17．0 ①微砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 ・金雲母 頸部から口縁部までがやや長めで、口縁は上に肥厚し、2条の
（口縁部 1／8存） など）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 凹線文を施す

内外面 ともナデ調整

112－5 S K 40 餐 口径　　 16．6 ①微砂粒子 （石英など）含む 口縁部は上下に湾曲して肥厚し、浅い3条の沈線文を施す
（口縁部 1／11存） ②にぷい黄褐色　 ③普通 内外面 ともナデ調整

112－6 S K 40 底　　 部 底径　　　　 6．8 ①微砂粒子（石英・長石・角閃石など）含む 平底
（底部 1／5存） ②外面にぷい黄橙褐色、内面にぷい黄褐色

③普通
外面ナデ調整．内面底部指頭圧痕あり、ナデ調整

112－7

112－8

S K 40

S K 40

底　　 部

高　　 杯

底径　　　　 5．6 ①1mm大の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石な 平底．薄手の器壁をもつもの 外面煤付着
‘（底部　 完） ど）含む　 ②にぷい黄褐色　 ③普通 内面ケズリ調整、外面風化著しく調整不明

口径　　 17．0 ①1mm以下の砂粒子 （石英 ・長石 ・角閃石 湾曲して立ち上がる体部から内傾 した口縁部に移行する．口緑
（口綾部 1／4存） など）含む　 ②黄橙褐色　 ③普通 端部はしっかりした平坦面をもち1条の沈線 を施す．口縁面に

は4条の凹線文を施す
外面丁寧なナデ調整、内面風化著 しく調整不明
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